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は
じ
め
に

　

一
、
政
治
文
化
論
へ
の
関
心

　

Ｇ
・
ア
ー
モ
ン
ド
は
、
一
九
九
〇
年
に
「
合
理
的
選
択
理
論
」
が
政
治
研
究
分
野
を
席
巻
し
た
際
、
政
治
文
化
（political 

culture

）
論
の
復
権
を
主
張
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
［Alm

ond,1990,ch5

］
。
彼
は
独
立
し
た
意
思
決
定
ア
ク
タ
ー
が
与
え
ら
れ
た
制

約
の
中
で
自
ら
の
効
用
を
最
大
化
し
よ
う
と
す
る
合
理
的
選
択
に
対
し
て
、
個
人
、
集
団
、
国
民
、
民
族
な
ど
の
合
理
的
な
判
断
で
捉

え
き
れ
な
い
、
つ
ま
り
心
情
に
つ
い
て
議
論
の
必
要
性
を
訴
え
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
政
治
文
化
と
い
う
用
語
を
使
用
す

る
際
、
研
究
者
に
よ
っ
て
そ
の
捉
え
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
政
治
文
化
論
を
マ
ク
ロ
・
メ
ゾ
・
ミ
ク
ロ
の
視
点
か

ら
各
レ
ベ
ル
の
政
治
的
な
意
識
を
整
理
し
て
お
き
た
い
［Kavanagh,1977

］
。

　

政
治
文
化
と
い
う
用
語
は
、
国
民
、
民
族
、
社
会
集
団
な
ど
の
政
治
的
な
行
為
を
形
成
す
る
文
化
、
精
神
、
気
質
、
価
値
な
ど
の
組

み
合
わ
せ
と
し
て
扱
わ
れ
る
概
念
で
あ
る
。
こ
の
発
想
は
古
く
か
ら
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
政
治
的
な
安
定
、
反
対
に
革
命
を
引

き
起
こ
す
「
精
神
状
態
（state of m

ind

）
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
Ｅ
・
バ
ー
ク
は
政
治
文
化
を
政
治
制
度
の
機
能
に
影
響
す
る

「
習
慣
の
か
た
ま
り
（cake of custom

）
」
と
称
賛
し
た
。
Ａ
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
、
Ａ
・
Ｖ
・
ダ
イ
シ
ー
、
Ｗ
・
バ
ジ
ェ
ッ
ト
ら
は
、

政
治
的
な
安
定
と
変
動
の
分
析
に
お
い
て
、
政
治
的
価
値
と
感
情
（sentim

ent

）
に
意
義
を
認
め
た
。
現
在
、
人
類
学
者
や
歴
史
学

者
は
、
個
々
の
人
間
の
行
動
を
説
明
す
る
際
に
、
「
国
民
性
（national character

）
」
や
「
伝
統
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。

　

政
治
文
化
論
へ
の
関
心
は
政
治
を
研
究
す
る
際
に
法
的
制
度
論
を
中
心
と
す
る
考
え
方
に
対
す
る
反
動
で
も
あ
っ
た
。
制
度
論
の
研

む
す
び
：
マ
ク
ロ
・
メ
ゾ
・
ミ
ク
ロ
の
政
治
文
化
概
念
を
統
合
す
る
試
み
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究
は
政
治
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
、
静
態
的
な
制
度
、
政
府
、
憲
法
、
国
家
な
ど
を
対
象
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス

を
欠
い
て
い
た
［V

gl,Pickel,Pickel,2006

］
。

　

あ
る
出
来
事
は
政
治
文
化
の
認
識
を
促
進
す
る
に
は
重
要
で
も
あ
っ
た
。
戦
間
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
政
治
展
開
に
お
い
て
、
と

り
わ
け
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
の
憲
法
体
制
の
崩
壊
は
、
自
由
民
主
主
義
体
制
と
啓
蒙
的
価
値
の
拡
大
に
期
待
し
た
人
々
を

幻
滅
さ
せ
る
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
一
九
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
に
新
し
く
独
立
し
た
「
第
三
世
界
」
の
国
々
で
の
憲
法
体
制
の

崩
壊
は
政
治
制
度
、
政
治
構
造
、
政
治
文
化
な
ど
複
雑
な
関
係
を
考
察
し
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
現
象
で
あ
っ
た
。
安
定
し
た
民
主

主
義
の
説
明
は
、
制
度
的
、
社
会
経
済
的
な
要
因
に
依
拠
す
る
だ
け
で
は
、
実
態
を
真
に
理
解
で
き
な
い
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
政
治
文
化
と
は
、
「
個
人
、
集
団
、
民
族
、
国
民
な
ど
が
政
治
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
考
え
方
の
総
体
」
を
意
味
す
る
。
こ

の
政
治
文
化
と
い
う
用
語
は
、
今
で
は
政
治
現
象
を
説
明
す
る
「
常
套
語
」
に
ま
で
定
着
し
て
い
る
。

　

現
在
の
政
治
文
化
論
は
三
つ
の
別
々
の
知
的
想
像
力
が
合
流
し
た
形
で
登
場
し
て
き
た
。

　

第
一
は
社
会
心
理
学
と
心
理
人
類
学
（poychoanthropology

）
、
と
り
わ
け
Ｓ
・
フ
ロ
イ
ト
の
精
神
分
析
研
究
、
あ
る
い
は
Ｂ
・

マ
リ
ノ
フ
ス
キ
［
一
九
六
三
］
や
Ｒ
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
［
一
九
六
七
］
の
よ
う
な
文
化
人
類
学
者
か
ら
の
洞
察
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
政

治
学
的
な
部
分
よ
り
も
個
々
の
人
間
や
人
間
集
団
の
価
値
観
・
行
動
を
扱
う
文
化
論
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
発
想
法
を
政
治
研
究
者
が
活

用
し
て
き
た
。

　

第
二
は
Ｍ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
Ｖ
・
パ
レ
ー
ト
、
Ｅ
・
デ
ゥ
ル
ケ
ム
ら
に
代
表
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
学
の
流
れ
か
ら
で
あ
る
。

ウ
ェ
ー
バ
ー
［
一
九
七
六
年
］
は
宗
教
観
や
価
値
観
が
経
済
活
動
と
政
治
構
造
に
決
定
的
に
影
響
す
る
こ
と
を
論
じ
る
こ
と
で
、
「
文

化
的
」
背
景
に
基
づ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
挑
戦
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
多
く
は
、
特
に
社
会
規
範
や
価
値
の
役
割
に
お
い
て
、

Ｔ
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
な
ど
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
に
移
入
さ
れ
発
展
し
た
。
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第
三
は
サ
ー
ヴ
ェ
イ
・
リ
サ
ー
チ
（survey research

）
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
、
デ
ー
タ
分
析
と
い
っ
た
、
よ
り
洗

練
さ
れ
た
技
術
の
発
達
に
基
づ
く
研
究
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
政
治
文
化
研
究
に
従
来
の
集
団
ま
た
は
国
民
の
心
理
的
志
向
に
思
索

的
、
印
象
風
な
説
明
に
対
し
て
世
論
調
査
に
よ
っ
て
実
証
的
に
確
認
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
に
お
い
て
政
治
文
化
論
の
最
も
影
響
力
あ
る
説
明
の
ひ
と
つ
は
、
一
九
六
〇
年
代
初
め
に
ア
メ
リ
カ
の
二
人
の
政
治
学
者
に

よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
研
究
成
果
で
あ
る
。
Ｇ
・
ア
ー
モ
ン
ド
と
Ｓ
・
ヴ
ァ
ー
バ
の
『
現
代
市
民
の
政
治
文
化
』
（
一
九
六
三
年
）
は
五

カ
国
の
政
治
文
化
を
比
較
し
た
マ
ク
ロ
研
究
で
あ
り
、
そ
れ
は
現
在
の
政
治
文
化
論
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な
研
究
で
も
あ
る
。
彼
ら
は

政
治
文
化
を
政
治
的
対
象
に
「
指
（
志
）
向
の
パ
タ
ー
ン
（pattern of orientation

）
」
と
定
義
づ
け
た
。
そ
の
対
象
は
例
え
ば
政

党
、
裁
判
所
、
憲
法
、
国
史
な
ど
で
あ
る
。
指
（
志
）
向
は
政
治
的
活
動
に
影
響
す
る
先
有
的
傾
向
（predisposition

）
で
あ
り
、

伝
統
、
歴
史
、
記
憶
、
動
機
、
規
範
、
情
緒
、
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
化
は
意
識
の

傾
向
（propensity

）
の
セ
ッ
ト
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
（
志
）
向
は
認
知
的
指
（
志
）
向
（cognitive orientation

）
と

感
情
的
指
（
志
）
向
（affective orientation
）
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
政
治
的
対
象
の
知
識
と
認
知
（aw

areness

）
で
あ
り
、

後
者
は
対
象
へ
の
情
緒
・
感
情
（feeling

）
で
あ
る
。
政
治
文
化
は
こ
れ
ら
の
対
象
を
判
断
す
る
評
価
的
指
（
志
）
向
（evaluative 

orientation

）
で
あ
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
と
ヴ
ァ
ー
バ
は
、
安
定
し
た
民
主
主
義
の
政
治
文
化
的
基
礎
を
提
案
す
る
た
め
、
各
国
に
お
け

る
政
治
文
化
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
こ
か
ら
編
み
出
し
た
理
論
を
発
表
し
た
［V

gl,Rausch,1980

］
。

　

Ｓ
・
Ｅ
・
フ
ァ
イ
ナ
ー
［Finer,1976

］
は
、
政
府
へ
の
国
民
の
支
持
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
家
の
政
治
文
化
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、

ク
ー
デ
タ
を
企
て
る
軍
隊
の
性
向
を
説
明
す
る
。
こ
の
場
合
、
正
統
性
（legitim

acy

）
の
要
因
が
二
つ
想
定
で
き
る
。
第
一
に
政
治

権
力
の
完
全
な
承
認
と
そ
の
委
譲
の
た
め
の
手
続
き
に
つ
い
て
の
合
意
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
。
正
統
性
が
十
分
に
確
立
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
、
政
府
は
自
己
保
身
の
た
め
に
「
暴
力
手
段
」
で
あ
る
軍
隊
に
全
面
的
に
依
存
す
る
必
要
は
な
い
し
、
軍
隊
に
よ
る
「
非
憲
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法
的
」
「
超
憲
法
的
」
措
置
を
拒
絶
で
き
る
。
第
二
に
社
会
が
様
々
な
集
団
の
動
員
に
依
拠
す
る
と
い
う
要
因
が
あ
っ
て
多
元
的
な
性

格
で
あ
れ
ば
、
軍
隊
だ
け
で
は
社
会
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
そ
う
に
な
い
。
第
一
と
第
二
の
両
要
因
が
高
レ
ベ
ル
で
保
証
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
は
、
文
民
政
府
は
国
民
に
信
頼
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

二
、
政
治
文
化
と
政
治
現
象

　

政
治
文
化
が
政
治
現
象
の
関
係
に
お
い
て
多
く
の
概
念
的
、
技
術
的
な
因
果
関
係
を
立
証
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
も
し
私
た
ち
が

文
化
と
社
会
構
造
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
係
を
想
定
す
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
を
結
び
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
実
際
の
関

係
は
時
間
を
超
え
て
相
互
に
補
強
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
政
治
シ
ス
テ
ム
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
価
値
を
切
り
離
す
こ
と
が
不
可
能

で
あ
る
と
わ
か
る
だ
け
で
あ
る
。

　

調
査
の
素
材
を
分
析
す
る
ミ
ク
ロ
・
メ
ゾ
・
マ
ク
ロ
の
問
題
も
存
在
す
る
。
デ
ー
タ
収
集
が
個
人
と
い
う
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
行
わ

れ
る
け
れ
ど
も
、
文
化
は
集
団
現
象
で
も
あ
る
。
「
個
人
デ
ー
タ
」
か
ら
の
観
点
は
、
ミ
ク
ロ
の
情
報
を
集
積
し
た
も
の
を
集
団
の
特

徴
と
判
断
し
、
そ
の
因
果
関
係
の
議
論
と
誤
解
す
る
危
険
性
を
常
に
孕
ん
で
い
る
。

　

反
対
に
政
治
文
化
が
社
会
の
信
念
・
情
緒
・
価
値
（
観
）
の
集
積
と
見
な
す
視
点
で
は
、
そ
れ
は
自
己
の
政
治
的
影
響
力
に
応
じ
て

個
々
人
の
価
値
を
内
面
で
育
成
し
外
面
に
表
現
し
よ
う
と
す
る
。
政
治
的
価
値
は
、
細
部
、
末
端
、
局
部
、
一
時
の
歴
史
的
、
構
造
的

な
要
因
を
集
団
や
個
人
の
行
動
と
結
び
つ
け
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
政
治
シ
ス
テ
ム
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
と
も
に
歴

史
、
社
会
構
造
、
人
々
の
直
接
的
な
経
験
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
。
価
値
と
態
度
は
媒
介
変
数
と
見
立
て
ら
れ
、
態
度
や
行
為
の

説
明
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
的
価
値
が
あ
る
時
点
で
は
二
次
的
と
見
な
さ
れ
て
も
、
い
っ
た
ん
そ
れ
が
制
度
と

し
て
確
立
す
る
と
、
今
度
は
政
治
的
行
動
の
規
準
と
な
っ
て
非
常
に
重
要
と
な
る
［
ガ
ー
ス
、
シ
ル
ズ
、
一
九
七
〇
年
］
。
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文
化
が
政
府
か
ら
操
作
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
旧
ソ
連
、
旧
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
現
中
国
に
お
け
る
共
産
主
義
体
制
で
は
、
共
産

党
が
教
育
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
化
機
関
（agency

）
を
独
占
的
に
支
配
し
、
そ
れ
ら
か
ら
国
民
を
恣
意
的
に
操
作
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
「
共
産
主
義
」
の
方
針
に
そ
っ
た
政
治
文
化
を
再
生
産
し
、
共
産
主
義
的
な
人
間
を
創
造
し
よ
う
と
し
て

き
た
。
こ
の
強
制
的
同
質
化
（G

leichschltung

）
の
先
例
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
で
も
見
ら
れ
た
［
ダ
ー
レ

ン
ド
ル
フ
、
二
〇
〇
二
年
］
。

　

政
治
体
制
の
変
化
に
関
係
な
く
、
古
い
価
値
の
継
続
と
そ
の
固
執
に
力
点
を
お
く
研
究
も
あ
る
［Brow

n and G
ray,1977

］
。
そ

の
現
象
は
共
産
党
政
権
崩
壊
後
の
旧
ソ
連
、
旧
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
共
産
主
義
体
制
以
前
の
古
い
文
化
・
価
値
の
復
活
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
現
中
国
で
も
共
産
主
義
化
す
る
以
前
の
意
識
が
、
例
え
ば
儒
教
の
影
響
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。

　

政
治
文
化
研
究
で
は
、
政
府
と
様
々
な
社
会
集
団
へ
の
政
治
的
態
度
の
比
較
研
究
が
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

と
の
比
較
に
お
い
て
、
政
治
制
度
で
の
相
違
は
あ
ま
り
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
つ
の
国
民
の
政
治
的
体
質
で
の
ち
が
い
が
あ
る
。

あ
る
社
会
に
お
い
て
政
府
が
有
益
と
見
な
さ
れ
、
ほ
か
の
社
会
に
お
い
て
政
府
が
有
害
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
市
民
は
人
々
と

平
和
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
容
易
だ
と
わ
か
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
市
民
間
の
関
係
が
猜
疑
心
と
暴
力
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
場
合
も

あ
る
。
大
ざ
っ
ぱ
に
述
べ
れ
ば
、
政
治
へ
の
国
民
の
指
（
志
）
向
を
映
し
出
し
て
い
る
。

　

三
、
政
治
文
化
の
意
義
と
留
意
点

　

政
治
文
化
論
の
意
義
と
そ
の
使
用
上
の
留
意
点
を
述
べ
て
お
こ
う
。
政
治
文
化
の
意
義
は
次
の
点
に
あ
る
。

　

第
一
に
政
治
に
無
関
係
と
考
え
ら
れ
る
社
会
現
象
の
理
解
も
そ
の
文
化
の
心
情
や
意
識
を
通
じ
て
政
治
に
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
が
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あ
る
。
だ
か
ら
、
類
似
し
た
憲
法
の
よ
う
な
政
治
制
度
を
採
用
す
る
複
数
の
国
々
に
お
い
て
、
文
化
環
境
が
異
な
れ
ば
、
そ
の
制
度
の

解
釈
、
運
用
が
異
な
る
。
そ
の
た
め
同
じ
よ
う
な
政
治
現
象
の
帰
結
が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
制
度
論
だ
け
の
分
析

で
は
理
解
で
き
な
い
事
象
は
、
様
々
な
比
較
研
究
の
尺
度
と
な
り
う
る
。
こ
う
い
っ
た
現
象
は
、
個
人
、
集
団
、
民
族
、
国
民
の
価
値

意
識
、
言
い
換
え
れ
ば
政
治
文
化
で
説
明
し
た
ほ
う
が
わ
か
り
や
す
い
。

　

第
二
に
政
治
文
化
は
、
大
ざ
っ
ぱ
に
述
べ
れ
ば
、
個
人
（
ミ
ク
ロ
）
と
国
民
全
体
（
マ
ク
ロ
）
と
、
両
者
の
中
間
に
あ
る
下
位
文
化

（
メ
ゾ
）
と
い
う
三
つ
の
文
化
関
係
を
体
系
的
に
分
析
す
る
参
照
枠
組
み
（fram

e of reference

） 

と
な
る
。

　

第
三
に
文
化
と
い
う
概
念
を
用
い
る
こ
と
は
、
文
化
人
類
学
、
社
会
学
、
心
理
学
、
社
会
調
査
な
ど
政
治
学
以
外
の
研
究
成
果
の
活

用
を
可
能
に
し
て
き
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
政
治
文
化
と
い
う
概
念
の
使
用
に
は
、
次
の
考
慮
す
べ
き
点
も
念
頭
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
政
治
文
化

は
多
義
的
な
内
容
を
包
含
す
る
た
め
、
因
果
関
係
上
で
説
明
の
つ
か
な
い
要
因
に
安
易
に
利
用
さ
れ
、
曖
昧
な
決
定
論
を
導
き
や
す
く

な
る
。
第
二
に
政
治
文
化
＝
国
民
文
化
と
い
っ
た
よ
う
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
文
化
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
一
部

で
あ
る
政
治
文
化
が
全
体
と
部
分
の
相
違
を
無
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。
第
三
に
分
析
者
は
政
治
文
化
の
使
用
に
際
し
て
主
観
的
に
な
り

や
す
い
た
め
、
客
観
的
方
法
が
な
い
限
り
、
文
化
的
要
素
を
安
易
に
説
明
変
数
に
す
べ
き
で
な
い
。
第
四
に
政
治
文
化
概
念
は
記
述
レ

ベ
ル
で
は
有
効
で
あ
る
が
、
社
会
的
事
実
に
還
元
す
べ
き
で
な
い
説
明
に
導
入
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
文
化
と
い
う
様
々
に
解
釈
さ

れ
や
す
い
現
象
は
、
因
果
関
係
の
説
明
に
は
必
要
条
件
を
備
え
て
い
な
い
。

　

政
治
文
化
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
価
値
（
観
）
、
規
範
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
政
治
的
指
（
志
）
向
、
文
化
シ

ス
テ
ム
、
政
治
行
動
な
ど
と
多
種
多
様
な
用
語
で
解
説
さ
れ
る
。
政
治
文
化
は
一
種
の
社
会
科
学
用
語
の
「
貯
水
池
」
と
い
っ
た
景
観

を
な
し
て
い
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
研
究
も
そ
の
分
析
の
中
に
、
政
治
シ
ス
テ
ム
、
文
化
、
個
人
と
い
う
三
つ
の
分
析
単
位
を
秩
序
づ
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け
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
。

　

本
論
は
次
の
よ
う
に
論
述
す
る
。
ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
、
政
治
文
化
を
マ
ク
ロ
の
視
点
の
分
析
の
代
表
的
な
政
治
文
化
理
論
か

ら
概
観
し
て
お
こ
う
。
第
二
に
メ
ゾ
の
視
点
か
ら
、
下
位
文
化
に
関
し
て
は
、
社
会
的
亀
裂
か
ら
成
立
す
る
政
党
（
シ
ス
テ
ム
）
と

投
票
者
編
成
を
社
会
構
造
の
視
点
か
ら
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
二
章
か
ら
第
五
章
に
か
け
て
扱
い
た
い
。
第
三
に
個
々
人
の

政
治
に
対
す
る
意
識
や
態
度
を
ミ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
取
り
扱
う
。
第
六
章
に
お
い
て
個
人
は
社
会
か
ら
い
か
に
し
て
政
治
的
価
値
を

獲
得
し
、
そ
れ
を
社
会
に
提
示
す
る
の
か
を
検
証
し
た
い
。
第
七
章
に
お
い
て
、
現
代
人
の
政
治
に
対
す
る
意
識
・
態
度
は
い
か
な

る
も
の
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
そ
し
て
、
現
在
の
政
治
文
化
の
価
値
変
動
を
政
治
的
文
脈
の
中
で
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
い

［cf,D
alton,Klingem

ann,2007
］
。
最
後
の
む
す
び
に
お
い
て
、
マ
ク
ロ
・
メ
ゾ
・
ミ
ク
ロ
の
政
治
文
化
概
念
を
統
合
す
る
試
論
を

提
示
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
章　

マ
ク
ロ
次
元
の
政
治
文
化
論

　

一
、
ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
文
化
論

　

（
一
）
三
つ
の
理
念
型

　

あ
る
国
民
の
政
治
意
識
や
政
治
行
動
は
そ
の
文
化
に
制
約
さ
れ
、
条
件
づ
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
共
通
の
指
（
志
）

向
の
型
を
形
成
す
る
、
と
言
わ
れ
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
研
究
か
ら
、
「
あ
ら
ゆ
る
政
治
シ
ス
テ
ム
は
政
治
行

動
へ
の
特
殊
な
指
（
志
）
向
（orientation

）
の
型
（
パ
タ
ー
ン
）
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
私
は
こ
れ
を
政
治
文
化
と
し
て
引
用
す

る
こ
と
が
有
益
だ
と
わ
か
っ
た
」
と
政
治
文
化
概
念
の
使
用
を
宣
言
し
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
比
較
政
治
研
究
に
役
立
て
よ
う
と
し
た
。

彼
の
政
治
シ
ス
テ
ム
と
政
治
文
化
の
理
解
や
方
法
を
述
べ
て
お
こ
う
［Alm

ond and Verba,1963

、
邦
訳
、
一
九
七
四
年
］
。
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ア
ー
モ
ン
ド
に
よ
る
「
政
治
文
化
」
概
念
の
導
入
は
、
「
政
治
の
可
能
性
あ
る
理
論
」
に
到
達
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
ウ
ェ
ー
バ
ー
‐
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
社
会
理
論
の
概
念
的
統
一
と
い
う
伝
統
を
受
け
継
い
だ
と
理
解
で
き
る
。
彼
は
、
そ
の
理
解
に
よ
る

政
治
シ
ス
テ
ム
ご
と
の
マ
ク
ロ
政
治
文
化
論
を
紹
介
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
文
化
的
特
質
と
役
割
構
造
に
よ
っ
て
、
四
タ
イ
プ
の

政
治
シ
ス
テ
ム
を
配
置
し
分
類
し
た
［Alm

ond,1965

］
。

　

①
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
政
治
シ
ス
テ
ム　

　

こ
の
政
治
文
化
は
、
英
米
系
諸
国
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
伝
統
と
近
代
の
文
化
要
素
を
混
在
し
た
状
態
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
同
質
的
、
世
俗
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
。
役
割
構
造
は
高
度
に
分
化
、
細
分
化
、
官
僚
化
し
て
お
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
個
々
の
部
分
が
安
定
し
た
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
権
力
・
影
響
力
を
分
割
し
て
い
る
。

　

②
前
工
業
型
政
治
シ
ス
テ
ム

　

こ
の
政
治
文
化
は
、
第
三
世
界
の
国
々
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
異
質
な
、
多
様
な
下
位
文
化
を
並
存
さ
せ
な
が
ら
、
カ
リ
ス
マ
的
な

指
導
者
の
も
と
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
傾
向
を
有
し
て
い
る
。
役
割
構
造
は
低
レ
ベ
ル
で
か
つ
不
安
定
で
あ
り
、
そ
の
役
割
の
担
い
手

次
第
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
よ
る
互
換
性
・
補
充
性
の
度
合
い
は
高
い
。

　

③
全
体
主
義
型
政
治
シ
ス
テ
ム

　

こ
の
政
治
文
化
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
一
見
し
て
同
質
性
を
要
す
る
が
、
そ
れ
に
は
合
意
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ

に
は
順
応
主
義
と
無
関
心
が
混
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
化
は
独
占
的
、
高
度
に
操
作
的
、
原
子
化
的
な
様
相
と
独
裁
的
な
支
配
が
見

ら
れ
る
。
役
割
構
造
で
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
強
制
の
役
割
が
支
配
す
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
権
力
の
役
割
に
お
い
て
機
能

上
の
不
安
が
存
在
す
る
。
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④
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
型
政
治
シ
ス
テ
ム

　

こ
の
政
治
文
化
は
共
通
の
土
壌
が
あ
る
も
の
の
、
不
均
衡
な
歴
史
的
発
展
の
た
め
断
片
化
し
て
い
る
。
政
治
文
化
の
分
裂
を
持
つ
特

徴
が
あ
り
、
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
一
元
的
文
化
を
回
避
す
る
傾
向
が
あ
る
。
多
く
の
下
位
文
化
（sub-culture

）
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

が
交
差
し
あ
い
、
そ
れ
が
強
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
、
組
織
的
な
分
極
化
を
生
み
出
す
。
役
割
構
造
の
特
徴
は
次
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。

政
治
的
事
柄
か
ら
役
割
保
持
者
の
一
般
的
疎
外
状
況
、
現
存
の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
変
更
す
る
様
々
な
要
望
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
型
政

治
シ
ス
テ
ム
よ
り
役
割
の
交
換
性
が
あ
り
、
政
治
的
下
位
文
化
で
の
役
割
構
造
の
存
在
、
そ
れ
ら
の
対
立
か
ら
政
治
シ
ス
テ
ム
の
機
能

不
全
を
生
じ
う
る
可
能
性
が
孕
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
四
類
型
は
歴
史
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
念
型
の
説
明
で
あ
り
、
実
際
の
政
治
シ
ス
テ
ム
と
い
え
る
か
ど
う

か
と
は
別
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
あ
る
程
度
の
タ
イ
プ
ご
と
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
政
治
文
化
を
理
解
に
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と

も
、
ア
ー
モ
ン
ド
に
と
っ
て
の
政
治
文
化
分
析
へ
の
構
想
で
あ
り
、
「
市
民
文
化
論
」
に
お
い
て
機
能
と
構
造
を
重
視
す
る
視
点
を
提

示
す
る
契
機
と
な
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
モ
デ
ル
は
あ
く
ま
で
も
ア
ー
モ
ン
ド
に
よ
る
解
釈
で
あ
る
こ
と
も
了
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

彼
は
政
治
的
分
化
と
政
治
文
化
と
の
関
係
の
あ
り
方
を
重
視
す
る
。
政
治
シ
ス
テ
ム
の
単
位
は
役
割
で
あ
り
、
そ
の
役
割
が
相
互
作

用
し
た
も
の
を
構
造
と
理
解
す
る
な
ら
、
政
治
シ
ス
テ
ム
は
役
割
を
構
造
化
し
た
も
の
と
読
み
替
え
ら
れ
、
そ
れ
が
分
化
・
専
門
化
・

複
雑
化
す
る
ほ
ど
、
発
展
し
た
政
治
シ
ス
テ
ム
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

他
方
、
政
治
文
化
は
「
国
民
の
間
で
特
殊
に
配
分
さ
れ
て
い
る
政
治
的
対
象
に
対
す
る
指
（
志
）
向
の
型
」
で
あ
る
。
指
（
志
）
向

と
は
、
伝
説
、
動
機
、
規
範
、
情
緒
な
ど
に
よ
っ
て
、
個
人
が
政
治
的
行
為
に
至
る
性
向
で
あ
る
。
政
治
シ
ス
テ
ム
と
政
治
文
化
と
の

関
係
で
述
べ
れ
ば
、
政
治
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
の
が
政
治
的
行
為
の
指
（
志
）
向
を
形
作
る
特
殊
な
型
、
つ
ま
り
そ
れ
が
政
治
文
化
な
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の
で
あ
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
は
、
ヴ
ァ
ー
バ
と
と
も
に
「
市
民
文
化
（civic culture

）
研
究
」
に
お
い
て
、
民
主
主
義
に
対
応
す
る
市

民
の
政
治
文
化
と
い
う
関
心
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
市
民
の
政
治
的
指
（
志
）
向
の
特
質
を
五
カ
国
（
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ

リ
ア
、
西
ド
イ
ツ
、
メ
キ
シ
コ
）
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

パ
ー
ソ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
行
為
は
対
象
物
に
対
す
る
認
知
（
対
象
を
客
観
的
に
知
る
営
み
）
、
感
情
（
対
象
に
対
す
る
好
悪

の
作
用
）
、
評
価
（
対
象
の
価
値
を
測
る
営
み
）
と
い
う
三
側
面
か
ら
な
る
と
い
う
［
パ
ー
ソ
ン
ズ
、
一
九
七
〇
年
］
。
こ
れ
ら
を
政

治
的
対
象
物
と
の
関
係
で
述
べ
れ
ば
、
あ
る
国
民
は
内
面
化
し
た
認
知
的
指
（
志
）
向
（
政
治
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
役
割
、
役
割
保
持

者
、
入
力
・
出
力
過
程
に
つ
い
て
の
知
識
・
信
条
）
、
感
情
的
指
（
志
）
向
（
政
治
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
役
割
、
職
員
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
つ
い
て
の
愛
情
、
意
味
づ
け
、
好
意
）
、
評
価
的
指
向
（
政
治
的
客
体
に
つ
い
て
の
判
断
、
意
見
、
評
価
）
と
い
っ
た
三
つ
の
心

理
的
な
指
（
志
）
向
に
秩
序
づ
け
ら
れ
る
。
政
治
的
指
（
志
）
向
の
継
続
体
と
し
て
の
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
あ
る
対
象
物
と
し
て
政
治

シ
ス
テ
ム
、
入
力
過
程
、
出
力
過
程
、
政
治
的
行
為
者
の
「
自
己
」
の
四
つ
の
次
元
に
区
分
さ
れ
る
。
各
国
の
政
治
文
化
は
さ
き
の
三

つ
の
指
（
志
）
向
に
四
つ
の
次
元
が
掛
け
合
わ
さ
れ
、
次
の
三
つ
の
政
治
文
化
の
理
念
型
が
提
示
さ
れ
る
。

　

①
未
分
化
型
政
治
文
化
―
伝
統
的
構
造　

　

構
成
員
は
自
ら
属
す
る
政
治
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
知
識
や
関
心
が
低
く
、
政
治
シ
ス
テ
ム
へ
の
参
加
と
も
無
関
係
で
あ
る
。
構
成
員

は
政
治
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
力
（
支
持
、
拒
否
な
ど
）
・
出
力
（
政
策
、
決
定
な
ど
）
に
関
わ
る
こ
と
は
な
い
。
政
治
的
分
化
は
低
レ
ベ

ル
で
あ
る
（
例
、
ア
フ
リ
カ
の
部
族
社
会
、
自
治
的
な
地
域
共
同
体
、
明
治
時
代
以
前
の
封
建
時
代
の
日
本
）
。

　

②
臣
民
型
政
治
文
化
―
中
央
集
権
的
構
造

　

構
成
員
は
政
治
的
に
分
化
し
た
政
治
シ
ス
テ
ム
と
出
力
過
程
に
対
す
る
指
（
志
）
向
は
高
い
が
、
個
別
的
な
入
力
過
程
と
積
極
的
参
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加
者
と
し
て
の
自
己
の
指
（
志
）
向
は
低
レ
ベ
ル
で
あ
る
（
例
、
明
治
憲
法
下
の
日
本
）
。

　

③
参
加
型
政
治
文
化
―
民
主
的
構
造

　

構
成
員
が
政
治
シ
ス
テ
ム
の
す
べ
て
の
政
治
目
標
に
関
わ
る
入
力
・
出
力
に
積
極
的
な
指
（
志
）
向
を
目
指
す
。
こ
の
タ
イ
プ
に
完

全
に
適
合
す
る
事
例
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
に
最
も
近
い
と
さ
れ
る
の
が
西
側
民
主
主
義
国
家
で
あ
る
。

　

実
際
の
「
市
民
文
化
」
は
臣
民
型
文
化
と
参
加
型
文
化
の
混
在
状
態
に
あ
る
。
ま
た
、
政
治
文
化
は
①
か
ら
③
に
移
行
す
る
政
治
発

展
的
な
側
面
も
存
在
す
る
。
と
は
い
え
、
簡
単
に
変
動
し
に
く
い
政
治
文
化
は
、
時
代
に
応
じ
て
変
化
す
る
政
治
構
造
と
常
に
一
致
す

る
と
は
限
ら
な
い
。
政
治
文
化
と
政
治
構
造
の
一
致
・
不
一
致
は
忠
誠
型
（
文
化
と
構
造
の
一
致
が
強
い
）
、
無
関
心
型
（
文
化
と
構

造
の
一
致
が
弱
い
）
、
疎
外
型
（
文
化
と
構
造
が
不
一
致
）
と
い
っ
た
分
類
も
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、
政
治
文
化
と
政
治
構
造
が
一

致
す
れ
ば
、
忠
誠
的
な
未
分
化
型
、
臣
民
型
、
参
加
型
の
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
分
類
さ
れ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
分
析
道
具
を
用
い
た
結
果
、
五
カ
国
の
政
治
文
化
は
、
ア
メ
リ
カ
の
参
加
市
民
型
の
政
治
文
化
、
イ
ギ
リ
ス
の
敬
譲
的

市
民
型
の
政
治
文
化
、
イ
タ
リ
ア
の
疎
外
さ
れ
た
政
治
文
化
、
西
ド
イ
ツ
の
政
治
的
な
無
関
心
と
臣
民
的
能
力
の
政
治
文
化
、
メ
キ
シ

コ
の
疎
外
さ
れ
た
野
心
的
な
政
治
文
化
、
と
説
明
さ
れ
る
。

　

ア
ー
モ
ン
ド
の
学
問
的
な
功
績
は
、
政
治
的
に
重
要
な
文
化
要
素
の
意
義
を
具
体
的
な
分
析
枠
組
み
と
し
て
使
用
可
能
に
し
た
点
に

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
理
論
に
内
在
す
る
問
題
点
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
民
主
的
政
治
＝
英
米
の
政
治
シ
ス
テ
ム
と

い
う
特
定
価
値
を
優
先
す
る
バ
イ
ア
ス
が
あ
り
、
政
治
文
化
は
シ
ス
テ
ム
安
定
の
道
具
に
使
わ
れ
が
ち
に
な
る
。
次
に
五
カ
国
の
政
治

文
化
が
平
面
的
、
抽
象
的
、
総
和
的
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
は
理
解
し
や
す
い
が
、
政
治
文
化
を
一
面
的
な
説
明
に
し
が
ち
で
あ
る
。
さ

ら
に
政
治
文
化
の
理
解
方
法
が
静
態
的
で
あ
る
の
で
、
時
間
的
な
変
数
が
盛
り
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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『
現
代
市
民
の
政
治
文
化
』
改
訂
版
［A

lom
ond and Verb,1980

］
で
は
、
西
ド
イ
ツ
で
は
そ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
は
積
極
的
に

国
民
の
中
に
定
着
さ
れ
て
き
た
が
、
ア
メ
リ
カ
国
民
は
中
央
政
府
へ
の
信
頼
を
喪
失
し
て
い
る
。
各
国
民
の
政
治
指
（
志
）
向
が

一
九
六
三
年
版
の
調
査
に
比
較
し
て
相
当
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
時
間
的
推
移
は
ア
ー
モ
ン
ド
の
政
治
文
化
概
念
で
は
説
明
さ
れ
に
く

い
。
ま
た
、
調
査
さ
れ
た
時
期
の
政
治
文
化
を
そ
の
国
の
決
定
的
な
政
治
文
化
と
理
解
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
比

較
的
、
安
定
し
た
時
期
に
調
査
を
さ
れ
、
敬
譲
的
な
政
治
文
化
と
定
義
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
内
容
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
社
会
調
査
が
定
期
的
に
繰
り
返
し
行

わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
国
の
政
治
文
化
は
正
確
に
描
き
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

（
二
）
市
民
文
化

　

市
民
文
化
（civic culture

）
論
は
、
英
米
と
独
伊
の
各
国
民

の
政
治
的
態
度
を
対
比
す
る
こ
と
で
、
歴
史
的
経
験
が
も
た
ら
す

民
主
的
安
定
と
、
そ
れ
へ
の
態
度
と
の
結
び
つ
き
を
実
証
す
る
こ

と
に
あ
る
。

　

民
主
主
義
に
よ
る
効
率
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
一
方
で
統

治
す
る
政
府
が
実
行
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
権
力
の
バ
ラ
ン
ス

を
求
め
、
他
方
で
政
治
過
程
で
の
市
民
参
加
に
お
け
る
調
和
も

勘
案
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
的
選
択
が
政
治
的
な
分

図表１：アーモンドの政治文化論の概念図
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業
な
し
に
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
を
理
解
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
り
、
情
報
の
な
い
有
権
者
が
ど
の
よ
う
に
政
治
リ
ー
ダ
ー
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
評
価
で
き
る
か
は
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
種
類
の
市
民
が
権
力
に
対
応
能
力
を
も
っ
て
適
切
な
バ
ラ
ン

ス
、
そ
し
て
民
主
的
安
定
を
図
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

市
民
文
化
研
究
は
、
安
定
し
た
民
主
主
義
と
一
致
す
る
政
治
文
化
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
積
極
性
と
消
極
性
、

義
務
と
権
利
、
合
意
と
対
立
が
均
衡
を
取
り
う
る
よ
う
な
政
治
文
化
で
あ
る
。

　

市
民
す
べ
て
が
政
治
に
参
加
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
だ
が
、
市
民
は
重
要
な
争
点
に
「
市
民
的
な
留
保
権
（reserve

）
」
を
保

持
し
て
い
る
。
市
民
は
積
極
性
と
消
極
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
リ
ー
ダ
ー
は
市
民
の
要
求
に
応
え
る
、
と
同
時
に
権

力
を
実
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
市
民
は
、
市
民
的
義
務
と
市
民
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
間
の
緊
張
に
位
置
し
て
い
る
。
大
部

分
の
市
民
は
参
加
す
る
義
務
を
認
識
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
政
治
（
も
っ
と
具
体
的
に
は
政
府
）
へ
の
接
近
を
感
じ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
が
義
務
意
識
ま
で
に
は
到
達
し
そ
う
に
な
い
。

　

最
後
に
合
意
と
亀
裂
の
間
の
緊
張
が
存
在
す
る
。
特
に
開
か
れ
た
民
主
的
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
紛
争
（conflict

）
を
政
治
の
本

質
と
見
な
す
な
ら
、
政
治
的
対
立
・
分
裂
は
不
可
避
で
あ
る
。
た
だ
、
安
定
し
た
民
主
主
義
に
お
い
て
、
政
党
や
集
団
な
ど
の
間
で
敵

対
関
係
は
国
民
的
な
忠
誠
と
政
治
シ
ス
テ
ム
を
承
認
し
た
う
え
で
、
そ
の
中
に
包
含
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
認
識
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
［cf.,Finer,1974

］
。
つ
ま
り
、
民
主
主
義
的
シ
ス
テ
ム
を
前
提
に
し
て
お
り
、
そ
れ
を
決
し
て
否
定
し
よ
う
と
は
し
な
い
こ
と
で

あ
る
。
安
定
し
た
民
主
主
義
の
心
理
的
要
件
は
近
年
に
お
い
て
欧
米
諸
国
の
市
民
に
お
い
て
そ
の
態
度
を
変
化
し
よ
う
と
は
し
て
い
な

い
。
英
米
に
お
い
て
国
民
間
の
政
治
参
加
と
、
誇
り
（pride

）
や
信
頼
（confidence

）
が
低
下
す
れ
ば
、
そ
の
統
治
と
経
済
の
効
率

性
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
機
能
し
な
く
な
る
。
市
民
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
上
昇
が
効
率
的
な
政
治
と
経
済
の
良
好
さ
と
結
び
つ
い

て
き
た
よ
う
に
、
市
民
文
化
は
そ
れ
へ
の
依
存
に
基
づ
く
民
主
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
証
明
し
て
い
る
［
パ
ッ
ト
ナ
ム
、
二
〇
〇
一
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年
］
。
も
ち
ろ
ん
、
民
主
的
安
定
を
英
米
の
事
例
に
あ
ま
り
に
依
拠
し
す
ぎ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。

　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
小
国
で
は
、
各
部
分
社
会
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
お
互
い
の
相
違
を
自
覚
し
た
う
え
で
、
適
応
を
通
じ
て
社
会

の
安
定
へ
の
方
法
を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
多
極
共
存
型
民
主
主
義
（consociational dem

ocracy

）
で
あ
り
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
、
宗
教

的
、
階
級
的
と
い
っ
た
、
様
々
な
社
会
集
団
の
利
益
を
保
護
す
る
調
整
の
組
み
合
わ
せ
を
通
じ
て
安
定
を
見
出
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。

ま
た
、
Ｐ
・
シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー
ら
は
国
際
的
な
変
化
に
影
響
を
受
け
や
す
い
中
小
国
の
民
主
的
安
定
へ
の
別
の
ル
ー
ト
、
つ
ま
り
ネ
オ
・

コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
（neo-corporatism

）
の
概
念
で
解
説
し
て
い
る
［
レ
ー
ム
ブ
ル
ッ
フ
、
シ
ュ
ミ
ッ
タ
ー
、
一
九
九
七
年
］
。

巨
大
な
利
益
集
団
は
、
労
働
、
福
祉
手
当
、
物
価
、
投
資
の
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
の
条
件
や
賃
金
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
経
営
者
団
体
ト
ッ

プ
、
労
働
組
合
幹
部
、
政
権
中
枢
の
閣
僚
と
の
交
渉
に
関
与
し
、
政
策
合
意
と
政
治
シ
ス
テ
ム
維
持
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
大
き
く
貢

献
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
、
パ
イ
の
政
治
文
化
論

　

国
民
形
成
（nation-building

）
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
技
術
的
発
展
と
そ
れ
を
支
え
る
信
念
を
基
礎
と
し
た
近
代
化
過
程

で
あ
る
。
近
代
化
は
効
率
、
適
合
、
複
雑
さ
、
役
割
分
化
、
合
理
性
と
い
っ
た
内
容
を
必
然
的
に
伴
う
が
、
現
実
の
新
興
国
で
は
歴
史

的
に
形
成
さ
れ
た
共
同
体
が
依
拠
す
る
伝
統
的
文
化
に
拘
束
さ
れ
る
。

　

Ｌ
・
Ｗ
・
パ
イ
［Pye and Verba,1965

］
は
、
国
民
形
成
の
核
心
を
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
文
化
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
間
の
変
動

の
中
に
あ
る
」
、
と
考
え
る
。
国
民
と
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
は
政
治
シ
ス
テ
ム
に
国
民
を
統
合
す
る
過
程
で
あ
り
、
ま
さ

に
そ
れ
は
政
治
文
化
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。
政
治
文
化
は
政
治
の
領
域
に
構
造
と
意
味
を
与
え
る
。
彼
は
政
治
シ
ス
テ
ム
と

個
人
と
の
関
係
を
強
く
考
慮
し
、
政
治
文
化
を
定
義
す
る
。
「
政
治
文
化
は
政
治
過
程
に
秩
序
と
意
味
を
与
え
、
政
治
シ
ス
テ
ム
で
の
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行
動
を
支
配
す
る
基
礎
的
な
前
提
と
ル
ー
ル
を
供
給
す
る
態
度
、
信
念
、
感
情
の
集
合
体
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
体
の
持
つ
政
治
理
念
と

操
作
的
な
規
範
と
を
包
摂
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
文
化
は
、
政
治
の
心
理
的
、
主
観
的
な
諸
次
元
の
集
合
的
な
形
態
に
表
明
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
政
治
文
化
は
政
治
シ
ス
テ
ム
の
全
体
的
な
歴
史
だ
け
で
な
く
、
シ
ス
テ
ム
構
成
員
の
生
活
史
か
ら
派
生
し
た
も
の
で

あ
り
、
か
く
し
て
公
的
事
象
と
私
的
経
験
の
両
方
に
同
じ
よ
う
に
根
差
し
て
い
る
」
。
さ
ら
に
、
「
政
治
文
化
は
特
定
の
社
会
に
お
け

る
政
治
行
動
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
支
配
的
な
態
度
、
信
条
、
認
識
は
統
一
し
た
、
相
互
に
強
化
し
あ
っ
て
一
貫
性
の
あ
る
パ
タ
ー
ン

を
示
し
て
い
る
」
と
も
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
は
経
路
依
存
性
（path dependency

）
と
言
い
換
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

政
治
文
化
は
ど
の
よ
う
に
形
成
、
発
展
、
維
持
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
パ
イ
は
、
個
人
と
い
う
ミ
ク
ロ
的
分
析
と
シ
ス
テ
ム
と
い

う
マ
ク
ロ
的
分
析
を
連
結
す
る
社
会
化
（socialization

）
過
程
を
重
視
す
る
。
個
人
の
生
活
史
で
あ
る
個
人
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
社
会
シ
ス
テ
ム
の
全
歴
史
的
な
経
験
と
い
う
集
団
（
あ
る
い
は
国
民
）
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
初
歩
的
な
社
会
化
過
程
（
文
化

の
導
入
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
構
造
の
形
成
、
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
）
、
政
治
的
社
会
化
過
程
（
政
治
的
行
為
の
習
得
と
判
断
の

継
承
）
、
政
治
的
補
充
過
程
（
積
極
的
な
政
治
的
役
割
の
引
き
受
け
）
と
い
っ
た
三
段
階
を
経
て
確
立
さ
れ
る
。
一
国
の
政
治
文
化
で

あ
る
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
一
個
人
か
ら
政
治
シ
ス
テ
ム
の
全
構
成
員
の
立
場
ま
で
の
段
階
を
通
じ
て
形
成
、
定
着
、
維
持

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
パ
イ
は
政
治
文
化
の
構
造
が
各
国
に
共
通
し
た
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
も
説
明
す
る
。
そ
れ
は
一
国
の
政
治
文
化
が
エ
リ
ー

ト
と
大
衆
の
両
方
の
文
化
か
ら
成
立
し
、
両
文
化
の
関
係
が
政
治
シ
ス
テ
ム
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
決
定
す
る
要
素
と
な
る
。
イ
ン
ド

は
エ
リ
ー
ト
間
の
同
質
性
と
大
衆
文
化
の
カ
ー
ス
ト
、
宗
教
、
言
語
の
細
分
化
と
い
っ
た
点
で
分
裂
し
、
日
本
や
ト
ル
コ
で
は
エ
リ
ー

ト
と
大
衆
の
間
に
共
通
す
る
点
が
あ
る
。
こ
の
二
文
化
の
存
在
は
社
会
化
で
不
均
衡
な
変
動
を
起
こ
し
、
政
治
シ
ス
テ
ム
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
も
あ
る
。
エ
チ
オ
ピ
ア
、
イ
ン
ド
、
メ
キ
シ
コ
で
は
、
二
つ
の
社
会
化
過
程
が
別
々
の
文
化
を
形
成
す
る
。
そ
れ
に
対
し
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て
、
イ
ギ
リ
ス
、
旧
ソ
連
、
ド
イ
ツ
で
は
、
エ
リ
ー
ト
は
大
衆
と
そ

の
文
化
か
ら
出
現
し
て
エ
リ
ー
ト
文
化
を
形
成
す
る
。

　

三
、
ヴ
ァ
ー
バ
の
政
治
文
化
論

　

Ｓ
・
ヴ
ァ
ー
バ
の
政
治
文
化
論
は
、
個
人
─
小
集
団
─
政
治
シ
ス

テ
ム
と
い
う
関
係
を
扱
う
観
点
か
ら
小
集
団
研
究
か
ら
開
始
さ
れ
た

［Verba,1961

、
邦
訳
、
一
九
七
三
年
］
。

　

ま
ず
、
彼
の
言
う
政
治
文
化
と
は
何
か
で
あ
る
。
政
治
シ
ス
テ
ム

は
多
様
な
文
化
の
複
合
性
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
然
、
政
治

文
化
は
政
治
以
外
の
文
化
現
象
と
も
深
く
関
連
し
て
い
る
。
彼
に
よ

れ
ば
、
「
政
治
文
化
は
よ
り
一
般
的
な
文
化
の
統
合
的
様
相
、
個
人

の
政
治
的
信
念
の
集
合
、
個
人
の
信
念
全
体
の
一
部
」
で
あ
る
。
政

治
文
化
へ
の
理
解
は
、
人
々
が
現
実
の
政
治
的
事
象
そ
の
も
の
を
受

け
入
れ
る
よ
り
も
、
そ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
か

を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
文
化
は
人
々
の
経
験
的
信
念
を
通
じ
て
培
っ
た
現
実
の
政
治
状
態
へ
の
認
知
的
側
面
と
評

価
・
表
現
的
側
面
で
あ
り
、
自
己
の
信
念
体
系
の
手
段
や
目
標
を
規
定
す
る
政
治
的
相
互
作
用
の
型
で
も
あ
る
。
人
は
一
般
的
な
文
化

（
基
本
的
な
信
念
、
価
値
の
型
、
忠
誠
の
型
）
に
構
築
さ
れ
た
特
殊
な
政
治
的
信
念
（
同
意
と
反
意
の
体
系
、
行
動
様
式
）
か
ら
具
体

的
な
政
治
的
態
度
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
。

図表２：パイの政治文化論の概念図
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そ
れ
で
は
政
治
文
化
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
集
団
は
人
々
と
の
接
触
に
よ
っ
て
個
人
の
政
治
行
動
と
政
治

シ
ス
テ
ム
の
間
を
連
結
し
、
個
人
の
政
治
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
形
成
す
る
社
会
化
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。
個
人
は
政
治
へ
の
有

効
感
を
第
一
次
集
団
か
ら
受
容
す
る
。
重
要
な
の
は
、
第
一
次
集
団
と
第
二
次
集
団
の
文
化
融
合
の
度
合
い
が
前
者
の
メ
ン
バ
ー
を
後

者
の
よ
り
大
き
な
シ
ス
テ
ム
支
持
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
第
一
次
集
団
へ
の
情
緒
的
な
結
合
が
政
治
シ
ス
テ
ム
へ
の

支
持
・
不
支
持
と
い
っ
た
行
動
を
個
人
に
採
用
さ
せ
て
い
る
。
政
治
シ
ス
テ
ム
と
第
一
次
集
団
と
が
結
び
つ
く
機
会
に
な
い
状
態
に
あ

れ
ば
、
政
治
シ
ス
テ
ム
は
常
に
不
安
定
要
因
に
あ
る
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

政
治
文
化
の
表
す
具
体
的
な
内
容
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
個
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
一
体
感
は
基
本
的
な

政
治
的
信
念
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
自
己
を
国
家
の
構
成
員
と
規
定
す
る
。
こ
れ
は
政
治
文
化
の
形
成
に
も
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
安

定
に
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
第
二
に
個
々
の
市
民
は
ど
の
程
度
ま
で
お
互
い
を
信
頼
し
、
他
人
の
信
頼
に
応
じ
ら
れ
る
か
。
市
民
同

士
の
一
体
感
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
政
治
的
相
互
作
用
の
規
範
を
明
ら
か
に
す
る
。
国
家
が
安
定
し
て
存
続
す
る
に
は
個
人

間
の
信
頼
に
基
づ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
政
治
が
何
を
す
る
の
か
、
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
同
意
と
い
う
形
で
政

府
の
出
力
へ
の
期
待
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
目
標
を
設
定
し
、
国
民
の
政
治
文
化
が
政
治
シ
ス
テ
ム
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
。
第
四
に

政
府
が
政
策
決
定
過
程
に
お
い
て
社
会
か
ら
の
入
力
を
処
理
す
る
手
段
に
つ
い
て
の
信
念
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
、
要
求
・
入
力
の

転
換
過
程
、
政
治
過
程
で
の
個
々
の
役
割
、
政
治
参
加
へ
の
指
向
（
志
）
に
つ
い
て
の
同
意
を
含
ん
で
い
る
。

　

ヴ
ァ
ー
バ
は
、
政
治
文
化
の
諸
様
相
か
ら
信
念
体
系
の
相
関
関
係
、
信
念
体
系
の
統
合
方
法
、
全
信
念
体
系
か
ら
政
治
的
様
式
の
従

属
性
を
重
点
に
考
察
し
た
。
政
治
文
化
は
、
一
般
的
な
信
念
・
価
値
と
特
殊
な
政
治
的
規
範
に
相
互
に
関
係
す
る
政
治
指
（
志
）
向
の

型
で
あ
る
。
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マ
ク
ロ
政
治
文
化
論
は
、
①
個
人
や

集
団
の
心
理
的
傾
向
、
そ
れ
に
②
政
治

構
造
と
政
治
過
程
の
両
方
を
統
合
す
る

に
は
必
ず
し
も
成
功
し
た
と
は
言
え
な

い
。
こ
の
点
を
ア
ー
モ
ン
ド
は
認
識
し

て
い
た
。
彼
は
①
と
②
の
関
係
を
ま

だ
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
、
課
題
を

残
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
政
治
的
指

（
志
）
向
と
市
民
の
政
治
参
加
と
の
ズ

レ
が
生
じ
る
。

　

ア
ー
モ
ン
ド
ら
マ
ク
ロ
政
治
文
化
論

者
た
ち
は
、
次
の
二
点
で
大
き
な
貢

献
し
た
こ
と
を
明
記
す
る
べ
き
で
あ

る
。
第
一
は
政
治
文
化
論
の
分
類
法
を

樹
立
す
る
た
め
の
先
駆
的
な
業
績
を
果

た
し
た
点
で
あ
る
。
第
二
は
政
治
シ
ス
テ
ム
を
機
能
さ
せ
る
た
め
、
重
要
な
文
化
的
要
素
の
政
治
的
な
意
義
を
具
体
的
な
分
析
枠
組
み

を
用
い
て
注
目
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
点
で
あ
る
。
ア
ー
モ
ン
ド
、
パ
イ
、
ヴ
ァ
ー
バ
ら
の
研
究
に
は
、
程
度
の
差
は
あ
る
も
、
政

治
文
化
研
究
に
重
要
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。　

図表３：ヴァーバの政治文化論の概念図
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第
二
章　

メ
ゾ
次
元
の
下
位
文
化

　

一
、
社
会
的
亀
裂
の
意
味

　

Ｓ
・
ロ
ッ
カ
ン
は
ア
ー
モ
ン
ド
ら
の
著
書
『
現
代
市
民
の
政
治
文
化
』
を
書
評
し
た
際
に
、
各
政
治
シ
ス
テ
ム
の
社
会
的
亀
裂

（social cleavage

）
、
分
裂
、
不
一
致
か
ら
生
ま
れ
る
下
位
文
化
（sub-culture

）
を
、
な
ぜ
も
っ
と
分
析
し
な
い
の
か
と
不
満
を

表
明
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
さ
き
に
説
明
し
た
代
表
的
な
政
治
文
化
論
は
国
民
や
民
族
の
政
治
に
対
す
る
考
え
方
の
総
体
で
あ
る
マ
ク

ロ
的
概
念
と
一
人
ひ
と
り
の
政
治
に
対
す
る
ミ
ク
ロ
的
概
念
と
を
架
橋
し
よ
う
と
す
る
が
、
あ
く
ま
で
も
総
論
的
で
あ
り
、
も
っ
と
具

体
的
な
政
治
文
化
に
つ
な
が
る
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
人
間
が
政
治
文
化
を
実
感
す
る
の
は
個
人
を
取
り
巻
く
政
治
的
下
位
文
化
か
ら

で
あ
る
。
下
位
文
化
の
考
察
は
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ
の
分
析
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
メ
ゾ
的
な
政
治
文
化
研
究
で
も
あ
る
。
マ
ク
ロ
分
析

は
こ
の
こ
と
を
意
識
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
マ
ク
ロ
を
考
え
る
の
で
、
必
ず
し
も
下
位
文
化
の
考
察
を
直
接
の
研
究

対
象
と
し
て
い
な
い
。
ヴ
ァ
ー
バ
の
小
集
団
研
究
は
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

　

政
治
組
織
が
支
持
を
動
員
す
る
際
、
政
治
的
な
分
裂
（division

）
が
創
造
す
る
社
会
的
亀
裂
が
地
域
、
宗
教
、
階
級
な
ど
で
分
裂

す
る
な
ら
、
し
ば
し
ば
政
治
的
に
よ
り
重
要
に
な
る
。
社
会
的
亀
裂
は
客
観
的
な
社
会
的
相
違
（
例
、
階
級
、
宗
教
、
人
種
、
言
語
、

地
域
な
ど
）
が
、
こ
れ
ら
の
相
違
（
様
々
な
文
化
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
志
向
）
の
主
観
的
な
意
識
で
、
下
位
文
化
の
各
社
会
の
中
で
編

成
さ
れ
各
集
団
で
持
続
的
な
相
違
を
生
じ
さ
せ
る
。

　

社
会
的
亀
裂
は
、
客
観
的
な
相
違
（
例
、
宗
教
、
階
級
、
人
種
、
言
語
、
地
域
な
ど
）
が
こ
れ
ら
の
相
違
（
例
、
文
化
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
、
志
向
な
ど
）
の
主
観
的
な
意
識
で
構
成
さ
れ
る
社
会
の
中
で
深
く
分
け
隔
て
持
続
的
な
分
裂
を
生
じ
さ
せ
る
。

　

下
位
文
化
と
は
、
社
会
集
団
の
構
成
員
が
、
一
定
の
人
間
関
係
の
も
と
に
占
め
る
社
会
的
地
位
と
役
割
と
に
応
じ
て
営
む
行
動
の
全
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体
が
相
互
に
関
連
を
も
っ
て
作
り
出
す
一
貫
し
た
型
を
い
う
。
こ
の
よ
う
な
型
は
、
例
え
ば
ひ
と
つ
の
地
域
社
会
を
統
合
す
る
も
の
と

し
て
存
在
し
、
常
に
ひ
と
つ
の
秩
序
に
構
成
員
の
行
動
を
規
定
し
、
ひ
い
て
は
そ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
す
な
わ

ち
、
一
定
の
社
会
構
造
の
下
に
生
活
す
る
人
間
は
、
一
方
に
お
い
て
そ
の
占
め
る
地
位
と
役
割
に
も
と
づ
く
行
動
を
要
求
さ
れ
る
と
と

も
に
、
他
方
に
お
い
て
習
俗
や
モ
ー
レ
ス
な
い
し
信
仰
な
ど
か
ら
な
る
文
化
の
複
合
体
に
よ
っ
て
も
そ
の
行
動
が
規
定
さ
れ
る
が
、
こ

う
し
た
諸
要
請
は
そ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
形
成
に
も
反
映
す
る
［cf,M

orem
o,1999;Knutsen,2004

］
。

　

社
会
構
造
は
そ
れ
が
条
件
付
け
る
人
間
の
社
会
的
行
為
を
規
定
し
、
そ
れ
は
絶
え
ず
変
動
す
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
教
育
や
制
裁
な

ど
人
間
の
作
り
出
し
た
諸
制
度
に
よ
っ
て
そ
の
維
持
・
存
続
が
図
ら
れ
る
。
社
会
構
造
の
分
析
の
た
め
に
は
、
全
体
を
構
成
す
る
諸
部

分
の
社
会
的
性
格
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
人
間
の
社
会
的
行
為
の
複
合
的
総
体
と
し
て
の
全
体
の
型
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

社
会
に
お
い
て
人
間
の
相
互
関
係
の
識
別
で
き
る
枠
組
み
、
形
態
、
具
体
化
の
パ
タ
ー
ン
、
特
定
の
活
動
で
の
目
的
と
、
す
べ
て
の

活
動
の
予
測
可
能
な
帰
結
の
両
方
の
結
果
、
そ
し
て
そ
の
主
要
要
素
に
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
政
治
、
法
、
軍
、
宗

教
、
教
育
、
そ
し
て
家
族
な
ど
の
組
織
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
集
団
に
よ
っ
て
の
両
方

に
内
部
連
結
さ
れ
る
。
制
度
は
、
例
え
ば
婚
姻
、
家
族
、
宗
教
、
法
、
財
産
、
政
治
権
威
な
ど
と
結
び
つ
く
。
集
団
で
は
個
人
が
様
々

な
機
能
、
役
割
、
地
位
な
ど
の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
あ
る
社
会
に
お
け
る
社
会
構
造
は
、
特
定
の
役
割
、
そ
し
て
役
割
の
セ
ッ
ト
に
分
化
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

ら
を
個
々
の
人
間
が
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
組
織
が
支
持
を
動
員
す
る
目
的
の
た
め
社
会
的
亀
裂
を
利
用
す
る
際
、
政
治

的
な
分
裂
が
創
り
出
す
社
会
的
亀
裂
が
地
域
的
、
宗
教
的
、
階
級
的
な
分
裂
と
符
合
す
る
な
ら
、
政
治
的
に
よ
り
重
要
に
な
る
。
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二
、
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
政
党
シ
ス
テ
ム

　

下
位
文
化
は
、
社
会
で
特
殊
な
集
団
あ
る
い
は
社
会
層
に
共
有
さ
れ
る
態
度
、
価
値
、
信
念
、
行
動
、
習
慣
の
集
ま
り
で
あ
り
、
個

人
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
ま
た
、
そ
れ
は
社
会
全
体
と
し
て
の
特
徴
を
持
つ
文
化
と
は
区
別
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
、
人
種
、
宗
教
、
言
語
、
地
域
、
社
会
階
級
、
世
代
、
職
業
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
と
い
っ
た
準
拠
集
団
の
文
化
で
あ
る
。
国

家
は
種
類
・
内
容
を
異
に
す
る
多
種
の
、
「
不
浸
透
性
」
の
集
団
ま
た
は
文
化
集
合
体
か
ら
成
立
す
る
。
そ
の
点
、
社
会
的
亀
裂
は
政

治
活
動
を
成
り
立
た
せ
る
社
会
構
造
の
基
底
的
な
部
分
を
明
示
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
は
国
家
よ
り
自
ら
の
共
同

社
会
に
愛
着
を
感
じ
る
が
ゆ
え
に
閉
鎖
的
な
個
々
の
文
化
的
多
元
社
会
に
お
い
て
自
ら
の
生
活
の
場
を
求
め
る
。

　

 

社
会
的
亀
裂
は
、
と
り
わ
け
投
票
行
動
と
の
関
連
に
お
い
て
、
ま
た
政
党
シ
ス
テ
ム
の
形
成
と
機
能
と
の
関
連
に
お
い
て
、
政
治

分
析
に
は
不
可
欠
な
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
少
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
固
定
的
な
属
性
に
基
づ
い
て
、
社
会
内
の
集
団
間
の
分
割
を

明
示
し
て
い
る
。
人
と
人
の
間
に
は
、
階
級
、
宗
教
、
言
語
、
人
種
、
性
と
い
う
人
々
を
区
別
す
る
分
割
線
に
そ
っ
て
人
と
人
、
集
団

と
集
団
、
共
同
体
と
共
同
体
を
分
け
隔
て
る
。
社
会
的
亀
裂
の
パ
タ
ー
ン
、
相
互
関
連
性
、
特
性
、
数
と
性
格
は
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の

競
争
政
治
の
戦
線
（battle line

）
を
形
成
し
、
そ
の
視
点
か
ら
政
治
シ
ス
テ
ム
の
安
定
・
機
能
に
影
響
し
て
く
る
。
社
会
に
お
い
て

脱
編
成
の
傾
向
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
種
の
パ
タ
ー
ン
は
依
然
、
社
会
構
造
に
は
決
定
的
に
作
用
す
る
［Janow

itz,1970

］
。

　

政
党
は
ひ
と
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
社
会
的
亀
裂
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
区
分
け
さ
れ
、
政
党
間
の
対
立
を
決
定
す
る
。
社
会
内
の
あ
る

種
の
亀
裂
パ
タ
ー
ン
が
構
成
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
政
治
生
活
は
よ
り
複
雑
な
様
相
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
別
の

社
会
的
亀
裂
が
支
配
的
と
な
っ
た
な
ら
、
そ
れ
ま
で
の
統
治
を
正
当
化
で
き
な
く
な
る
。
例
え
ば
、
人
種
や
宗
教
の
亀
裂
が
深
い
な

ら
、
階
級
亀
裂
よ
り
交
渉
や
妥
協
に
よ
っ
て
管
理
す
る
の
が
困
難
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
が
非
妥
協
的
な
要
求
を
生
み
出
す
傾

向
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
亀
裂
間
の
相
互
作
用
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
相
互
に
補
強
す
る
な
ら
、
そ
の
結
果
、
ひ
と
つ
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の
社
会
的
亀
裂
に
そ
っ
て
対
立
す
る
二
人
が
第
二
の
亀
裂
に
そ
っ
て
、
さ
ら
政
治
的
軋
轢
を
強
く
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

　

そ
れ
と
反
対
の
場
合
も
起
こ
り
う
る
。
人
々
が
「
交
叉
」
的
な
社
会
的
亀
裂
に
あ
れ
ば
、
強
い
軋
轢
を
回
避
で
き
る
。
争
点
が
言
語

で
あ
る
と
き
、
宗
教
争
点
で
の
敵
対
者
は
同
じ
立
場
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
自
ら
自
身
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
ベ
ル

ギ
ー
の
言
語
政
治
が
緊
張
を
引
き
起
こ
す
理
由
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
反
教
権
主
義
や
、
一
見
別
物
と
考
え
ら
れ
る
経
済
的
な
亀
裂
と
が
一

致
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
戦
後
で
は
、
階
級
亀
裂
は
信
仰
と
世
俗
の
亀
裂
に
対
応
し

て
い
な
い
。
旧
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
（
Ｄ
Ｃ
）
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
労
働
者
が
共
産
党
や
社
会
党
を
支
持
す
る
だ
ろ
う
が
、
信
仰
を

も
っ
て
多
く
の
労
働
者
票
を
獲
得
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
政
治
の
教
権
支
配
を
嫌
う
中
産
階
級
の
多
く
は
左
翼
的
な
政
党
へ
投
票
す

る
結
果
に
な
る
。

　

あ
る
社
会
の
亀
裂
数
は
多
党
シ
ス
テ
ム
と
関
係
す
る
。
そ
れ
は
安
定
し
た
一
党
政
権
を
生
み
出
し
に
く
い
状
況
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
の
緊
張
が
複
数
あ
り
、
多
党
に
よ
る
連
合
政
権
に
よ
る
統
治
に
な
り
や
す
い
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
パ
タ
ー

ン
が
社
会
的
亀
裂
間
の
展
開
で
存
在
す
る
な
ら
、
特
に
二
次
的
な
亀
裂
の
重
要
性
の
中
の
還
元
を
通
じ
て
、
お
そ
ら
く
複
雑
な
亀
裂

が
も
た
ら
す
対
立
も
政
治
シ
ス
テ
ム
を
か
え
っ
て
安
定
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
の
宗
教
的
な
亀
裂
か
ら
、
ひ
と
つ

の
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
政
党
、
二
つ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
政
党
が
存
在
し
た
。
一
九
八
〇
年
に
ひ
と
つ
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政

党
を
形
成
す
る
た
め
に
合
併
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
政
党
は
階
級
線
に
基
づ
い
て
整
理
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
凋
落
す
る
社
会
的
亀
裂
が
採

用
し
た
対
応
策
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
社
会
的
亀
裂
が
消
滅
せ
ず
に
現
社
会
内
に
お
い
て
適
応
し
よ
う
と
す
る
姿
を
表
現
し
て
い

る
。

　

社
会
的
亀
裂
は
無
自
覚
的
に
個
々
人
を
集
団
内
で
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
。
自
己
の
所
属
す
る
集
団
・
共
同
体
と

は
異
な
る
、
外
部
の
意
見
や
価
値
観
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
個
人
は
、
例
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
洗
礼
を
受
け
育
て
ら
れ
、
ひ
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と
つ
の
特
定
言
語
を
話
す
場
合
、
こ
れ
は
宗
教
的
亀
裂
に
よ
っ
て
分
裂
し
た
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
事
例
で
証
明
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
無

神
論
者
か
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
無
教
会
派
信
者
か
の
い
ず
れ
所
属
す
る
か
を
今
で
も
問
わ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
持
続
的
な
亀
裂
は
そ
の
起
源
に
お
い
て
歴
史
に
深
く
根
付
い
て
い
る
。
国
民
性
の
発
展
と
結
び
つ
き
、
次
の
歴
史
的
展
開

に
お
い
て
も
生
き
延
び
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
南
北
の
地
域
的
な
亀
裂
は
人
々
が
亀
裂
ご
と
に
影
響
さ
れ
る
生
活
が
あ
る
し
、
南

北
戦
争
（
一
八
六
一
─
六
五
年
）
以
前
に
起
源
が
あ
る
。

　　

三
、
社
会
的
亀
裂
の
機
能

　

Ｓ
・
Ｍ
・
リ
プ
セ
ッ
ト
と
ロ
ッ
カ
ン
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
な
下
位
文
化
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
場
合
、
国
民
形
成
史
の
各
段
階

に
お
い
て
、
国
民
を
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
に
分
類
す
る
社
会
的
亀
裂
を
基
準
に
形
成
さ
れ
る
［Lipset and Rokkan,1967

］
。
そ
の
下

位
文
化
は
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
国
民
革
命
以
前
の
前
産
業
社
会
の
段
階
で
は
、
中
心
と
周
辺
（
支
配
文
化
対
従
属
文
化
）
、

世
俗
文
化
と
聖
文
化
（
国
家
対
教
会
）
、
産
業
革
命
以
降
の
段
階
で
は
土
地
利
益
と
産
業
・
企
業
家
（
農
村
対
都
市
）
、
所
有
者
・
雇

用
者
と
小
作
人
・
労
働
者
（
資
本
対
労
働
）
と
い
っ
た
社
会
的
亀
裂
を
内
容
と
す
る
。
さ
ら
に
、
政
治
的
市
民
権
（
選
挙
権
）
を
獲
得

し
た
労
働
者
は
、
社
会
主
義
者
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
前
後
し
て
国
家
を
承
認
す
る
か
、
国
家
を
超
え
た
階
級
的
な
連
帯
を
求

め
る
か
で
分
裂
し
た
社
会
的
亀
裂
（
社
会
主
義
対
共
産
主
義
）
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
社
会
的
亀
裂
は
、
各
国
の
歴
史
的
発
展
条

件
に
お
い
て
、
そ
の
政
治
的
表
現
と
し
て
政
党
（
シ
ス
テ
ム
）
に
結
晶
化
す
る
。
今
日
ま
で
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
政
党
シ
ス
テ

ム
、
党
派
に
制
度
化
さ
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
。
実
際
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
文
化
（
宗
教
、
言
語
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
）
と

経
済
（
産
業
、
階
級
）
を
基
礎
と
し
て
き
た
（
図
表
４
）
。
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図表４：西側諸国の社会的亀裂状況と政党支持
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社
会
的
亀
裂
の
機
能
の
ひ
と
つ
は
分
裂
だ
け
で
な
く
、
各
自
の
相
互
作
用
に
も
あ
る
。
図
表
５
の

よ
う
に
百
人
か
ら
な
る
社
会
が
宗
教
と
階
級
と
い
う
二
つ
の
社
会
的
亀
裂
に
分
裂
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

下
位
文
化
を
構
成
す
る
と
仮
定
す
る
。
二
つ
の
状
況
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
あ
る
状
況

で
は
社
会
的
亀
裂
が
下
位
文
化
を
交
叉
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
亀
裂
を
相
互
補
強
す
る
（
図
表
５

で
は
Ａ
社
会
）
。
別
の
状
況
で
は
各
社
会
的
亀
裂
を
交
叉
せ
ず
、
二
つ
の
孤
立
し
た
下
位
文
化
を
構

造
化
す
る
（
図
表
５
で
は
Ｂ
社
会
）
。
社
会
は
社
会
的
亀
裂
の
相
互
作
用
の
有
無
に
基
づ
い
て
、
Ｂ

社
会
の
よ
う
な
一
国
内
に
お
い
て
ま
っ
た
く
異
質
な
二
つ
以
上
の
分
断
さ
れ
た
下
位
文
化
集
団
を
有

す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
（
例
、
ベ
ル
ギ
ー
の
二
つ
の
言
語
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
宗
教
対
立
）
。

そ
の
た
め
、
一
国
の
政
治
文
化
も
下
位
文
化
に
よ
っ
て
完
全
に
分
断
さ
れ
た
形
に
な
る
こ
と
も
あ

る
。

　

例
え
ば
ド
イ
ツ
第
二
帝
政
期
に
お
い
て
、
労
働
者
階
級
を
基
盤
と
す
る
社
会
主
義
文
化
の
亀
裂
は

「
公
認
の
ド
イ
ツ
文
化
」
の
浸
透
か
ら
労
働
者
を
防
衛
し
た
。
ま
た
、
少
数
派
の
カ
ト
リ
ッ
ク
下
位

文
化
は
多
数
派
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
文
化
に
対
抗
し
て
独
自
性
を
発
揮
し
よ
う
と
し
た
。
い
わ
ば

「
強
制
的
」
と
も
い
え
る
下
位
文
化
の
集
団
へ
の
忠
誠
は
、
そ
れ
へ
の
所
属
意
識
を
強
化
・
平
均
化

す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
は
カ
ト
リ
ッ
ク
系
学
校
で
学
び
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
新
聞
を
読
み
、
キ
リ
ス

ト
教
系
労
働
組
合
に
所
属
し
、
交
際
・
婚
姻
の
相
手
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
に
限
定
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク

志
向
の
政
党
に
投
票
す
る
。
こ
の
所
属
意
識
は
下
位
文
化
間
の
対
立
を
強
め
て
き
た
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
例
え
ば
、
戦
間
期
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
社
会
主
義
陣
営
と
カ
ト
リ
ッ
ク
陣
営
の
対
立
、
近

図表５：社会的亀裂と下位文化の状況

カトリック プロテスタント 計

上位階層 25 25 50

下位階層 25 25 50

計 50 50 100

カトリック プロテスタント 計

上位階層 0 50 50

下位階層 50 0 50

計 50 50 100

A 社会 B 社会
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年
で
は
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
政
治
的
立
場
、
レ
バ
ノ
ン
の
宗
教
内
紛
、
世
界
各
地
で
の
少
数
派
の
立
場
な
ど
に
見

受
け
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
下
位
文
化
の
自
立
性
が
一
国
全
体
の
統
合
を
阻
ん
で
ば
か
り
で
は
な
い
。
安
定
し
た
政
治
シ
ス
テ
ム
に
は
各
社
会
的
亀
裂

（
＝
各
社
会
集
団
）
を
政
党
シ
ス
テ
ム
、
利
益
集
団
、
行
政
構
造
と
い
っ
た
形
を
通
じ
て
政
治
過
程
の
中
で
う
ま
く
代
表
さ
せ
る
術
が

あ
る
。
例
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
社
会
全
体
が
下
位
文
化
を
代
表
す
る
四
つ
か
ら
五
つ
（
カ
ト
リ
ッ
ク
、
二
つ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、

社
会
主
義
、
自
由
主
義
）
の
下
位
文
化
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
」
間
の
異
質
性
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
各
エ
リ
ー
ト
の
協
調
、
協
力
が
安
定

し
た
政
治
に
貢
献
し
て
き
た
。
こ
の
多
極
共
存
型
民
主
主
義
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
小
国
で
は
日
常
的
に
見
ら
れ
た
政
治
形
態
で

あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ベ
ル
ギ
ー
の
よ
う
に
宗
教
と
階
級
の
分
裂
に
言
語
が
加
わ
っ
て
複
雑
な
統
合
形
態
に
な
っ
た
た
め
、
多
極
共
存
型
民
主

主
義
の
成
立
条
件
を
阻
害
す
る
国
も
あ
る
し
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
多
極
共
存
型
民
主
主
義
と
言
わ
れ
た
国
々
に
お
い
て
も
、
従
来

の
「
協
調
関
係
」
が
崩
壊
し
、
政
治
の
安
定
条
件
を
満
た
せ
な
く
な
り
、
こ
の
理
論
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
な
く
、
第
三
世
界
の
政
治
構

造
だ
け
の
説
明
し
か
通
用
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
批
判
も
あ
る
。

　

最
近
の
先
進
西
側
諸
国
を
考
え
る
場
合
、
従
来
の
下
位
文
化
に
代
わ
っ
て
、
新
た
な
下
位
文
化
（
例
：
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
再
生
、
人

種
問
題
、
第
三
世
界
か
ら
の
移
民
・
外
国
人
労
働
者
、
難
民
の
定
住
な
ど
）
の
出
現
は
、
多
極
共
存
型
民
主
主
義
理
論
を
再
度
採
用
す

る
環
境
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
多
極
共
存
型
民
主
主
義
は
、
一
九
八
九
年
冷
戦
終
了
以
降
、
世
界
各
国
の
地
域
・
宗
教
・

民
族
紛
争
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
「
民
族
問
題
」
へ
の
有
効
な
解
決
策
の
ひ
と
つ
の
参
考
に
も
な
り
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

各
国
で
は
長
期
に
わ
た
り
形
成
さ
れ
て
き
た
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
「
凍
結
」
状
態
が
そ
れ
を
代
表
と
す
る
政
党
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ

れ
た
人
々
の
投
票
行
動
に
影
響
し
続
け
て
き
た
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
、
こ
の
投
票
行
動
が
変
化
し
つ
つ
あ
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図表６：主要民主主義国の政党システム
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図表７：主要民主義国の政党数
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る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
的
亀
裂
構
造
が
変
容
し
、
新
た
な
社
会
的
亀
裂
の
出
現
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の

は
、
価
値
変
動
に
よ
る
「
物
質
主
義
（m

aterialism

）
」
と
「
脱
物
資
主
主
義
（post-m

aterialism

）
と
い
う
新
た
な
価
値
意
識
を

基
準
と
す
る
社
会
的
亀
裂
［
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
、
一
九
八
〇
年
］
、
あ
る
い
は
「
消
費
」
と
「
生
産
」
に
お
け
る
公
的
部
門
と
私
的
部

門
を
基
準
と
す
る
社
会
的
亀
裂
か
ら
、
人
々
の
投
票
行
動
を
説
明
す
る
理
論
な
ど
も
あ
る
。

　

社
会
に
断
片
化
し
た
文
化
が
あ
れ
ば
、
人
は
価
値
秩
序
へ
の
評
価
を
そ
の
下
位
文
化
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
。
下
位
文
化
は
政
治
文
化

の
部
分
的
な
形
態
を
取
り
な
が
ら
も
、
個
人
の
政
治
的
態
度
と
国
民
全
体
の
政
治
文
化
の
調
整
を
図
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な

社
会
構
造
は
各
国
の
投
票
者
編
成
と
政
党
シ
ス
テ
ム
と
が
密
接
に
関
係
す
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
図
表
６
、
7
参
照
）
。

　　

第
三
章　

社
会
経
済
的
変
化
と
三
段
階
モ
デ
ル

　

一
、
三
段
階
モ
デ
ル
の
概
要

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
自
由
民
主
主
義
は
安
定
的
に
推
移
し
て
き
た
。

　

図
表
８
の
モ
デ
ル
は
、
ま
ず
Ⅰ
の
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
い
た
、
比
較
的
固
定
し
た
投
票
行
動
を
下
敷
き
に
各
段
階
の
特
徴
を
さ
ら
に

追
加
し
た
も
の
で
あ
る
［Sm

ith,1990

］
。
「
中
核
的
モ
デ
ル
（core m

odel

）
」
は
図
の
Ⅰ
Ａ
に
該
当
す
る
。
こ
れ
は
分
極
化
し
た

社
会
集
団
が
一
貫
し
て
特
定
政
党
を
支
持
し
続
け
る
段
階
を
示
し
て
い
る
。
分
極
化
の
内
容
が
相
当
多
様
で
あ
る
と
し
て
も
、
各
社
会

集
団
と
各
政
党
と
の
提
携
関
係
が
一
致
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
動
員
が
見
ら
れ
、
投
票
行
動
を
安
定
さ
せ
る

が
、
政
党
シ
ス
テ
ム
が
断
片
化
し
た
、
か
つ
遠
心
的
な
状
態
、
言
い
換
え
れ
ば
分
極
化
し
た
状
態
の
固
定
状
態
を
表
し
て
い
る
。
Ⅰ
Ｂ

は
、
第
一
段
階
に
属
し
、
断
片
化
し
た
状
態
で
は
Ⅰ
Ａ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
あ
る
国
々
で
は
不
均
等
な
、
不
安
定
な
選
挙
動
員
に
基
づ
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い
た
投
票
行
動
に
よ
っ
て
政
治
シ
ス
テ
ム
も
不
安
定
に
な
る
場
合
が
存
在
す
る
（
例
、
ワ

イ
マ
ー
ル
・
ド
イ
ツ
、
戦
争
直
後
の
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
）
。

　

Ⅱ
の
段
階
の
場
合
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
政
治
、
経
済
、
社
会
が
安
定
し
た
状
態
を

表
し
て
い
る
。
戦
後
の
「
合
意
」
を
め
ぐ
っ
て
投
票
行
動
が
二
つ
の
政
治
勢
力
に
収
斂
す

る
状
況
が
あ
る
。
Ⅱ
の
段
階
は
、
Ｏ
・
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
包
括
政
党
論
が
時
代
の
象
徴

を
表
現
し
て
い
る
。
政
党
は
前
段
階
と
異
な
っ
て
求
心
的
方
向
を
目
指
す
の
で
、
政
党
シ

ス
テ
ム
は
（
同
時
に
政
治
シ
ス
テ
ム
も
）
安
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

Ⅲ
の
段
階
は
投
票
行
動
と
政
党
間
競
争
に
お
い
て
不
一
致
が
生
じ
る
か
、
あ
る
い
は
支

持
の
点
に
お
い
て
ズ
レ
る
傾
向
が
現
わ
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
投
票
行
動
は
変
化
し
や

す
く
な
る
、
と
同
時
に
政
党
シ
ス
テ
ム
で
は
断
片
化
す
る
現
象
は
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
政
治
シ
ス
テ
ム
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
。

　

最
近
、
多
様
な
変
動
の
徴
候
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
有
権
者
と
政
党
の
関

係
が
変
化
し
て
き
た
、
と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
徴
候
と
し
て
、
政
党
支
持
が
こ
れ
ま
で
安

定
、
固
定
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
非
常
に
流
動
（flux
）
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
有
権

者
の
政
党
へ
の
帰
属
意
識
が
弱
体
化
し
た
意
味
で
、
選
挙
の
脱
編
成
、
あ
る
い
は
根
本
的

な
再
編
成
が
み
ら
れ
る
［D

alton,Flanagan,1984;D
alton and Kuechler,1990

］
。
そ

の
流
動
化
が
一
時
的
現
象
で
な
い
な
ら
、
政
党
間
競
争
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
政
党
シ
ス
テ

ム
の
構
造
は
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図
表
７
参
照
）
。

図表８：選挙行動と政党間競争

不安定

安定

出典 :Smith,1990,263
政党間競争

遠心的求心的

Ⅲ

Ⅱ

ＩＢ

ＩＡ

投票行動
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先
進
西
側
諸
国
の
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
歴
史
発
展
を
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
考
え
て
お
き
た
い
。
図
表
８
の
Ⅰ
Ａ
・
Ⅰ
Ｂ
に
当
た

る
第
一
段
階
は
政
党
と
支
持
者
の
固
定
的
な
支
持
関
係
を
社
会
的
亀
裂
か
ら
定
式
化
し
た
「
凍
結
テ
ー
ゼ
（freezing these

）
」
が
有

効
と
言
わ
れ
、
一
九
二
〇
年
代
の
代
表
的
な
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
政
党
と
有
権
者
の
編
成
が
一
九
六
〇
年
代
ま
で
固
定
し
て
い
た
。

Ⅱ
に
当
た
る
第
二
段
階
は
一
九
五
〇
年
代
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で
政
治
シ
ス
テ
ム
の
求
心
的
傾
向
と
政
党
の

包
括
政
党
に
変
貌
し
よ
う
と
し
た
時
代
で
あ
る
。
Ⅲ
に
当
た
る
第
三
段
階
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
政
治
シ
ス
テ
ム
が
安
定
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
党
と
有
権
者
の
関
係
が
流
動
的
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
時
代
で
あ
る
。

　

第
一
段
階
の
内
容
は
、
次
の
段
階
に
な
っ
て
も
完
全
に
消
滅
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
全
段
階
的
に
時
系
列
的
な
判
断
か
ら
す
れ
ば
、

第
三
段
階
は
第
一
と
第
二
の
段
階
の
特
徴
を
受
け
継
い
で
、
さ
ら
に
そ
の
段
階
で
生
じ
た
特
質
を
追
加
し
混
合
し
た
展
開
が
あ
る
こ
と

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

三
つ
の
時
系
列
的
な
発
展
形
態
は
、
各
段
階
の
投
票
行
動
と
政
党
（
シ
ス
テ
ム
）
に
関
係
す
る
特
徴
か
ら
便
宜
上
、
区
分
さ
れ
る

が
、
そ
の
時
々
の
社
会
構
造
の
変
化
に
支
配
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
社
会
構
造
は
変
化
し
た
後
で
さ
え
、
有
権
者
と
政
党
は

そ
れ
以
前
の
段
階
か
ら
の
「
遺
産
」
の
影
響
を
受
け
る
。
現
在
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
構
造
を
理
解
し
た
い
な
ら
、
そ
の
時
々
の
変
動
の

要
素
だ
け
で
な
く
前
段
階
か
ら
の
持
続
性
・
継
続
性
の
要
素
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
過
去
の
影
響
が
次
の
段
階
に
も
残

存
し
て
お
り
、
そ
の
上
に
現
段
階
で
の
変
動
が
追
加
さ
れ
る
。
歴
史
的
な
展
開
は
選
挙
へ
の
対
応
の
性
格
に
影
響
す
る
し
、
現
在
の
政

党
シ
ス
テ
ム
の
構
造
化
に
も
影
響
し
続
け
て
い
る
（
図
表
６
参
照
）
。

　

政
党
間
競
争
の
一
般
的
パ
タ
ー
ン
は
、
三
段
階
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
行
動
の
基
本
的
な
特
徴
と
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
性
を
組
み
合
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
確
に
で
き
る
。
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二
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
基
本
構
造

　

一
九
四
五
年
以
後
、
先
進
西
側
諸
国
に
お
い
て
、
二
つ
の
共
通
す
る
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
は
経
済
変
動
ペ
ー
ス
（
持
続
的
経
済
成
長
）
に
よ
る
豊
か
さ
か
ら
社
会
構
造
に
劇
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
先
進
西
側
諸
国
の
同
質
化
の
傾
向
で
あ
る
。
各
国
民
国
家
の
個
別
的
な
性
格
は
、
先
進
国
に
共
通
す
る
変
動
の
た
め
に
、
衰

退
す
る
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
種
類
の
変
動
は
、
各
国
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
社
会
的
亀
裂
モ
デ
ル
に
重
大
な
影
響
を
与
え

た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ま
で
社
会
的
亀
裂
モ
デ
ル
は
二
〇
世
紀
の
前
半
、
各
国
政
治
を
包
括
的
に
説
明
し
て
き
た
［Lipset and 

Rokkan,1967;Lane and Erson,1987,39-93

］
。

　

現
在
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
の
構
造
化
は
、
一
七
世
紀
ご
ろ
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
、
い
わ
ゆ
る
国
家
建
設
・
国
民
形
成
の
時
代

か
ら
の
大
衆
の
政
治
参
加
の
時
期
に
か
け
て
、
様
々
に
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
諸
要
素
に
起
源
が
あ
る
。
個
々
の
国
家
の
特
徴
は
、
現
時

点
ま
で
に
形
成
さ
れ
て
き
た
そ
の
政
党
シ
ス
テ
ム
を
見
れ
ば
、
そ
れ
で
各
国
の
政
治
形
態
を
説
明
で
き
る
。

　

国
民
一
人
ひ
と
り
は
選
挙
権
拡
大
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
「
第
一
次
動
員
（prim

ary m
obilization

）
」
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
社

会
的
亀
裂
に
そ
っ
て
下
位
社
会
を
区
画
化
さ
れ
、
そ
の
部
分
社
会
の
中
で
生
活
し
て
き
た
。
政
党
は
、
ひ
と
つ
ま
た
は
別
の
、
あ
る
い

は
複
数
の
社
会
的
分
裂
、
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
紛
争
を
結
晶
化
し
た
形
で
結
成
さ
れ
て
き
た
。
経
済
争
点
と
社
会
階
級
か
ら
生
じ
る
相

違
に
関
す
る
亀
裂
は
通
常
、
重
要
だ
が
、
国
民
形
成
初
期
段
階
の
「
中
心
と
周
辺
（
支
配
エ
リ
ー
ト
対
被
支
配
エ
リ
ー
ト
）
」
、
「
農

村
と
都
市
（
第
一
次
産
業
対
第
二
次
産
業
）
」
、
「
宗
教
対
立
（
教
会
と
国
家
）
」
な
ど
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
過
去
に
複
雑
な

社
会
的
亀
裂
を
生
じ
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
現
在
に
も
そ
の
影
響
力
は
持
続
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
個
々
の
国
家
は
、
独
自
の
国
家

建
設
・
国
民
形
成
に
応
じ
て
出
現
し
た
、
多
様
な
社
会
的
亀
裂
に
依
拠
し
な
が
ら
、
複
数
の
政
党
を
政
治
舞
台
に
配
置
さ
せ
て
き
た

［
古
田
、
二
〇
〇
八
年
］
。
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多
様
な
要
因
と
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
国
家
建
設
・
国
民
形
成
が
ど
の
条
件
で
ど
の
よ
う
な
形
で
達
成
し
て
き
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
産
業
化
・
都
市
化
の
ペ
ー
ス
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
選
挙
権
拡
大
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ど
う
で
あ
っ
た

か
。
そ
の
よ
う
な
事
情
に
お
い
て
、
多
種
多
様
な
社
会
的
亀
裂
は
生
ま
れ
る
。
だ
か
ら
、
想
定
さ
れ
る
社
会
的
亀
裂
す
べ
て
が
顕
在
化

す
る
と
、
政
党
数
は
非
常
に
多
く
な
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
情
に
応
じ
た
国
家
建
設
・
国
民
形
成
の
政
党
数
や
政
党
シ
ス
テ

ム
の
性
格
の
あ
り
方
を
多
様
に
し
て
き
た
。
現
時
点
の
各
国
家
の
政
治
的
性
格
は
、
各
国
特
有
の
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
い
て
成
立
し
た

政
党
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
注
目
す
べ
き
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
党
シ
ス
テ
ム
に
は
強
い
類
似
性
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
特
に
、
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
的
な
政
党
家
系
（party fam

ily

）
」
を
代
表
す
る
政
党
で
は
共
通
す
る
。
例
え
ば
、
保

守
主
義
政
党
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
、
自
由
主
義
政
党
、
社
会
民
主
主
義
政
党
、
共
産
主
義
政
党
が
ど
の
国
家
に
も
存
在
す
る

［Beym
e,1984

］
。
社
会
的
亀
裂
は
特
定
の
社
会
集
団
か
ら
投
票
と
忠
誠
を
カ
プ
セ
ル
化
す
る
こ
と
で
確
保
で
き
た
。
高
レ
ベ
ル
の

政
党
へ
の
一
体
感
（party identification
）
を
維
持
で
き
た
。
そ
の
忠
誠
心
は
世
代
間
に
伝
達
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の

政
党
（
シ
ス
テ
ム
）
を
考
え
る
際
に
は
、
リ
プ
セ
ッ
ト
と
ロ
ッ
カ
ン
が
定
式
化
し
た
、
歴
史
的
な
社
会
的
亀
裂
だ
け
が
存
続
す
る
と
だ

け
考
え
る
の
は
限
界
あ
る
説
明
で
し
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
モ
デ
ル
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
モ
デ
ル
に

も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
（
図
表
４
参
照
）
。

　

か
つ
て
リ
プ
セ
ッ
ト
と
ロ
ッ
カ
ン
は
、
社
会
的
亀
裂
と
政
党
の
密
接
な
関
係
を
「
一
九
六
〇
年
代
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
若
干
の
重

要
な
例
外
を
別
に
す
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
の
社
会
的
亀
裂
を
反
映
し
て
い
る
」
［Lipset and Rokkan, 1967:50

］
、
と
論
じ
た

こ
と
が
あ
る
。
確
か
に
二
人
の
結
論
は
説
得
力
が
あ
る
が
、
社
会
的
亀
裂
と
政
党
の
関
係
を
説
明
す
る
こ
と
を
一
九
六
〇
年
代
で
終
わ

ら
せ
て
よ
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
間
と
社
会
構
造
と
の
関
係
は
現
在
も
続
行
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
社

会
的
亀
裂
に
基
づ
く
編
成
と
は
対
照
的
な
姿
が
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
ま
で
に
登
場
す
る
。
そ
れ
が
包
括
政
党
化
現
象
で
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あ
る
。

　　

三
、
適
応
と
求
心
的
な
競
争

　

図
表
８
の
第
一
段
階
で
は
、
政
党
と
支
持
者
の
関
係
は
社
会
的
亀
裂
が
「
凍
結
化
（freezing

）
」
し
、
リ
プ
セ
ッ
ト
と
ロ
ッ
カ
ン

の
命
題
［Lipset and Rokkan,1967

］
が
説
得
力
の
あ
る
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
亀
裂
に
基
づ
く
下
位
社
会
が
他
の
そ
れ
と
は

隔
絶
で
き
て
い
た
。
だ
か
ら
戦
争
直
後
で
は
、
Ｇ
・
サ
ル
ト
ー
リ
の
「
分
極
的
多
元
主
義
（polarized pluralism

）
」
の
状
況
が
実

際
に
観
察
で
き
た
［
サ
ル
ト
ー
リ
、
二
〇
〇
九
年
］
。

　

純
粋
な
社
会
的
亀
裂
モ
デ
ル
の
示
唆
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
有
権
者
は
あ
る
社
会
集
団
と
自
己
、
そ
れ
に
自
己
の
利
益
と
の
一
体

感
が
あ
り
、
そ
の
所
属
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
あ
る
特
定
政
党
に
政
治
的
忠
誠
心
を
抱
く
こ
と
で
あ
る
。
社
会
的
亀
裂
は
あ
る
集
団
利

益
を
他
の
集
団
利
益
と
区
別
す
る
。
そ
こ
に
は
集
団
メ
ン
バ
ー
か
ら
特
定
政
党
の
支
持
を
逸
脱
さ
せ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か

し
現
実
に
は
、
変
動
の
潜
在
能
力
は
表
面
化
し
て
き
て
い
る
。
社
会
構
造
の
変
容
に
と
も
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
的
亀
裂
に
基
づ

く
支
持
は
減
少
し
始
め
て
き
た
。

　

で
は
、
そ
の
焦
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
で
あ
る
。
二
つ
の
見
方
が
あ
る
。
第
一
は
投
票
行
動
で
さ
ら
な
る
流
動
性
（fluiolity

）

が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
政
党
や
集
団
が
主
導
権
を
持
て
ず
、
有
権
者
の
意
思
決
定
は
別
の
刺
激
か
ら
生
じ
て
い
る
。

第
二
は
政
党
自
身
が
そ
れ
ま
で
の
政
党
と
支
持
の
関
係
を
希
薄
化
し
、
新
た
な
第
一
次
的
な
動
員
者
（prim

e m
over

）
と
な
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
新
た
な
戦
略
を
様
式
化
し
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
あ
る
。
有
権
者
が
政
党
か
ら
の
「
拘
束
」
を
離
れ
て
「
自
主
的
」
に

行
動
す
る
か
ど
う
か
、
ま
た
政
党
が
有
権
者
の
投
票
に
決
定
的
な
存
在
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
こ
と
に
応
じ

て
有
権
者
は
支
持
を
変
更
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
有
権
者
が
あ
る
政
党
を
自
己
に
と
っ
て
不
適
当
な
存
在
と
見
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な
す
よ
う
に
な
る
な
ら
、
政
党
が
支
持
者
を
離
反
さ
せ
た
く
な
け
れ
ば
、
自
ら
の
立
場
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
政

治
市
場
に
生
き
残
れ
る
か
否
か
の
極
め
て
重
大
な
場
面
を
迎
え
る
。

　

政
党
は
古
い
敵
対
関
係
の
伝
統
を
引
き
ず
る
か
ぎ
り
、
ほ
と
ん
ど
立
場
を
変
え
よ
う
と
し
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
、
政
党
が
有
権
者

に
対
し
て
主
導
権
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
説
明
で
は
社
会
構
造
の
変
化
が
無
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
変
化
は
有
権
者

に
影
響
す
る
。
つ
ま
り
、
有
権
者
の
意
向
が
変
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
政
党
は
変
動
す
る
社
会
・
経
済
・
文
化
的
な
環
境
に
順
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
第
二
段
階
へ
向
け
た
前
提
条
件
と
な
る
。

　

第
二
段
階
の
開
始
は
一
九
五
〇
年
以
降
の
時
期
に
あ
た
る
。
経
済
再
建
・
回
復
か
ら
安
定
し
た
経
済
成
長
の
時
期
と
結
び
つ
い
て
い

る
。
戦
前
の
社
会
に
お
け
る
紛
争
・
対
立
は
、
戦
争
が
も
た
ら
し
た
転
換
・
非
連
続
・
断
絶
と
と
も
に
、
社
会
変
動
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
さ
せ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
よ
る
独
裁
を
経
験
し
た
国
々
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
的
分
裂
の
多
く
の
原
因

を
一
掃
し
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
全
体
主
義
の
衝
撃
に
よ
っ
て
社
会
の
「
近
代
化
」
を
促
進
し
た

［
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
、
二
〇
〇
二
年
］
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
戦
争
、
経
済
再
建
、
戦
後
の
豊
か
さ
は
、
先
進
西
側
諸
国
の
社
会
構
造
の
変

化
に
は
さ
ら
に
大
き
な
、
そ
れ
も
急
激
な
効
果
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
Ｏ
・
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
社
会
分
析
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。
彼
は
、
政
党
シ
ス

テ
ム
の
変
動
に
関
し
て
の
内
在
的
な
原
因
を
追
究
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
先
進
西
側
各
国
が
展
開
す
る
で
あ
ろ
う
シ
ナ
リ
オ
も

提
示
し
よ
う
と
し
た
［Kirchheim

er,1966

］
。

　　

四
、
第
二
段
階
の
特
徴
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
の
求
心
的
傾
向

　

キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
社
会
が
収
斂
す
る
傾
向
に
変
化
す
る
に
つ
れ
て
そ
の
影
響
を
受
け
て
、
政
党
は
強
く
求
心
的
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競
争
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
社
会
構
造
の
変
化
は
西
側
諸
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
が
そ
れ
に
従
っ
て
類
似
し
た
変
化
の
起

因
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
的
対
立
の
鈍
化
は
政
治
的
分
極
化
の
低
下
と
同
一
歩
調
で
進
展
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
政
治
シ
ス

テ
ム
の
安
定
と
求
心
的
傾
向
を
強
め
る
。
新
し
い
社
会
的
な
現
実
へ
の
政
党
の
適
応
は
、
政
党
に
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

劇
的
な
修
正
を
要
す
る
。
つ
ま
り
、
政
党
は
ほ
と
ん
ど
分
極
化
・
分
節
化
さ
れ
な
い
社
会
へ
の
適
合
を
求
め
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
そ
れ

ら
を
横
断
で
き
る
「
非
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
政
治
」
（
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉
」
）
の
形
態
を
強
い
ら
れ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
政
治
シ
ス
テ
ム
内
の
求
心
的
競
争
は
合
意
事
項
と
な
っ
て
い
る
。
各
政
党
は
類
似
し
た
条
件
で
競
争
し
、
潜

在
的
な
支
持
の
点
で
は
重
な
り
合
う
部
分
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
伝
統
的
な
政
党
は
そ
の
現
実
に
適
応
で
き
ず
凋
落

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
党
が
下
位
社
会
（
社
会
的
亀
裂
）
の
境
界
を
交
叉
す
る
よ
う
な
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
社
会
的
状
況
の
変
化
は
、
新
し
い
政
党
タ
イ
プ
を
生
み
出
す

場
面
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
「
求
心
的
な
競
争
現
象
」
と
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
党
を
現
在
の
状
況
に
見
合
う

帰
結
を
予
測
し
た
の
で
あ
る
。
「
包
括
政
党
（catch-all party, Volkspartei

）
」
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
政
党
は
古
い
社
会
的
亀
裂

を
横
断
し
、
そ
れ
を
超
越
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。
つ
ま
り
、
全
有
権
者
か
ら
支
持
を
獲
得
す
る
立
場
に
な
る
こ
と
で
あ

る
。
他
の
政
党
は
自
ら
の
基
盤
を
浸
食
さ
れ
、
そ
の
た
め
「
永
遠
の
野
党
」
に
な
る
の
で
、
包
括
政
党
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
を
追
い
求
め

な
け
れ
ば
選
挙
市
場
に
お
い
て
生
き
残
こ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
［Krippendorf,1962

］
。

　

あ
る
政
党
シ
ス
テ
ム
で
は
、
広
い
支
持
基
盤
を
持
つ
、
二
つ
か
三
つ
の
政
党
の
み
が
存
続
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー

は
お
そ
ら
く
二
党
シ
ス
テ
ム
を
想
定
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
政
党
が
多
数
の
支
持
を
獲
得
す
る
。
そ
う
す
る

と
、
政
党
は
現
実
主
義
的
な
対
応
を
志
向
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
求
心
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
不
可
避
な
ら
ば
、
彼
が
悲
観
的

に
予
測
し
た
最
終
結
論
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
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だ
が
、
現
実
は
そ
う
簡
単
に
は
こ
と
を
運
ば
せ
な
か
っ
た
。
先
進
西
側
諸
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
こ
の
予
測

通
り
で
も
あ
り
、
反
対
に
そ
う
で
な
い
こ
と
も
証
明
も
し
た
。
包
括
政
党
タ
イ
プ
は
確
か
に
成
立
し
た
と
は
い
え
、
決
し
て
他
の
政
党

を
一
掃
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
ま
た
政
党
数
の
減
少
の
徴
候
は
顕
著
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
［W

olinetz,1979,1988

］
。

　

大
政
党
は
明
確
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
固
執
す
る
中
小
の
政
党
と
同
様
に
「
弱
点
」
を
抱
え
て
い
る
。
た
だ
、
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
の

テ
ー
マ
を
「
事
実
と
異
な
る
」
と
簡
単
に
否
定
も
で
き
な
い
。
政
党
間
競
争
の
求
心
的
性
格
、
そ
れ
と
政
党
シ
ス
テ
ム
の
予
測
さ
れ
る

変
容
結
果
と
の
間
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
ズ
レ
に
は
基
本
的
な
区
分
け
を
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ

ま
り
、
現
実
に
は
完
全
な
一
致
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
配
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
社
会
変
動
が
引
き
起
こ
す
政
党
間
競
争
に
課
さ

れ
た
「
求
心
的
な
傾
向
へ
の
束
縛
」
は
、
重
要
な
影
響
の
ひ
と
つ
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
影
響
が
操
作
的
で
あ
る
こ
と
は
予

想
さ
れ
る
。
他
方
、
社
会
的
亀
裂
の
構
造
化
は
先
進
西
側
諸
国
の
政
治
を
考
え
る
場
合
、
決
し
て
消
去
さ
れ
な
い
刻
印
を
残
し
て
い

る
。
た
だ
次
の
第
三
段
階
に
は
、
第
一
、
二
段
階
の
現
実
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
ま
た
新
た
な
変
化
が
既
成
政
党
に
影
響
を
与
え
る
変

数
に
な
り
う
る
。
求
心
的
競
争
が
実
現
化
さ
れ
る
前
に
、
言
い
換
え
れ
ば
所
与
の
条
件
と
し
て
、
第
三
段
階
で
生
じ
た
効
果
が
重
な
る

こ
と
は
容
易
に
予
想
で
き
る
。

　

第
二
段
階
に
は
、
政
党
間
競
争
は
分
極
的
傾
向
で
あ
る
よ
り
、
む
し
ろ
求
心
的
な
そ
れ
に
な
っ
て
い
る
。
先
進
西
側
諸
国
の
戦
後
状

況
は
戦
前
の
そ
れ
と
異
な
り
、
国
民
国
家
を
め
ぐ
る
危
機
に
よ
っ
て
自
由
民
主
主
義
が
否
定
さ
れ
、
国
家
が
破
綻
す
る
よ
う
な
大
混
乱

を
想
定
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
政
党
の
立
場
は
、
一
般
的
な
見
地
か
ら
求
心
的
な
方
向
性
が
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
現

実
的
に
は
ま
だ
政
党
は
社
会
の
限
定
的
な
部
分
的
な
利
益
に
こ
だ
わ
る
点
で
は
「
分
極
化
」
し
た
コ
ー
ス
も
歩
ん
で
い
る
。

　

政
党
の
包
括
政
党
化
は
、
新
た
な
支
持
者
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
政
党
の
中
核

と
な
る
「
顧
客
（client

）
」
か
ら
の
支
持
を
失
う
こ
と
を
恐
れ
る
意
識
が
作
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
政
治
シ
ス
テ
ム
内
で
の
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政
党
間
競
争
を
一
般
的
傾
向
か
ら
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
あ
る
特
定
国
家
だ
け
を
想
定
し
て
も
、
そ
の
政
党
シ
ス
テ
ム

に
は
時
々
の
多
様
な
指
標
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
政
党
綱
領
は
特
定
の
方
針
を
語
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
政
党
の
行

動
は
、
政
局
ご
と
の
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
連
合
政
権
で
の
駆
け
引
き
、
野
党
の
立
場
な
ど
で
は
原
則
論
だ
け
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

で
は
反
対
に
、
極
端
な
政
党
（
シ
ス
テ
ム
）
の
将
来
像
を
検
証
し
て
お
こ
う
。
政
党
シ
ス
テ
ム
が
分
極
化
す
る
場
合
で
あ
る
。
ま

ず
、
極
左
政
党
と
極
右
政
党
の
存
在
が
現
在
で
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
か
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

先
進
西
側
諸
国
の
共
産
主
義
政
党
は
戦
後
、
長
期
的
な
凋
落
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
は
戦
前
か
ら
戦
後
初
期
に
お
け
る
極
左
勢
力
が
分

極
的
な
代
表
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
と
対
照
的
な
立
場
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
全
体
の
求
心
化
に
と
も
な
っ
て
、
共
産
主
義
政
党
が

穏
健
な
姿
勢
に
転
じ
ざ
る
を
え
な
い
事
情
が
あ
る
。
自
ら
の
政
治
的
位
置
を
中
央
に
移
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
共
産

党
は
「
社
会
民
主
主
義
化
」
し
て
い
る
。

　

極
右
政
党
の
事
情
で
は
、
確
か
に
戦
前
タ
イ
プ
の
政
党
は
戦
後
も
存
在
す
る
と
は
い
え
、
そ
れ
が
派
手
な
行
動
と
比
べ
て
成
功
し
た

場
合
は
ま
れ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
戦
線
（Front N

ational

）
や
イ
タ
リ
ア
の
社
会
運
動
（M

SI

）
な
ど
は
自
ら
に

近
い
右
翼
政
党
に
刺
激
を
与
え
る
効
果
を
持
つ
と
は
い
え
、
政
党
シ
ス
テ
ム
を
大
幅
に
分
極
化
さ
せ
た
と
は
言
え
そ
う
に
な
い
。

　

サ
ル
ト
ー
リ
が
説
明
し
た
「
分
極
的
多
元
主
義
（polarized pluralism

 

）
」
は
過
去
の
事
例
に
す
ぎ
な
い
存
在
と
な
っ
た
し
、
戦

後
の
先
進
西
側
諸
国
で
は
、
そ
れ
は
ほ
ぼ
不
在
と
述
べ
て
も
よ
く
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
ネ
オ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム

現
象
は
考
慮
の
対
象
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
性
格
と
、
そ
の
中
で
の
政
党
の
あ
り
方
は
基
本
的
に
求
心

的
傾
向
を
否
定
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
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五
、
包
括
政
党
化
現
象

　

戦
前
ド
イ
ツ
の
社
民
党
系
の
立
場
に
あ
っ
た
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
、
一
九
三
三
年
に
ナ
チ
ス
に
追
わ
れ
て
渡
米
し
、
ア
メ
リ
カ
で
同

国
の
政
党
を
研
究
し
、
こ
の
経
験
か
ら
戦
後
に
包
括
政
党
論
を
展
開
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
Ｍ
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
（
一
九
七
〇

年
）
は
幹
部
政
党
（Parti de Cadre

）
と
大
衆
政
党
（Parti de M

asse

）
に
分
類
し
た
が
、
こ
れ
に
続
く
第
三
の
類
型
と
し
て
包
括

政
党
が
一
九
七
〇
年
代
に
登
場
し
た
。
同
時
期
に
Ｌ
・
Ｄ
・
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
［Epstein,1980

］
は
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
も
ア
メ

リ
カ
型
の
タ
イ
プ
と
な
る
こ
と
を
予
測
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
・
シ
ャ
ル
ロ
は
『
保
守
支
配
の
構
造
』
［
一
九
七
三
年
］
に
お
い
て
、
政
党

タ
イ
プ
を
名
望
家
政
党
（parti de notable

）
、
活
動
家
政
党
（parti de m

ilitant

）
、
そ
れ
に
加
え
て
第
三
タ
イ
プ
と
し
て
選
挙
民

政
党
（parti de delecteur
）
を
提
示
し
た
。
四
者
の
包
括
政
党
論
の
背
景
に
は
、
経
済
成
長
、
労
働
者
階
級
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
、
新

中
間
層
の
増
大
が
あ
り
、
そ
の
点
で
は
類
似
し
て
い
る
。

　

キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
包
括
政
党
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
①
政
党
の
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
現
象
、
②
政
党
の
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
の
党
内
で
の
立
場
の
強
化
、
③
個
々
の
党
員
の
存
在
理
由
の
希
薄
化
、
④
特
定
階
層
と
の
結
合
解
消
、
⑤
種
々
の
圧
力
団
体
と
の

関
係
を
維
持
。
こ
れ
ら
の
考
え
方
は
選
挙
に
お
け
る
得
票
を
最
大
化
す
る
。
そ
の
結
果
、
政
党
は
包
括
政
党
化
す
る
。

　

①
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化　

キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
が
一
九
六
六
年
に
論
文
を
発
表
し
た
と
き
、
当
時
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
が
盛
ん
に
述
べ

ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。
現
実
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
一
九
五
九
年
に
西
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
放
棄
し
た
バ
ー

ト
・
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
綱
領
を
発
表
、
中
間
層
へ
の
接
近
を
実
施
し
た
。

　

②
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
強
化
・
党
員
の
存
在
の
希
薄
化　

ロ
ー
マ
ー
［Lohm

ar,1963

］
は
ミ
ヘ
ル
ス
の
議
論
を
引
用
し
な
が
ら

党
内
民
主
主
義
の
危
機
を
取
り
上
げ
、
現
代
型
の
寡
頭
制
化
を
説
明
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
現
代
の
政
党
は
選
挙
に
勝
利
す
る
こ
と

を
最
優
先
し
、
そ
の
た
め
に
党
首
の
イ
メ
ー
ジ
を
有
権
者
に
売
り
込
も
う
と
す
る
姿
勢
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
党
を
中
心
に
ジ
ャ
ー
ナ
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リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
宣
伝
を
必
要
と
す
る
が
、
同
時
に
個
々
の
党
員
の
存
在
意
義
が
低
く
な
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
当
時
の
党
首
ア
デ
ナ

ウ
ア
ー
や
ブ
ラ
ン
ト
を
党
の
看
板
に
人
民
民
主
主
義
の
成
立
が
あ
り
う
る
。
宰
相
民
主
主
義
（Kanzlerdem

okratie

）
論
が
そ
れ
で

あ
る
。
た
だ
、
当
時
の
党
内
民
主
主
義
論
争
は
西
ド
イ
ツ
の
み
、
そ
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
と
社
民
党
だ
け
の
現
象
で
あ
る
点
も

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

③
②
と
の
関
連
で
固
定
し
た
党
員
、
と
く
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
固
執
す
る
党
活
動
家
を
必
要
と
せ
ず
、
有
権
者
全
体
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
党
や
党
首
に
よ
る
組
織
運
営
が
必
要
と
な
る
。

　

④
特
定
階
層
と
関
係
を
解
消　

例
え
ば
ド
イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
も
社
会
民
主
党
も
新
中
間
層
の
獲
得
を
す
る
た
め
に
有
権

者
全
体
、
つ
ま
り
、
有
権
者
す
べ
て
（catch-all

）
に
対
し
て
訴
え
か
け
る
。
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
だ
け
で
な

く
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
に
も
拡
大
し
、
本
来
の
自
党
名
「
キ
リ
ス
ト
教
（christlich

）
」
に
合
わ
し
た
い
。

　

⑤
多
様
な
圧
力
団
体
と
の
友
好
関
係　

キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
が
種
々
の
圧
力
団
体
と
の
友
好
関
係
を
維
持
し
よ

う
と
す
る
実
態
を
見
聞
き
し
、
そ
れ
を
包
括
政
党
論
に
反
映
さ
せ
た
。
当
時
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
党
は
す
べ
て
の
圧
力
団
体
と
の
関

係
を
採
用
し
な
か
っ
た
。

　

エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
自
著
の
一
九
八
一
年
再
版
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
も
幹
部
政
党
が
存
在
す
る
が
、
大
衆
政
党
化
し
た
と
見

解
を
変
更
し
、
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
を
批
判
し
た
。
Ａ
・
ウ
ィ
ル
ダ
ウ
ス
キ
ィ
も
、
歴
史
を
一
方
だ
け
を
見
な
け
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
型
の

政
党
を
容
認
で
き
る
は
ず
で
あ
る
、
と
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
を
批
判
し
た
［W

ildaw
sky,1983

］
。
ア
メ
リ
カ
型
の
政
党
が
そ
れ
な
り

に
存
在
理
由
が
あ
る
。
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
幹
部
政
党
が
「
左
翼
か
ら
の
感
染
」
に
よ
っ
て
大
衆
政
党
化
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、

「
右
翼
か
ら
の
感
染
」
も
生
じ
る
と
し
、
左
翼
政
党
も
幹
部
政
党
を
真
似
る
結
果
と
な
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
例
え
ば
、
第
一
に
選
挙

運
動
の
マ
ス
コ
ミ
の
利
用
で
あ
る
。
大
統
領
選
挙
で
は
、
そ
れ
は
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、
政
党
の
組
織
は
不
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
第
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二
に
党
財
政
に
関
し
て
、
大
衆
政
党
は
党
員
か
ら
の
党
費
に
依
存
し
、
当
然
、
党
員
拡
大
が
党
財
政
の
安
定
に
つ
な
が
る
。
し
か
し
、

左
翼
政
党
は
党
費
に
依
存
し
な
く
て
も
、
国
家
か
ら
の
政
党
助
成
金
、
労
働
組
合
や
企
業
か
ら
の
寄
付
・
献
金
、
党
機
関
紙
な
ど
に
よ

る
収
入
の
確
保
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
大
衆
政
党
は
党
財
政
の
観
点
か
ら
考
え
て
、
大
衆
を
必
要
と
し
な
い
。
先
進
西
側
諸
国
の
政

党
は
ア
メ
リ
カ
の
政
党
が
行
っ
て
き
た
こ
と
を
追
随
し
始
め
た
の
で
は
な
い
か
。
エ
プ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
党
が
世
界
の

モ
デ
ル
に
な
る
と
結
論
づ
け
た
。

　

シ
ャ
ル
ロ
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
派
の
成
立
か
ら
、
名
望
家
層
を
当
て
に
せ
ず
に
ド
・
ゴ
ー
ル
の
カ
リ
ス
マ
的
魅
力
で
有
権
者
を
獲
得
す

る
手
法
を
政
党
が
身
に
付
け
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
従
来
、
幹
部
政
党
か
大
衆
政
党
か
の
区
別
を
し
た
が
、
も
う
ひ

と
つ
別
の
選
挙
民
政
党
（parti d’electeur

）
の
存
在
が
あ
る
。

　

（
西
）
ド
イ
ツ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
も
社
民
党
も
包
括
政
党
（Volkspartei

）
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
批
判
も
あ
る
。
西
ド
イ
ツ
で
は
、
包
括
政
党
を
国
民
政
党
（Allerw

eltspartei,Volkspartei

）
と
通
常
は
呼
称

す
る
。
こ
れ
は
階
級
政
党
（Klassenpartei
）
に
対
す
る
概
念
で
あ
る
。
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
は
社
会
構
造
の
発
展
史
の
ひ
と
つ
の
発
想

か
ら
包
括
政
党
を
歴
史
的
必
然
と
見
な
し
た
。

　

一
九
六
九
年
当
時
、
包
括
政
党
論
の
特
質
で
あ
る
党
員
の
意
味
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
も
社

民
党
も
党
員
が
増
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
社
会
党
は
党
員
数
が
増
加
し
、
さ
ら
に
再
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
キ
ル
ヒ
ハ
イ
マ
ー
が
説
明
し
た
党
員
（
数
）
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
低
下
と
い
う
予
測
と
は
逆
の
結
果
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
社
民
党
の
左
派
部
分
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
の
右
派
部
分
の
強
化
で
あ
る
。

　

Ｈ
・
ラ
シ
ュ
ケ
と
Ｈ
・
カ
ー
ス
テ
は
、
包
括
政
党
で
あ
る
こ
と
と
本
来
の
基
盤
と
し
た
階
層
と
の
矛
盾
が
ま
す
ま
す
明
確
に
な
る
と

指
摘
す
る
［Raschke und Kaste,1977

］
。
と
い
う
こ
と
は
、
包
括
政
党
成
立
以
前
に
立
ち
戻
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
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う
か
。
一
九
八
〇
年
の
選
挙
で
社
民
党
内
の
労
働
者
が
幹
部
を
批
判
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
新
中
間
層
が
社
民
党
か
ら
離
脱
す
る
様
相

が
加
わ
っ
た
。
こ
の
現
象
は
新
し
い
社
会
運
動
を
出
現
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
緑
の
党
の
登
場
で
あ
る
。

　

政
党
が
包
括
政
党
化
す
れ
ば
、
政
党
数
は
二
つ
に
な
り
う
る
は
ず
だ
が
、
包
括
政
党
や
国
民
政
党
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
た
途
端

に
、
現
実
に
は
政
党
の
断
片
化
（fragm

entation

）
が
生
じ
て
い
る
。
本
来
の
支
持
基
盤
の
階
層
と
包
括
政
党
の
間
の
矛
盾
が
、

（
西
）
ド
イ
ツ
の
緑
の
党
で
あ
っ
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
社
会
民
主
党
の
成
立
で
あ
る
し
、
大
政
党
の
得
票
率
の
低
下
も
包
括
政
党
論

の
限
界
を
物
語
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　　

第
四
章　

脱
集
中
化
と
拡
散
化　

　

一
、
第
三
段
階
の
概
要

　

第
二
段
階
に
お
い
て
、
求
心
的
な
政
党
間
競
争
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て
の
第
三
段
階
の
傾
向
は
、
政
党
シ
ス
テ

ム
の
「
脱
集
中
化
」
や
有
権
者
の
投
票
行
動
が
「
拡
散
化
」
の
増
大
を
示
し
て
い
る
。
第
二
段
階
の
特
徴
と
矛
盾
し
そ
う
だ
が
、
こ
れ

ら
の
傾
向
は
求
心
的
な
政
党
間
競
争
に
反
す
る
わ
け
で
な
い
。
そ
の
効
果
は
は
っ
き
り
し
た
パ
タ
ー
ン
を
出
現
さ
せ
ず
、
「
脱
集
中

化
」
と
「
拡
散
化
」
は
不
均
衡
な
形
態
を
と
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
末
ま
で
の
多
く
の
有
権
者
は
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
い
て
特
定
政
党
を
支
持
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
選
挙
変
動
の
範

囲
は
限
定
さ
れ
た
も
の
と
見
な
せ
た
。
た
だ
、
一
九
六
〇
年
代
初
め
か
ら
先
進
西
側
諸
国
の
共
通
現
象
と
し
て
、
選
挙
に
際
し
て
有
権

者
の
投
票
行
動
で
の
「
変
動
票
（volatility

）
」
が
顕
著
に
な
り
始
め
た
。
前
二
段
階
の
特
徴
を
残
す
中
で
、
こ
の
第
三
段
階
の
特
徴

が
顕
著
な
現
象
と
し
て
登
場
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
有
権
者
の
中
に
政
党
支
持
を
変
更
す
る
傾
向
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
投
票
を
差
し
控
え
る
、
つ
ま
り
棄
権
を
選
択
す
る
こ
と
も
増
え
だ
し
た
。
そ
の
た
め
選
挙
ご
と
に
政
党
選
好
で
の
劇
的
な
変
動
が



47 —　現代政治文化論

生
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
政
治
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
は
安
定
し
て
い
る
と
は
い
え
、
政
党
選
択
で
は
継
続
的
な
支
持
が
確

保
さ
れ
ず
に
変
動
だ
け
が
誇
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

選
挙
ご
と
に
有
権
者
が
採
用
す
る
「
変
動
票
」
が
引
き
起
こ
す
、
多
様
な
選
択
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
こ
と
が
政
治
シ
ス
テ
ム
に
影
響
す
る
だ
ろ
う
が
、
戦
前
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
前
夜
の
よ
う
な
不
安
定
さ
と
は
一
応
別
物
と
見
な
せ

る
。
ま
た
注
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
「
変
動
票
」
は
極
端
な
形
を
繰
り
返
す
政
党
間
の
移
動
と
は
ど
う
し
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。

二
、
三
の
既
成
政
党
間
の
投
票
選
択
の
移
動
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
有
権
者
の
選
択
で
は
、
諸
政
党
が
属
す
左
翼
と
右
翼

の
各
陣
営
内
に
お
い
て
票
が
移
動
し
て
い
る
と
も
み
な
せ
る
。
そ
の
結
果
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
求
心
的
な
性
格
を
基
礎
に
「
移
動
・
回

復
・
維
持
」
の
形
で
、
有
権
者
が
投
票
す
る
選
挙
戦
術
を
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
、
そ
の
移
動
は
、
①
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
近
く
に
あ
る
政
党
間
へ
の
移
動
で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
と
も
、
②
ま
っ
た
く
対

極
に
あ
る
左
翼
か
ら
右
翼
（
ま
た
は
そ
の
反
対
）
へ
の
陣
営
を
超
え
て
他
政
党
へ
の
移
動
で
あ
る
か
ど
う
か
で
か
な
り
の
相
違
が
あ
る

こ
と
を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
有
権
者
が
あ
る
程
度
抑
制
さ
れ
た
形
で
票
の
移
動
・
変
更
を
繰
り
返
す
か
、
そ

れ
と
も
投
票
先
を
非
抑
制
的
に
移
動
す
る
の
か
で
ま
っ
た
く
異
な
る
効
果
が
現
わ
れ
る
。　
　

　

前
者
の
場
合
は
一
種
の
「
陣
営
内
の
領
域
で
の
移
動
（intra-area transfer

）
」
で
あ
る
。
投
票
は
、
例
え
ば
左
翼
か
右
翼
の
い
ず

れ
か
の
陣
営
内
で
の
移
動
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
左
翼
陣
営
内
の
社
会
民
主
主
義
党
か
ら
共
産
主
義
政
党
へ
と
支
持
を
一
時
的
に
変

更
し
た
り
戻
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
、
同
様
に
右
翼
陣
営
内
の
自
由
主
義
政
党
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
か
保
守
政
党
の
い
ず
れ
か
に
票

を
移
す
か
戻
す
か
、
と
い
っ
た
投
票
行
動
が
想
像
で
き
る
。
い
わ
ば
政
党
に
よ
る
支
持
者
へ
の
拘
束
が
緩
ん
だ
分
だ
け
、
有
権
者
は
次

善
の
政
党
を
選
択
肢
（second party preference

）
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
後
者
は
「
陣
営
の
境
を
交
差
し
た
移
動
（inter-area transfer
）
」
で
あ
り
、
左
翼
と
右
翼
の
境
を
越
え
て
票
が
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大
き
く
変
動
す
る
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
共
産
党
の
支
持
が
次
回
選
挙
で
は
極
右
政
党
支
持
に
な
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
は
投
票
の

「
流
動
化
・
液
状
化
現
象
」
を
指
し
て
い
る
。
そ
こ
ま
で
で
な
く
と
も
、
左
右
陣
営
を
超
え
て
も
よ
り
自
己
の
心
情
に
近
い
政
党
間
に

移
動
、
例
え
ば
社
会
民
主
主
義
政
党
か
ら
保
守
主
義
政
党
へ
の
移
動
か
そ
の
反
対
が
想
定
で
き
る
。

　

ま
た
、
抑
制
さ
れ
な
い
「
変
動
票
」
を
考
え
る
場
合
、
第
二
段
階
で
想
定
し
な
か
っ
た
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
党
が
出
現
し
、
「
変

動
票
」
が
新
し
い
小
政
党
へ
の
支
持
に
移
行
す
る
こ
と
も
あ
る
（
例
、
環
境
保
護
政
党
、
単
一
争
点
政
党
な
ど
）
。
そ
の
こ
と
は
政
党

シ
ス
テ
ム
の
断
片
化
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
、
た
と
え
政
治
体
制
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
て
も
、
政
権
レ
ベ
ル
で
は

不
安
定
さ
が
募
る
結
果
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
Ｒ
・
ロ
ー
ズ
と
Ｉ
・
マ
ク
ア
リ
ス
タ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
の
状
況
を
例
に
「
求
心
的
不
安

定
」
を
証
明
し
て
い
る
［Rose and M

cAllister,1986

］
。

　

Ⅰ
か
ら
Ⅲ
の
各
段
階
は
戦
後
の
先
進
西
側
諸
国
を
全
般
的
に
説
明
す
る
に
は
便
利
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
現
在
の
Ⅲ
の
段
階
で
は
、

そ
の
特
徴
が
選
挙
ご
と
の
有
権
者
と
政
党
と
の
結
び
付
き
が
弛
緩
し
た
状
態
を
象
徴
す
る
「
変
動
票
」
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
必
ず
し
も
政
党
と
政
党
シ
ス
テ
ム
の
関
係
が
不
安
定
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
投
票
行
動
と
政
党
間
競
争
の
実
態
を
表
現

す
る
と
は
い
え
、
す
べ
て
の
国
に
適
応
し
説
明
で
き
る
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
モ
デ
ル
は
便

宜
上
、
時
期
を
三
つ
に
区
分
し
た
が
、
各
段
階
は
個
々
の
段
階
を
独
立
、
区
分
さ
れ
る
の
で
な
く
、
前
段
階
か
ら
の
連
続
性
を
持
っ
て

現
在
ま
で
影
響
力
が
残
さ
れ
つ
つ
、
新
し
く
生
じ
た
要
素
を
追
加
し
て
い
る
。
そ
れ
は
現
在
に
近
づ
く
ほ
ど
過
去
か
ら
蓄
積
さ
れ
て
、

次
の
段
階
で
生
じ
る
複
雑
な
要
素
が
絡
み
合
う
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
影
響
力
の
な
く
な
っ
た
要
素
も
あ
る
。

　　

二
、
現
在
の
有
権
者
像

　

先
進
西
側
各
国
の
特
質
は
そ
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
形
で
長
期
に
わ
た
り
形
成
さ
れ
、
具
体
的
に
は
特
定
の
支
持
者
と
政
党
と
が
一
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体
化
す
る
形
と
し
て
「
凍
結
（freezing

）
」
し
た
状
態
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
各
国
の
社
会
の
変
動
・
変
革
を
経
験
し
た
結

果
、
す
な
わ
ち
一
九
六
〇
年
代
ま
で
に
完
成
し
た
政
党
─
支
持
構
造
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
四
五
年
以
降
の
社
会
変
動
は
、
い
く

つ
か
の
点
で
伝
統
的
な
政
党
に
影
響
し
て
き
た
。
そ
れ
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
社
会
的
亀
裂
線
の
弱
体
化
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
ゆ
え
に
社
会
的
亀
裂
に
よ
る
モ
デ
ル
は
次
第
に
説
得
力
を
失
っ
て
き
た
、
と
説
明
さ
れ
る
。
社
会
経
済
構
造
の
変
動
は
第
一
次
産

業
か
ら
第
二
次
産
業
、
そ
し
て
第
三
次
産
業
へ
と
就
業
人
口
の
重
点
を
移
行
さ
せ
、
人
々
の
社
会
的
移
動
に
影
響
す
る
重
要
な
要
因
と

な
る
。
ま
ず
、
第
一
次
産
業
の
凋
落
が
あ
る
。
農
業
を
中
心
と
す
る
第
一
次
産
業
を
基
盤
と
す
る
社
会
が
衰
退
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

あ
る
政
党
は
支
持
票
の
減
少
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
同
傾
向
は
、
産
業
の
発
展
で
は
遅
れ
て
い
る

南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
も
進
展
し
た
。
先
進
西
側
諸
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
は
現
在
、
都
市
化
さ
れ
た
様
相
を
示
し
て
き
た
。
先
進
西

側
諸
国
の
伝
統
的
産
業
の
基
盤
が
縮
小
し
た
後
、
第
二
次
産
業
型
、
さ
ら
に
今
で
は
第
三
・
四
次
産
業
に
雇
用
の
中
心
が
移
動
し
た
。

そ
の
こ
と
は
、
第
二
次
産
業
型
の
労
働
者
も
就
業
人
口
の
中
、
「
古
い
」
部
分
と
し
て
端
に
追
い
や
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
新

し
い
産
業
の
勃
興
は
生
活
水
準
の
上
昇
や
教
育
の
高
レ
ベ
ル
を
伴
っ
て
き
た
帰
結
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
階
級
内
の
対

立
・
分
裂
を
鈍
化
し
、
そ
れ
が
政
治
的
な
傾
向
、
具
体
的
に
は
政
党
支
持
に
影
響
し
て
き
た
。

　

第
三
次
・
四
次
産
業
に
従
事
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
新
中
間
層
」
・
「
新
中
産
階
級
」
・
「
新
労
働
者
階
級
」
に
属
す
る
人
々
は
、
類

似
す
る
目
標
、
共
通
の
消
費
者
行
動
、
同
質
的
な
大
衆
文
化
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
だ
か
ら
、
例
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
ョ

ン
、
労
働
者
の
下
位
文
化
な
ど
か
ら
生
ま
れ
た
、
従
来
の
固
定
的
な
政
治
的
忠
誠
は
衰
退
し
、
そ
の
古
い
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
弱

体
化
す
る
。
そ
れ
は
先
進
西
側
諸
国
の
場
合
で
は
、
二
つ
の
重
要
な
政
治
勢
力
の
た
め
の
支
持
の
根
底
部
分
に
影
響
す
る
。
二
つ
の
政

治
勢
力
と
は
、
中
道
・
右
翼
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
や
保
守
主
義
政
党
、
左
翼
の
社
会
民
主
主
義
政
党
や
共
産
主
義
政
党
で
あ
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る
。

　

世
俗
化
の
進
行
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
を
教
会
メ
ン
バ
ー
や
宗
教
的
な
立
場
か
ら
の
信
者
を
監
視
す
る
機
能
を
衰
退
さ

せ
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
い
た
規
範
や
ア
ピ
ー
ル
を
希
薄
さ
せ
て
い
る
。
結
局
、
宗
教
政
党
の
根
拠
で
あ
る
国
家
─
教
会
や
宗
教
教
育

を
め
ぐ
る
対
立
が
派
生
す
る
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
支
持
を
持
続
・
補
強
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
左
翼
政
党
は
組
織
労
働
者
が
提
供
し
た
支
持
が
減
少
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
組
合
と
労
働
者
の
諸
団
体
と
の
フ
ォ
ー

マ
ル
な
結
び
つ
き
が
存
続
す
る
か
否
か
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
次
産
業
は
衰
退
し
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
労
働
者
の
連
帯

感
が
低
下
し
、
そ
れ
に
代
わ
り
第
三
次
、
第
四
次
産
業
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
自
立
的
な
傾
向
は
増
加
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
層
は
労
働
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
ま
で
の
左
翼
政
党
と
労
働
組
合
と
の
同
じ
結
び
つ
き
と
は
必

ず
し
も
言
え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
自
己
の
意
識
に
応
じ
て
自
分
の
一
票
を
手
段
的
に
左
翼
政
党
に
支
持
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
意

味
は
階
級
と
い
う
亀
裂
の
持
つ
個
々
人
の
拘
束
を
弛
緩
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。

　

新
た
な
社
会
経
済
的
傾
向
が
も
た
ら
す
影
響
に
よ
っ
て
、
先
進
西
側
各
国
の
有
権
者
の
姿
勢
や
動
向
は
簡
単
に
予
測
で
き
な
く
な
っ

た
。
と
は
い
え
、
伝
統
的
な
社
会
的
亀
裂
は
完
全
に
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と
も
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
要
な
社
会
・

経
済
指
標
は
相
変
わ
ら
ず
「
職
業
は
何
か
」
、
「
労
働
組
合
員
で
あ
る
か
ど
う
か
」
、
「
ど
の
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
の
か
否
か
」
な

ど
、
そ
れ
ら
は
自
己
の
属
性
で
あ
る
し
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ど
こ
に
存
在
す
る
の
か
の
根
拠
で
あ
り
、
他
の
変
数
よ
り
投

票
行
動
の
パ
タ
ー
ン
の
行
方
を
説
明
し
続
け
て
い
る
。
た
と
え
、
社
会
的
属
性
か
ら
の
説
明
が
数
十
年
前
よ
り
も
弱
ま
っ
た
と
は
い

え
、
ま
だ
人
々
の
行
動
を
説
明
す
る
要
因
を
備
え
て
い
る
。

　

変
化
す
る
社
会
構
造
は
、
歴
史
的
な
社
会
的
亀
裂
モ
デ
ル
を
修
正
、
変
更
す
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
社
会
的
亀
裂
は

消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
時
に
新
し
い
亀
裂
が
出
現
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
労
働
者
と
ホ
ワ
イ
ト
カ
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ラ
ー
と
は
異
な
る
思
考
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
し
、
景
気
後
退
が
あ
れ
ば
、
雇
用
の
た
め
に
は
、
通
常
で
は
表
面
化
し
な
い
階
級
意
識

を
も
っ
て
、
両
者
と
も
同
じ
ぐ
ら
い
戦
闘
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
宗
教
に
基
づ
く
支
持
で
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

と
教
会
出
席
率
の
低
下
は
顕
著
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
例
え
ば
、
あ
る
個
人
が
異
教
徒
に
遭
遇
す
る
と
、
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
確
認
し
た
い
感
情
に
駆
ら
れ
、
そ
の
点
で
は
政
治
に
お
け
る
判
断
に
お
い
て
「
宗
教
要
素
」
が
不
要
に
な
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な

い
。
宗
教
は
個
々
人
の
倫
理
観
で
異
な
る
形
を
表
現
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
世
代
間
に
よ
る
新
旧
の
価
値
観
、
生
産
者
と
消
費

者
の
立
場
の
ち
が
い
、
中
心
と
周
辺
の
対
立
な
ど
も
新
し
い
社
会
的
亀
裂
が
生
ま
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
も
戦
後
か
ら

現
在
に
至
る
時
間
の
経
過
の
中
で
、
人
々
の
態
度
や
行
動
を
大
き
く
決
定
し
て
き
た
社
会
的
亀
裂
の
影
響
力
は
低
下
し
た
、
と
述
べ
ら

れ
る
。

　

で
は
、
既
成
政
党
は
変
化
す
る
社
会
条
件
に
ど
う
対
応
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
と
つ
の
大
胆
な
可
能
な
反
応
と
し
て
、
古
く
か
ら
の

代
表
的
な
連
結
を
放
棄
す
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
判
断
に
お
い
て
、
政
党
内
で
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
綱
領
に
影
響
を
及
ぼ
す
決
定
的

な
ス
イ
ッ
チ
役
が
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
既
成
政
党
は
伝
統
的
な
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
を
な
お
ざ
り
に
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
そ
う
に
な
い
。
当
然
、
政
党
は
そ
の
背
後
に
あ
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
と
伝
統
の
持
続
性
を
無
視
で
き
な
い
。
大
胆
な
転
換
は
支
持
票

の
減
少
に
直
結
す
る
。
こ
の
試
練
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
そ
の
方
策
と
し
て
、
政
党
は
従
来
の
支
持
者
に
向
け
た
ア

ピ
ー
ル
を
希
薄
化
す
る
に
ち
が
い
な
い
に
せ
よ
、
政
党
が
採
用
す
る
戦
略
は
こ
れ
ま
で
の
政
党
支
持
を
危
う
く
す
る
こ
と
な
し
に
、
新

し
い
支
持
者
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
で
社
会
的
亀
裂
モ
デ
ル
が
無
意
味
と
な
っ
た
と
す
る
近
年
の
諸
見
解
に
再
考
を
促
し
た
い
。
社
会
的
亀
裂
が
弱
ま
り
変
容

し
た
と
し
て
も
、
本
当
に
そ
れ
ら
が
無
意
味
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
を
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
い
だ
ろ
う
。
私

た
ち
は
、
新
し
い
現
象
に
目
を
奪
わ
れ
て
、
本
質
を
等
閑
視
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
進
西
側
諸
国
に
お
け
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る
投
票
行
動
に
お
い
て
、
実
際
に
、
社
会
的
亀
裂
モ
デ
ル
は
重
要
な
意
味
を
い
ま
だ
に
失
わ
ず
に
機
能
し
続
け
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
古
い
社
会
的
亀
裂
の
弱
体
化
、
そ
れ
と
関
係
す
る
社
会
的
分
極
化
の
衰
退
に
か
か
わ
ら
ず
、
有
権
者
の
社
会
経
済
的
な

位
置
づ
け
、
各
自
の
社
会
的
属
性
は
政
党
を
選
択
す
る
決
定
要
素
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
個
々
の
社
会
的
亀
裂
が
変
容
、
衰
退
、
消
滅

し
た
と
し
て
も
、
社
会
的
亀
裂
モ
デ
ル
が
無
効
に
な
っ
た
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
［
古
田
、
一
九
九
八
年
、
メ
ー
ア
、
一
九
九
六

年,M
oreno,1999,Knutsen,2006

］
。

　　

三
、
変
動
を
ど
う
捉
え
る
か

　

「
変
動
票
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
変
動
す
る
投
票
行
動
は
証
拠
づ
け
ら
れ
る
。
特
定
の
政
党
を
常
に
支
持
す
る

こ
と
か
ら
、
選
挙
ご
と
に
変
更
を
繰
り
返
す
現
象
は
一
般
化
し
た
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
を
「
党
派
性
の
脱
編
成
（partisan 

dealignm
ent

）
」
の
概
念
と
考
え
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
投
票
行
動
の
拡
散
、
あ
る
い
は
政
党
と
の
一
体
感
（party identification

）

の
衰
退
を
表
現
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
党
派
性
は
通
常
、
政
党
へ
の
一
体
感
の
形
を
取
る
こ
と
で
、
常
に
一
定
の
政
党
を
支
持
し

続
け
、
同
時
に
家
族
・
仲
間
・
周
辺
地
域
・
世
代
間
と
共
有
し
、
そ
れ
を
連
続
さ
せ
る
。
特
に
古
い
社
会
的
亀
裂
を
基
礎
と
す
る
政
党

に
は
大
き
な
選
挙
資
源
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
変
動
票
」
の
増
大
が
意
味
す
る
の
は
、
新
し
く
明
確
な
社
会
的
亀
裂
が
登
場
し

た
わ
け
で
な
い
の
に
、
政
党
へ
の
一
体
感
と
忠
誠
と
い
う
紐
帯
関
係
の
弱
体
化
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

現
時
点
で
は
、
一
体
感
レ
ベ
ル
の
低
下
は
「
変
動
票
」
の
割
合
よ
り
も
多
い
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
増
大
す
る
政
党
と
支
持
者
の
再

編
成
・
脱
編
成
に
至
る
潜
在
的
な
事
情
を
意
味
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
脱
編
成
さ
れ
た
有
権
者
は
新
た
に
編
成
さ
れ
そ
う
に
な
い
存
在

と
見
な
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
争
点
投
票
（issue voting

）
は
均
一
的
な
ひ
と
つ
の
政
治
的
方
向
性
か
ら
の
脱
却
、
ま
た
は
分
散
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
は
選
挙
ご
と
の
拡
散
化
現
象
と
一
致
す
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
い
っ
た
脱
編
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成
を
前
提
と
考
え
る
な
ら
、
有
権
者
も
、
政
治
場
面
ご
と
に
、
あ
る
い
は
政
局
ご
と
に
変
化
の
激
し
さ
が
あ
る
と
も
理
解
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

政
治
的
再
編
成
（political realignm

ent

）
は
民
主
体
制
に
お
い
て
選
挙
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
を
理
解
す
る
中
心
的
な
概
念
で
あ

る
［Franklin, 1985

］
。
た
い
て
い
の
選
挙
で
は
、
選
挙
後
、
予
想
さ
れ
る
立
法
府
内
議
席
数
の
政
党
間
の
「
自
然
」
の
均
衡
が
存

在
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
例
外
的
に
絶
対
多
数
を
獲
得
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
求
心
的
傾
向
が
定
着

し
て
い
れ
ば
、
次
の
選
挙
で
「
自
然
の
」
バ
ラ
ン
ス
が
回
復
す
る
こ
と
が
こ
の
考
え
方
の
前
提
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
自
然
の
」
バ

ラ
ン
ス
そ
の
も
の
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
多
数
党
に
代
わ
っ
て
、
周
辺
的
な
役
割
だ
け
を
演
じ
る
政
党
が
突
出
し
た

動
き
が
あ
る
。
も
し
変
化
し
た
状
況
が
持
続
す
る
と
証
明
さ
れ
る
な
ら
、
そ
う
す
る
と
新
し
い
政
党
（
間
）
バ
ラ
ン
ス
が
「
自
然
」
と

見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
る
と
、
そ
の
結
果
を
政
党
シ
ス
テ
ム
の
「
再
編
成
」
と
説
明
さ
れ
る
。

　

厳
密
に
述
べ
れ
ば
、
政
党
シ
ス
テ
ム
は
一
国
の
社
会
構
造
内
の
主
要
な
亀
裂
で
編
成
さ
れ
る
、
と
言
わ
れ
て
き
た
。
再
編
成
は
新
し

い
政
治
的
亀
裂
が
支
配
的
に
な
る
と
生
じ
る
。
し
か
し
、
「
再
編
成
」
と
い
う
用
語
は
、
新
し
い
政
党
バ
ラ
ン
ス
が
確
立
さ
れ
る
際

に
、
ア
メ
リ
カ
史
で
の
い
く
つ
か
の
機
会
を
説
明
す
る
た
め
に
、
例
え
ば
一
八
六
〇
年
南
北
戦
争
、
一
九
三
〇
年
代
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
期
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
家
や
政
治
学
者
が
よ
く
使
用
し
て
き
た
概
念
で
あ
る
［V. O. Key, 1955

］
。
こ
の
文
脈
に
お
い

て
、
社
会
構
造
と
政
党
編
成
の
間
の
連
結
は
必
ず
し
も
明
確
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
党
は
自
由
党
に
代
わ
っ
て

一
九
二
〇
年
代
に
与
党
に
対
抗
す
る
競
争
政
党
に
な
っ
て
大
き
く
政
党
シ
ス
テ
ム
を
再
編
成
さ
せ
た
［Butler and Stoke,1974

］
。

　

ど
の
よ
う
に
再
編
成
が
生
じ
る
か
と
い
う
論
争
が
あ
る
。
古
典
的
民
主
主
義
論
者
は
有
権
者
が
出
来
事
や
争
点
へ
の
対
応
で
政
治
的

忠
誠
を
再
度
見
直
し
、
あ
る
党
か
ら
別
の
党
に
投
票
を
変
更
す
る
も
の
を
再
編
成
と
定
義
し
た
。
政
党
選
択
で
の
大
変
化
は
こ
の
種
の

投
票
決
定
を
反
映
し
て
い
る
と
す
る
仮
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
仮
説
は
ほ
と
ん
ど
の
有
権
者
が
政
党
に
対
し
て
無
視
、
選
挙
を
放
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棄
し
な
い
と
す
る
政
治
的
忠
誠
を
継
承
し
て
い
な
い
調
査
と
適
合
し
て
い
な
い
。
従
来
の
忠
誠
を
放
棄
す
る
有
権
者
は
次
の
選
挙
で
元

に
戻
る
。
だ
か
ら
、
完
全
な
再
編
成
が
ど
の
よ
う
に
現
有
権
者
の
傾
向
か
ら
生
じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
理
解
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
。

　

現
在
、
ア
メ
リ
カ
に
は
政
党
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
定
期
的
な
再
編
成
を
め
ぐ
る
論
争
が
あ
る
。
共
和
党
が
大
統
領
職
を
支
配
し
て
き

た
事
実
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
Ｆ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
よ
る
民
主
党
系
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
連
合
は
も
は
や
存
在
し
な
い
こ
と
に
な

る
。
他
方
、
民
主
党
は
下
院
を
支
配
し
、
ア
メ
リ
カ
国
民
は
共
和
党
よ
り
民
主
党
に
一
体
感
を
持
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
政
党
分
裂
投

票
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

以
前
の
再
編
成
と
結
合
し
た
特
徴
の
多
く
は
、
現
代
の
ア
メ
リ
カ
の
選
挙
民
に
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
少
な
く
と
も
一
九
七
〇

年
代
以
降
存
在
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
低
い
政
治
参
加
・
関
与
は
選
挙
で
の
低
い
投
票
率
が
あ
る
。
現
政
党
シ
ス
テ

ム
か
ら
の
離
反
は
、
と
り
わ
け
若
い
有
権
者
の
間
で
明
白
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
新
し
い
党
派
的
な
編
成
の
到

来
を
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
、
再
編
成
の
形
態
に
関
し
て
の
同
意
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

再
編
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
新
し
く
発
見
さ
れ
た
理
解
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
選
択
的
シ
ナ
リ
オ
す
べ
て
は
、
単
一
の
政
治
綱
領
を
支

持
す
る
若
い
有
権
者
の
動
員
を
要
求
す
る
。
ど
の
よ
う
な
綱
領
が
年
齢
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
る
集
団
の
動
員
に
到
達
す
る
か
を
理
解

す
る
の
が
困
難
と
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
集
団
は
以
前
の
再
編
成
期
の
動
員
に
有
益
で
あ
っ
た
集
団
よ
り
も
効
果
が
小
さ
い
。
あ

る
政
党
か
ら
の
有
権
者
の
離
反
は
党
派
的
一
体
感
よ
り
む
し
ろ
争
点
を
基
礎
と
す
る
投
票
に
次
第
に
変
更
す
る
よ
う
に
な
り
そ
う
で
あ

る
。
同
様
な
過
程
は
先
進
国
共
通
で
進
行
中
で
あ
る
。
Ｍ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
有
権
者
の
社
会
階
級
に
よ
る
政
党
へ
の
投
票
傾
向
が

若
者
の
間
で
は
凋
落
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
所
属
集
団
へ
の
忠
誠
よ
り
む
し
ろ
争
点
を
個
人
の
判
断
に
よ
る
選
択
に
よ
っ
て
投
票
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
［Franklin,1985

］
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
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脱
編
成
（dealignm

ent

） 

と
い
う
用
語
は
、
イ
ギ
リ
ス
選
挙
政
治
に
お
い
て
近
年
の
変
化
を
説
明
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
著
名

に
な
っ
た
概
念
で
あ
る
。
政
党
シ
ス
テ
ム
の
「
編
成
（alignm

ent

）
」
は
、
政
党
支
持
が
社
会
構
造
の
中
で
政
治
的
亀
裂
を
予
測
さ

れ
る
方
向
で
あ
る
。
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
階
級
亀
裂
で
編
成
さ
れ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
て
き
た
。
労
働
者
階
級
に
属

す
る
有
権
者
は
労
働
党
を
支
持
し
、
中
産
階
級
に
属
す
る
有
権
者
は
保
守
党
を
支
持
す
る
。
論
者
は
新
し
い
社
会
的
亀
裂
線
に
そ
っ
た

政
党
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
な
再
構
造
を
言
及
す
る
の
に
再
編
成
と
い
う
用
語
を
採
用
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
概
念
は
英
米
系
の

国
々
の
選
挙
政
治
に
お
い
て
の
近
年
の
変
化
を
説
明
す
る
の
に
不
適
切
に
な
っ
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
用
語
が
ア
メ
リ
カ
で
採
用
さ
れ
た
［Inglehart and H

uchstein,1972;D
alton,1984

］
。
だ
が
、
社
会
構
造
と
政
党
編
成
の

間
の
連
結
に
つ
い
て
の
焦
点
を
欠
い
て
い
た
。
代
わ
り
に
一
九
六
〇
年
代
半
ば
以
降
、
民
主
党
の
選
挙
主
導
権
の
崩
壊
を
説
明
す
る
の

に
ル
ー
ス
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
論
者
は
、
社
会
民
主
党
と
自
由
党
の
同
盟
が
提
示
し
た
、
二
大
政
党
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

に
挑
戦
す
る
条
件
で
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
脱
編
成
、
い
わ
ゆ
る
政
界
再
編
を
考
え
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
脱
編
成
は

一
九
七
二
年
に
開
始
し
た
と
説
明
す
る
。
戦
後
の
選
挙
で
非
労
働
と
非
保
守
の
議
員
が
議
会
に
議
席
を
獲
得
し
た
。
一
九
七
四
年
選
挙

の
サ
ー
ヴ
ェ
イ
・
デ
ー
タ
分
析
に
よ
れ
ば
、
そ
の
一
〇
年
前
に
比
べ
て
、
多
く
の
労
働
者
階
級
が
保
守
党
の
有
権
者
で
あ
り
、
そ
の
反

対
に
多
く
の
中
産
階
級
が
労
働
党
の
有
権
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

脱
編
成
は
イ
ギ
リ
ス
の
投
票
選
択
で
あ
る
階
級
基
礎
の
低
下
と
一
致
す
る
。
ヒ
ー
ス
ら
［H

eath,1985

］
は
イ
ギ
リ
ス
の
投
票
行

動
の
階
級
基
礎
の
低
下
を
主
張
す
る
が
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
［Franklin,1985

］
は
小
政
党
へ
の
投
票
が
増
加
す
る
前
に
、
こ
の
低
下
が

す
で
に
一
九
七
〇
年
に
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　　

四
、
争
点
投
票
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で
は
、
変
動
す
る
有
権
者
が
時
々
の
争
点
に
応
じ
て
投
票
行
動
を
変
化
す
る
な
ら
、
争
点
へ
の
認
識
と
争
点
投
票
を
考
え
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

政
治
的
な
対
立
が
政
治
的
な
争
点
と
し
て
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
の
不
一
致
は
顕
在
的
な
も
の
か
潜
在
的
な
も
の
か
、
事
実

で
あ
る
の
か
仮
定
で
あ
る
の
か
。
エ
リ
ー
ト
（
政
党
、
候
補
者
）
間
レ
ベ
ル
な
の
か
、
大
衆
内
の
不
同
意
で
あ
る
か
。
こ
の
よ
う
な
項

目
は
際
限
な
く
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
「
争
点
は
問
題
な
の
か
」
と
い
っ
た
単
純
な
質
問
は
あ
ま
り
に
不
正
確
で
あ
る
。

　

合
理
的
選
択
（rational choice

）
モ
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
有
権
者
が
政
治
的
な
争
点
に
つ
い
て
、
あ
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
採
用
す
れ

ば
、
今
度
は
そ
の
争
点
に
つ
い
て
政
党
や
候
補
者
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
の
関
係
を
測
る
。
そ
し
て
有
権
者
は
、
争
点
に
関
し
て
自
己
に
最

も
近
い
政
党
や
候
補
者
に
投
票
す
る
［
三
宅
、
一
九
八
一
年
参
照
］
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
モ
デ
ル
に
は
、
い
く
つ
か
の
誤
り
が
あ
る
。
第
一
に
争
点
は
多
く
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
有
権
者
は
あ
る
基
準
に
応

じ
て
あ
る
争
点
に
つ
い
て
の
選
択
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
モ
デ
ル
は
争
点
を
単
純
に
見
な
し
過
ぎ
て
い
る
。
第
二
に
ひ

と
つ
の
争
点
に
つ
い
て
政
党
が
ど
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
採
用
す
る
か
を
仮
定
で
き
て
も
、
多
様
な
有
権
者
が
様
々
な
認
識
を
も
っ

て
、
あ
る
政
党
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
解
釈
す
る
。
そ
の
こ
と
は
政
党
と
有
権
者
の
解
釈
の
ズ
レ
を
無
視
す
る
結
果
と
な
る
。
第
三
に
有
権

者
は
あ
ら
ゆ
る
争
点
に
つ
い
て
、
す
で
に
表
明
さ
れ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
認
め
る
と
は
限
ら
な
い
。
争
点
は
外
部
の
事
情
か
ら
派
生
す
る

か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
有
権
者
は
あ
る
特
定
環
境
に
お
い
て
成
長
す
る
。
だ
か
ら
、
争
点
が
出
現
す
る
と
、
そ
の
影
響
が
現
在
の
政
治

的
態
度
や
関
与
の
中
で
複
雑
な
関
係
に
制
約
を
受
け
る
。

　

だ
か
ら
、
争
点
は
四
つ
の
効
果
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
四
つ
は
、
顕
在
効
果
（salience effect

）
、
説
得
効
果

（persuasion effect

）
、
同
調
効
果
（projection effect

）
、
抑
制
効
果
（dam

ping effect

）
で
あ
る
。
有
権
者
は
、
そ
の
争
点
の

重
要
性
を
否
定
す
る
こ
と
（
顕
在
効
果
）
で
、
政
党
の
政
策
を
受
容
す
る
こ
と
（
説
得
効
果
）
で
、
政
党
が
有
権
者
と
同
じ
政
策
を
主
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張
し
て
い
る
と
感
じ
、
そ
の
政
策
を
誤
認
す
る
こ
と
（
同
調
効
果
）
で
、
重
要
な
争
点
に
つ
い
て
公
然
た
る
不
一
致
に
も
か
か
わ
ら
ず

あ
る
政
党
を
支
持
す
る
こ
と
（
抑
制
効
果
）
で
、
新
し
い
争
点
に
反
応
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
党
派
性
は
社
会
的
に
統
合
、
構
成
さ
れ

た
自
己
の
支
持
政
党
に
忠
誠
心
が
残
っ
て
い
る
限
り
、
争
点
の
不
一
致
と
一
致
を
区
別
で
き
る
基
準
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
の
効
果
が
機
能
す
る
証
拠
が
存
在
す
る
。
争
点
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
通
常
、
争
点
投
票
の
合
理
的
選
択
モ
デ
ル
が
想
定

す
る
よ
り
も
ず
っ
と
小
さ
い
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
争
点
は
四
つ
の
効
果
に
関
わ
ら
ず
、
実
質
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

る
場
合
も
あ
る
。
も
っ
と
一
般
的
に
は
、
よ
り
弱
い
政
治
的
関
与
へ
の
傾
向
が
あ
る
。
結
果
的
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
六
〇
年
代

半
ば
に
「
争
点
投
票
」
が
主
張
さ
れ
た
［N

ie,1974

］
が
、
争
点
投
票
に
関
し
て
は
傾
向
分
析
と
因
果
関
係
と
い
う
問
題
を
含
ん
で
い

る
。
第
一
に
政
治
分
析
の
中
で
争
点
態
度
を
測
る
の
に
使
用
さ
れ
る
質
問
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
一
九
六
〇
年
代
半
ば
に
改
善
さ
れ
た
。
こ

の
技
術
の
向
上
に
よ
っ
て
、
有
権
者
の
争
点
態
度
、
そ
し
て
投
票
選
択
と
の
関
連
に
お
い
て
、
明
ら
か
な
進
歩
を
促
し
た
。
と
は
い

え
、
測
定
技
術
の
変
化
は
、
必
ず
し
も
長
期
的
な
傾
向
を
説
明
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
一
九
六
〇
年
代
の
「
争
点
投
票
で
の
増
加
」
の

尺
度
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
疑
う
理
由
は
存
在
す
る
。
さ
ら
に
争
点
態
度
と
投
票
選
択
と
の
間
の
静
態
的
相
関
関
係
は
認
識
さ
れ
る

が
、
争
点
態
度
、
党
派
的
忠
誠
心
、
投
票
の
相
互
作
用
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
は
依
然
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
る
。

　　

第
五
章　

現
在
の
政
党
シ
ス
テ
ム
と
投
票
者
編
成

　

一
、
現
在
の
有
権
者
を
め
ぐ
る
状
況

　

政
党
シ
ス
テ
ム
の
視
点
か
ら
投
票
行
動
が
変
化
す
る
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
効
果
を
考
え
る
と
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
「
脱
集
中
化
」
は
次

の
三
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
を
ど
の
よ
う
に
根
拠
づ
け
る
か
、
言
い
換
え
れ
ば
ど
の
よ
う
に
測
定
す
る
か

に
よ
っ
て
第
三
段
階
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
で
き
る
。
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一
、 

政
党
の
強
さ
の
分
散
：
政
党
数
の
細
分
化
（factionalization

）
の
指
標
に
よ
っ
て
政
党
数
の
増
加
と
相
対
的
規
模
の
変
化
を

測
定
す
る
。

　

二
、 
主
要
政
党
の
得
票
率
：
二
大
政
党
を
支
持
す
る
有
権
者
の
割
合
の
低
下
で
測
定
す
る
。

　

三
、 
政
治
的
ア
ジ
ェ
ン
ダ
：
新
た
な
争
点
を
設
定
す
る
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
党
の
出
現
を
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
測
定
す
る
。

　

先
進
西
側
諸
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
に
は
ほ
ぼ
「
拡
散
化
」
と
「
脱
集
中
化
」
の
傾
向
が
程
度
の
差
が
あ
る
も
の
の
、
第
一
段
階
と
第

二
段
階
の
特
徴
が
残
っ
て
お
り
、
次
の
第
三
段
階
に
影
響
す
る
こ
と
が
観
察
で
き
る
。

　

先
進
西
側
諸
国
で
は
、
一
方
に
拡
散
と
脱
集
中
を
最
大
化
し
て
い
る
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
が
あ
り
、
他
方
に
相
対
的
に
そ

れ
ら
が
あ
ま
り
目
立
た
な
い
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
な
ど
の
両
極
の
場
合
が
あ
る
。
そ
の
中
間
的
な
立
場
に
は
変
動
の
種
類
が
相
当

多
様
で
あ
る
が
、
典
型
例
と
見
な
せ
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
特
有
の
進
展
を
見
せ
る
か
ど
う
か
不
確
実
な
国
が
あ
る
［cf,G

unther,

2002,Klim
gem

ann,2004,Knuten,2004,V
gl,M

air,1999

］
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
主
要
二
党
の
得
票
は
低
下
し
て
い
て
も
、
と
り
わ
け
「
変
動
票
」
が
特
に
多
い
ほ
ど
で
は
な
い
。
（
西
）
ド
イ
ツ

で
は
二
大
政
党
の
得
票
は
減
少
し
、
同
時
に
棄
権
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
最
も
顕
著
な
変
動
は
緑
の
党
の
衝
撃

で
あ
る
。
そ
れ
は
古
い
政
党
編
成
か
ら
新
し
い
価
値
観
の
登
場
に
よ
る
世
代
間
の
価
値
変
動
が
生
じ
て
い
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
元
々
多
党
シ
ス
テ
ム
な
の
で
、
二
大
政
党
の
得
票
を
論
じ
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
が

な
い
。
三
国
と
も
党
派
性
の
脱
編
成
現
象
が
生
じ
て
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
や
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
政
党
と
有
権
者
の
結
び
つ
き
が
弱
体
化

し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
上
記
の
中
間
グ
ル
ー
プ
の
代
表
国
で
あ
る
。
変
化
の
徴
候
は
示
さ
れ
る
が
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的

な
再
構
造
化
の
指
摘
は
な
い
。
最
近
ま
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
拡
散
と
脱
集
中
が
見
ら
れ
な
い
国
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
一
九
四
五
年
以

降
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
二
大
政
党
の
絶
対
的
安
定
と
も
言
え
る
支
配
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
き
た
し
、
近
年
で
は
選
挙
ご
と
の
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「
変
動
票
」
の
少
な
さ
ゆ
え
に
強
い
政
党
へ
の
一
体
感
が
存
在
す
る
、
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
、

一
九
八
〇
年
代
に
拡
散
化
と
脱
集
中
化
の
傾
向
が
現
わ
れ
始
め
た
。
二
大
政
党
（
国
民
党
、
社
会
党
）
の
得
票
率
の
低
下
、
選
挙
ご
と

の
増
大
す
る
「
変
動
票
」
、
凋
落
し
つ
つ
あ
る
政
党
へ
の
一
体
感
の
存
続
、
増
加
す
る
政
党
の
細
分
化
（
政
党
数
の
増
加
）
な
ど
の
現

象
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
大
政
党
は
比
較
的
安
定
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。

　

多
く
の
変
動
は
政
党
を
め
ぐ
る
環
境
と
状
況
に
影
響
す
る
。
例
え
ば
、
一
九
八
一
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
内
の
分
裂
は
、
党
内
の

左
派
と
右
派
の
抗
争
を
そ
れ
ま
で
の
党
内
の
意
思
統
一
を
取
り
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
選
挙
上
の
制
約
」
を
抑
制
し
て

い
た
が
、
社
会
民
主
党
を
結
党
す
る
元
労
働
党
員
の
離
党
で
解
決
し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
で
は
断
片
化
し
た
政
党
シ
ス
テ
ム
は
言
語
を
め
ぐ

る
争
点
か
ら
派
生
し
た
。
（
西
）
ド
イ
ツ
の
緑
の
党
の
登
場
は
脱
物
質
主
義
の
影
響
と
政
治
文
化
の
変
化
に
起
因
す
る
。
社
民
党
が

一
九
八
二
年
政
権
離
脱
後
に
急
進
的
な
精
神
を
失
わ
な
け
れ
ば
、
緑
の
党
は
選
挙
に
お
い
て
成
功
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
分
析
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
は
、
す
べ
て
の
場
合
、
「
特
殊
な
環
境
（special circum

stance

）
」
を
根
拠
に
す
る
と
、
ま

た
は
あ
る
段
階
で
生
じ
る
変
動
を
引
き
金
程
度
と
過
小
評
価
し
た
り
、
あ
る
い
は
歴
史
の
あ
る
時
点
の
「
物
音
」
を
過
大
評
価
し
た
り

す
る
と
、
全
体
の
流
れ
を
誤
解
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

選
挙
ご
と
の
投
票
行
動
の
不
安
定
と
求
心
的
な
政
党
間
競
争
は
、
左
翼
と
右
翼
の
立
場
を
区
別
す
る
こ
と
の
不
適
切
さ
を
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
自
己
の
利
益
が
凝
集
的
な
社
会
集
団
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
な
い
な
ら
、
過
去
の
よ
う
な
対
立
を
も
っ
て
再
現

さ
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
各
国
社
会
に
根
づ
い
て
い
る
、
歴
史
的
に
持
続
し
て
き
た
社
会
的
亀
裂
構
造
は
、
人
々
の
帰
属
意
識
を
生
み

出
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
態
度
・
行
動
を
促
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
あ
ま
り
に
多
様
な
変
動
が
人
々
に
影
響
す
る
た
め
、
選
挙
に

お
い
て
特
定
政
党
に
支
持
を
統
合
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
三
段
階
で
は
個
人
と
社
会
、
支
持
者
と
政
党
の
間
を
つ
な

ぐ
社
会
的
亀
裂
に
基
づ
く
社
会
集
団
を
介
し
た
結
び
つ
き
が
劇
的
に
弱
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
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社
会
集
団
は
特
定
利
益
に
固
執
し
が
ち
で
あ
り
、
各
集
団
利
益
を
統
合
し
調
整
す
る
政
党
は
あ
る
方
向
に
引
っ
張
ら
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
そ
の
点
で
は
、
社
会
的
亀
裂
は
各
国
の
政
治
事
情
に
根
づ
い
て
い
る
、
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
、
Ⅰ
の
時
代

の
よ
う
に
、
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
た
と
え
宗
教
的
な
勢
力
に
対
応
す
る
政
党
が
中
道
・
右
翼
近

く
に
移
動
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
支
持
者
の
変
動
結
果
で
も
あ
る
こ
と
を
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
心
と
周
辺

の
亀
裂
で
は
、
地
域
主
義
者
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
運
動
も
中
心
と
周
辺
の
対
立
で
考
え
れ
ば
、
そ
の
対
立
を
測
る

尺
度
と
は
、
例
え
ば
宗
教
的
な
亀
裂
で
述
べ
れ
ば
、
国
民
国
家
の
枠
組
み
そ
の
も
の
を
問
題
に
す
る
こ
と
か
ら
と
か
、
国
家
内
の
社

会
経
済
的
な
格
差
か
ら
自
ら
の
存
在
が
不
当
な
差
別
を
受
け
て
い
る
こ
と
へ
の
抗
議
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
と
か
、
で
あ
る
［cf D

e 

W
inter and Tursan,1998

］
。

　

地
域
か
ら
の
抗
議
運
動
は
、
戦
後
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
脱
集
中
化
を
導
い
た
。
そ
の
う
ち
注
目
す
べ
き
事
例
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
と
呼
称
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
種
、
文
化
、
歴
史
を
異
に
す
る

人
々
を
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ
ム
に
統
合
す
る
際
に
生
じ
る
亀
裂
で
あ
る
。
そ
れ
を
ス
ペ
イ
ン
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
先
進
国
だ
け
な
く
第
三
世

界
の
国
々
に
も
散
見
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
。
サ
ブ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
持
つ
潜
在
的
な
能
力
は
過
小
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
。
い
わ

ば
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
強
力
な
地
元
へ
の
忠
誠
心
に
基
づ
い
た
形
を
取
っ
て
お
り
、
単
に
あ
る
限
定
し
た
場
所
で
な

く
、
ど
の
国
々
で
も
生
じ
る
社
会
変
動
と
な
り
う
る
。
例
え
ば
ベ
ル
ギ
ー
や
カ
ナ
ダ
に
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
関
わ
る
問
題
（
亀
裂
）
は
主

に
言
語
を
め
ぐ
る
紛
争
で
あ
る
と
し
て
も
、
宗
教
的
分
裂
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
分
裂
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
関
し
て
注
意
す
べ
き
は
西
側
先
進
国
と
、
第
三
世
界
や
ポ
ス
ト
共
産
主
義
の

国
々
を
区
別
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
前
者
は
す
で
に
強
力
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
存
在
す
る
が
、
後
者
は
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
そ
の
も
の
が
政
治
シ
ス
テ
ム
の
維
持
に
大
き
く
影
響
す
る
。



61 —　現代政治文化論

　　

二
、
選
挙
変
動
と
左
─
右
次
元
の
有
効
性

　

先
進
西
側
諸
国
の
特
質
を
表
現
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
左
翼
─
右
翼
で
測
る
一
次
元
の
尺
度
に
、
さ
き
に
述
べ
た
「
政
治
シ
ス

テ
ム
は
求
心
的
だ
が
、
政
党
シ
ス
テ
ム
は
不
安
定
で
あ
る
」
と
い
う
新
し
い
現
象
を
当
て
は
め
る
と
、
適
応
し
づ
ら
い
こ
と
が
あ
る

［cf,Eijk,2004
］
。
拡
散
化
と
脱
集
中
化
へ
向
か
う
現
在
の
傾
向
は
、
左
─
右
の
次
元
で
は
測
り
か
ね
な
い
こ
と
を
指
摘
で
き
、
ま

た
測
定
基
準
の
再
定
義
を
必
要
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
先
進
西
側
諸
国
の
政
治
に
お
け
る
「
新
し
い
政
治
」
の
衝
撃
は
否
定
さ
れ
そ

う
に
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
は
便
宜
上
、
左
翼
の
範
疇
に
入
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
左
─
右
の
次
元
で
整
理
す
れ
ば
、
と
い

う
旧
来
の
一
次
元
的
測
定
で
の
結
果
で
あ
る
。
現
在
の
現
象
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か　

ま
た
、
そ
の
位
置
づ
け
は
有
効

で
な
く
な
っ
た
と
い
う
疑
問
が
浮
上
す
る
。

　

左
─
右
次
元
の
視
点
が
必
要
な
理
由
は
次
の
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
． 

各
国
の
社
会
階
級
に
関
係
す
る
社
会
的
亀
裂
は
持
続
し
て
い
る
。

　

二
． 

社
会
階
級
を
め
ぐ
る
争
点
を
論
じ
る
場
合
、
社
会
民
主
主
義
政
党
や
共
産
主
義
政
党
の
対
応
能
力
を
過
小
評
価
す
べ
き
で
は
な

い
。
や
は
り
依
然
と
し
て
、
労
働
者
階
級
の
立
場
を
判
断
す
る
際
に
、
左
─
右
の
次
元
は
説
明
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

　

三
． 

政
党
は
自
ら
左
翼
か
右
翼
か
の
条
件
で
自
己
の
存
在
場
所
を
示
し
た
う
え
で
、
他
党
と
の
差
別
化
を
図
ろ
う
と
す
る
。

　

四
． 

政
党
間
競
争
力
と
連
合
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
出
す
際
に
は
左
─
右
軸
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
を
示
す
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
政
党

の
立
場
と
連
合
を
組
む
か
ど
う
か
の
判
断
材
料
と
な
る
。

　

こ
の
四
つ
の
事
情
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
内
の
政
党
を
確
認
す
る
際
に
、
有
権
者
の
政
党
へ
の
認
識
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
強
化
さ
れ

る
。
こ
の
次
元
に
他
の
基
準
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
多
次
元
的
な
視
点
か
ら
の
配
置
が
有
効
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
政
党
間
競
争
を
左
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翼
の
立
場
か
右
翼
の
立
場
か
と
い
う
一
次
元
的
な
基
準
は
、
大
ざ
っ
ぱ
だ
が
、
理
解
し
や
す
い
は
ず
で
あ
る
。

　

一
か
ら
四
ま
で
の
事
情
は
先
進
西
側
諸
国
の
政
治
の
左
─
右
次
元
の
視
点
を
説
明
し
て
い
る
。
政
党
間
競
争
の
求
心
的
性
格
は
、
政

党
に
一
方
に
お
い
て
政
治
的
に
極
端
な
主
張
を
弱
め
さ
せ
る
し
、
他
方
に
お
い
て
競
争
上
の
幅
広
い
支
持
を
得
る
た
め
に
、
自
ら
の
綱

領
・
公
約
・
方
針
な
ど
を
穏
健
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
果
的
に
、
左
─
右
軸
の
幅
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
。
大
ざ
っ
ぱ
に
述
べ
れ

ば
、
包
括
政
党
化
し
て
二
つ
の
大
政
党
だ
け
に
収
斂
し
そ
う
で
あ
る
。
社
会
経
済
の
主
要
な
争
点
は
依
然
と
し
て
存
続
す
る
と
は
い

え
、
多
党
化
し
て
も
分
極
化
状
況
に
は
な
り
そ
う
に
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
既
成
政
党
間
の
票
の
移
動
は
よ
り
容
易
と
な
る
の
で
、

選
挙
結
果
は
激
変
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

有
権
者
は
特
定
の
争
点
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
、
以
前
よ
り
も
よ
り
自
由
に
政
党
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
争
点
ご
と
に
政
党
支
持
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
争
点
（
そ
の
背
後
に
あ
る
社
会
運
動
）
が

俎
上
に
乗
る
と
、
左
と
右
の
立
場
に
分
け
る
と
い
う
伝
統
的
手
法
を
使
用
し
が
ち
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
論
点
に
は
適
用
し
が
た
い

点
が
多
く
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
平
和
、
環
境
保
護
、
反
核
・
反
原
発
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
、
少
数
民
族
の
主
張
・
運
動
な
ど
が
そ
れ
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
争
点
は
政
党
を
分
け
る
ラ
イ
ン
を
超
え
る
事
柄
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
古
い
社
会
的
亀
裂
構
造
と
は
一
致
し
な
く
な
っ

て
い
る
。
同
様
な
こ
と
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
政
党
に
も
適
用
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

争
点
政
治
と
も
言
え
る
判
断
は
そ
の
時
そ
の
場
で
変
化
す
る
。
そ
の
判
断
は
本
質
的
に
異
な
る
分
節
化
さ
れ
た
集
団
（sectional 

group

）
に
は
別
次
元
の
問
題
で
あ
る
。
彼
ら
、
彼
女
ら
に
は
所
属
と
は
無
関
係
な
、
優
先
順
位
を
つ
け
が
た
い
任
意
の
選
別

（random
 collection

）
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
全
体
的
な
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
支
持
構
造
で
は
脱
構
造
化
を
目
指
す
こ

と
に
な
る
。
有
権
者
は
争
点
ご
と
に
政
党
支
持
を
変
更
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
「
政
治
の
先
行
き
が
読
め
な
く
な
る
」
状
況
を

作
り
出
す
。
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「
新
し
い
政
治
」
の
概
念
は
、
左
─
右
次
元
で
測
る
伝
統
的
政
党
の
「
古
い
」
政
治
へ
の
反
発
を
表
現
し
て
い
る
。
「
新
し
い
政

治
」
の
具
体
的
な
表
現
形
態
は
、
経
済
成
長
と
物
質
主
義
的
な
価
値
観
に
反
対
す
る
脱
物
質
主
義
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
い
る
。
脱
物

質
主
義
は
環
境
と
資
源
を
荒
ら
さ
な
い
関
係
づ
く
り
を
目
指
す
［Inglehardt,1977,

邦
訳
、
一
九
八
四
年
］
。
そ
の
背
景
の
考
え
方

に
は
、
自
己
実
現
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
の
協
働
関
係
、
社
会
参
加
の
徹
底
な
ど
と
い
っ
た
、
従
来
の
社
会
的
、
伝
統
的
な
束
縛
か
ら

の
解
放
を
目
指
す
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
（libertarianism

）
が
あ
る
。
社
会
参
加
を
促
進
す
る
文
化
は
、
議
会
制
民
主
主
義
と
そ
の
シ

ス
テ
ム
を
支
え
る
政
党
の
エ
リ
ー
ト
主
義
的
な
「
非
参
加
構
造
」
に
は
批
判
的
で
あ
る
。
「
新
し
い
政
治
」
は
、
特
定
争
点
を
推
進
す

る
手
段
と
し
て
、
そ
れ
に
自
己
の
権
利
に
お
け
る
目
的
と
し
、
直
接
行
動
を
採
用
し
が
ち
と
な
る
。
だ
か
ら
、
エ
リ
ー
ト
主
義
と
既
成

政
党
を
拒
絶
す
る
。
「
新
し
い
政
治
」
か
ら
す
れ
ば
、
現
在
の
左
─
右
次
元
は
「
古
い
政
治
」
次
元
の
発
想
の
域
を
出
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
「
新
し
い
政
治
」
の
次
元
は
、
左
─
右
次
元
を
否
定
す
る
反
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。

　

先
進
西
側
諸
国
に
お
い
て
、
環
境
保
護
政
党
は
、
選
挙
結
果
に
お
い
て
は
そ
の
控
え
め
と
い
え
ど
も
、
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え

て
い
る
［M

üller-Rom
m

el,1989

］
。
も
ち
ろ
ん
、
「
新
し
い
政
治
」
は
社
会
変
動
の
ひ
と
つ
の
事
実
と
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
は

歴
史
上
何
度
も
見
ら
れ
た
社
会
変
動
の
一
種
と
同
様
の
現
象
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
注
意
を
要

す
る
。
社
会
運
動
は
既
成
政
党
と
連
結
せ
ず
に
自
ら
の
直
接
行
動
に
依
存
す
る
。
こ
の
こ
と
は
「
新
し
い
政
治
」
を
新
し
い
政
党
形
成

の
源
泉
と
見
な
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

「
新
し
い
政
治
」
は
社
会
に
お
い
て
触
媒
的
な
存
在
と
見
な
せ
る
。
そ
れ
が
現
在
の
社
会
に
新
し
い
刺
激
を
与
え
、
変
化
を
促
す
か

ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
「
新
し
い
政
治
」
は
、
左
と
右
の
い
ず
れ
に
帰
属
す
る
か
と
い
う
意
味
で
は
、
環
境
保
護
政
党
は
環
境
や
資

源
の
保
護
や
そ
れ
に
関
連
す
る
争
点
で
既
成
政
党
政
治
に
挑
戦
し
、
社
会
変
動
を
も
た
ら
す
点
で
左
翼
政
党
と
見
な
さ
れ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
社
会
的
な
解
放
と
平
等
の
よ
う
な
理
念
を
追
求
す
る
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
伝
統
的
な
左
翼
政
党
と
同
じ
志
向
を
持
つ
、
と
見
な
せ



23巻— 64

る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
政
治
的
表
現
と
し
て
、
「
平
等
」
の
概
念
は
多
く
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
先
進
西
側
諸
国
の
政
治
で
は
、
戦
後
の
「
社

会
民
主
主
義
的
合
意
」
を
厳
し
く
糾
弾
す
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
［cf,Presad,2006

］
に
対
抗
す
る
効
果
的
な
ア
ピ
ー
ル
を
必
要
と

す
る
と
き
、
旧
来
の
左
翼
や
社
会
民
主
主
義
の
諸
政
党
と
は
別
の
「
平
等
」
を
掲
げ
た
政
治
勢
力
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

「
新
し
い
政
治
」
か
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
吸
収
が
簡
単
に
は
可
能
で
な
い
こ
と
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
左
翼
政
党
が

共
有
す
る
「
古
い
政
治
」
が
優
先
す
る
も
の
（
例
、
持
続
的
な
経
済
成
長
）
は
必
ず
し
も
「
新
し
い
政
治
」
の
脱
物
質
主
義
的
価
値
観

と
共
鳴
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。　

　

現
代
の
先
進
西
側
諸
国
の
政
治
は
「
流
動
中
」
に
あ
る
。
左
翼
陣
営
で
の
再
編
成
は
困
難
な
事
情
を
反
映
し
て
い
る
。
左
翼
政
党

は
、
い
わ
ば
求
心
的
競
争
と
い
う
圧
力
を
受
け
て
身
動
き
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
反
対
に
右
翼
政
党
は
そ
の
経
済

観
と
な
っ
た
「
市
場
の
力
（m

arket force
）
」
の
哲
学
を
公
然
と
声
高
に
主
張
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

社
会
的
・
経
済
的
な
考
え
に
捉
え
ら
れ
る
と
、
①
脱
中
央
集
権
化
・
分
権
化
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
、
し
か
し
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
る

と
、
②
中
央
集
権
国
家
の
場
合
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
疎
外
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
に
な
る
。

　

左
翼
と
右
翼
の
概
念
は
過
度
に
単
純
化
さ
れ
た
政
治
的
現
実
を
表
そ
う
と
す
る
。
既
成
政
党
組
織
や
政
党
間
の
区
分
線
は
、
政
党
へ

の
一
体
感
が
低
下
し
、
争
点
投
票
の
判
断
が
政
党
へ
の
一
票
に
置
き
換
え
ら
れ
る
と
き
に
、
そ
の
政
党
が
持
つ
過
去
か
ら
の
遺
産
が
明

ら
か
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
現
在
の
先
進
西
側
諸
国
の
政
党
シ
ス
テ
ム
論
を
う
ま
く
説
明
で
き
る
基
準
が
構
築
で
き
な
い
、
と
判
断

さ
れ
る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
し
か
な
い
。

　　

三
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
化
と
政
治
的
安
定
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先
進
西
側
諸
国
に
お
け
る
政
党
シ
ス
テ
ム
と
投
票
行
動
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

　

一
、 

三
段
階
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
そ
の
歴
史
的
文
脈
、
つ
ま
り
各
段
階
に
お
け
る
変
動
を
歴
史
的
変
遷
の
視
点
か
ら
理
解
で
き
る
。

　

二
、 
あ
る
段
階
か
ら
次
の
段
階
へ
の
移
行
に
お
い
て
、
前
段
階
か
ら
の
継
続
性
は
次
段
階
で
生
じ
る
変
動
の
性
格
に
影
響
す
る
。

　

三
、 
左
翼
と
右
翼
の
概
念
は
、
社
会
的
亀
裂
＝
政
党
と
と
も
に
、
政
治
的
な
立
場
の
判
断
基
準
と
し
て
、
ま
だ
そ
の
有
効
性
を
示
し

て
い
る
。

　

四
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
基
準
は
硬
直
的
で
な
く
、
弾
力
性
を
持
ち
、
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
調
和
を
認
め
る
点
も
あ
る
。

　

現
在
の
投
票
行
動
傾
向
は
、
「
変
動
票
」
の
増
加
と
政
党
関
与
（party com

m
itm

ent

）
の
低
下
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

先
進
西
側
諸
国
政
治
の
再
構
造
化
の
点
で
は
、
確
か
に
そ
の
傾
向
が
存
在
す
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
社
会
変
動
は
ど
の
時

代
、
ど
の
社
会
、
ど
の
国
で
も
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
現
時
点
で
起
こ
る
こ
と
が
常
に
普
遍
化
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
歴
史
を
考

察
す
る
際
に
は
、
そ
の
時
だ
け
の
事
象
を
「
誇
張
」
す
る
危
険
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
流
動
性
」
「
変
動
」
と
い
っ
た

表
現
は
、
注
意
し
て
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

投
票
行
動
と
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
化
は
、
民
主
体
制
の
存
続
に
影
響
す
る
点
で
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け
で

民
主
体
制
を
説
明
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
政
党
政
府
は
選
挙
に
お
け
る
支
持
に
依
存
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
選
挙
ご

と
の
「
変
動
票
」
は
政
府
に
同
じ
影
響
力
を
持
つ
政
治
シ
ス
テ
ム
の
不
安
定
化
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。
短
命
政
権
の
連
続
は
マ
イ

ナ
ス
の
効
果
し
か
生
じ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
非
連
続
性
は
不
満
あ
る
イ
ン
モ
ビ
リ
ズ
ム
、
ま
た
は
持
続
的
な
変
動
を
生
じ
さ
せ

る
で
あ
ろ
う
。
第
三
段
階
の
特
徴
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
が
求
心
的
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
党
シ
ス
テ
ム
が
不
安
定
で
あ
る
。
そ
の
不
安

は
将
来
、
政
治
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
社
会
シ
ス
テ
ム
に
そ
れ
を
伝
搬
さ
せ
る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
「
シ
ス
テ
ム
危
機
」
の
可
能
性
は
完
全
に
否
定
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
「
変
動
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
な
ら
、
政
治

シ
ス
テ
ム
と
し
て
よ
り
、
む
し
ろ
個
々
の
政
党
が
有
権
者
か
ら
変
動
票
と
い
う
形
で
、
挑
戦
を
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
に

も
っ
と
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
既
成
政
党
は
選
挙
の
変
動
の
矢
面
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
次
の
二
つ
の
事
柄

に
そ
っ
て
対
応
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
、 

政
党
に
対
し
て
の
有
権
者
の
変
化
す
る
意
識
を
考
慮
す
る
。

　

二
、 

右
翼
と
左
翼
の
条
件
に
お
い
て
、
自
己
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
政
策
を
再
定
義
・
再
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
二
つ
の
課
題
が
相
互
に
関
連
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
種
類
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン

が
有
権
者
に
最
も
魅
了
す
る
か
ど
う
か
。
す
べ
て
の
既
成
政
党
に
よ
る
二
つ
の
課
題
へ
の
対
処
が
失
敗
に
終
わ
る
と
、
確
実
に
政
治
的

混
乱
を
招
く
だ
け
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
は
起
こ
り
そ
う
に
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
歴
史
の
経
験
を
振
り
返
れ
ば
、
先
進

西
側
諸
国
の
政
党
は
時
代
を
画
す
る
原
動
力
に
な
っ
て
き
た
し
、
ま
た
変
動
へ
の
適
応
の
技
術
に
十
分
長
け
た
努
力
を
払
っ
て
き
た
経

験
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
［Sm
ith,1990

］
。

　　

第
六
章　

ミ
ク
ロ
次
元
の
政
治
的
態
度

　

一
、
政
治
的
態
度
の
特
性

　

政
治
心
理
学
（political psychology

） 

は　

政
治
に
つ
い
て
個
々
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
人
々
の
関
係
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
調
べ
る

政
治
研
究
の
一
部
門
で
あ
る
。
そ
の
研
究
対
象
範
囲
は
膨
大
で
あ
る
。
そ
の
汎
用
性
の
ゆ
え
に
、
政
治
心
理
学
の
対
象
は
取
捨
選
択
的

と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
例
え
ば
、
政
治
心
理
学
の
焦
点
は
無
意
識
の
認
識
に
基
づ
い
た
人
間
の
動
機
づ
け
を
考
察
す
る
際
に
有
効
に

な
る
［
河
合
、
一
九
七
七
年
］
。
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政
治
研
究
に
お
け
る
心
理
学
の
有
用
性
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
普
通
の
人
々
の
心
理
学
的
特
徴
は
そ
れ
ぞ
れ
の
気
質

で
異
な
っ
て
も
、
同
じ
状
況
に
直
面
し
た
際
に
類
似
し
た
方
法
で
対
処
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
見
解
は
状
況
と
そ
の
対
処
を
過
度

に
単
純
化
し
、
現
実
を
認
知
し
理
解
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
真
実
と
は
限
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
「
真
実
」
を
す
べ

て
の
人
に
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
に
政
治
状
況
は
時
々
非
常
に
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
政
治
ア
ク
タ
ー
は
複
雑
で
混

乱
し
た
事
態
に
直
面
す
る
な
ら
、
自
分
自
身
の
「
独
自
の
方
針
」
で
対
応
す
る
か
も
し
れ
な
い
［cf,Elster,1993,Iyengar and M

c 

G
uire,2006,Kuklinski,2002

］
。

　

政
治
心
理
学
は
社
会
的
属
性
（
例
、
社
会
階
級
、
職
業
、
住
居
、
年
齢
な
ど
）
、
特
に
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
自
己
評
価
（self-

esteem

）
す
る
か
を
研
究
対
象
と
し
て
き
た
。
個
人
は
情
緒
的
な
剥
奪
、
嘲
笑
、
不
当
さ
、
失
敗
や
挫
折
に
お
い
て
自
己
を
正
当
化

す
る
。

　

例
え
ば
、
最
も
知
ら
れ
た
研
究
の
ひ
と
つ
に
、
ア
ド
ル
ノ
の
『
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
［
一
九
八
〇
年
］
が
あ
る
。
ア
ド

ル
ノ
は
政
治
的
価
値
観
を
子
供
時
代
の
葛
藤
ま
で
遡
っ
て
、
倫
理
的
な
偏
見
と
政
治
的
権
威
主
義
と
が
成
長
す
る
こ
と
を
検
証
し
た
。

同
書
は
心
理
的
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
仮
説
（psychodynam

ic hypothese

）
を
質
的
な
証
拠
で
有
効
に
し
た
注
目
す
べ
き
研
究
で
あ
る
。

そ
の
後
、
そ
れ
に
刺
激
を
受
け
て
、
一
連
の
研
究
を
促
進
さ
せ
た
。
例
え
ば
、
「
閉
ざ
さ
れ
た
心
（closed-m

indedness

）
」
の
研

究
が
そ
れ
で
あ
る
。
彼
の
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
論
に
よ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
国
民
の
中
に
お
い
て
も
権
威
主
義
的
、
自
民
族
中
心

主
義
の
態
度
の
広
が
り
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
説
明
に
よ
れ
ば
個
人
の
も
つ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
政
治
過
程
に
も
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｗ
・
チ
ャ
ー
チ
ル
が
一
九
四
〇
年
に
首
相
に
就
任
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
事
態
は
異
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う

か
？　

Ａ
・
ヒ
ト
ラ
ー
が
第
一
次
世
界
大
戦
で
戦
死
し
て
い
た
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
は
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
に
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
？　

も
ち
ろ
ん
、
あ
る
特
定
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
だ
け
に
注
目
し
て
、
一
般
化
す
る
こ
と
で
、
結
果
を
説
明
す
る
こ
と
に
は
注
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意
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

政
治
文
化
は
、
ミ
ク
ロ
の
概
念
か
ら
規
定
す
れ
ば
、
一
人
ひ
と
り
の
政
治
に
対
す
る
考
え
方
（
政
治
的
態
度
）
を
指
し
て
い
る
。
政

治
的
態
度
は
社
会
的
価
値
の
各
個
人
の
心
的
反
映
で
あ
り
、
行
動
単
位
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
政
治
的
態
度
は
先
有
性
、
持
続

性
、
体
系
性
、
社
会
性
か
ら
成
立
す
る
［
西
川
、
一
九
八
九
年,Severin,1988,ch3

］
。

　　

（
一
）
先
有
性

　

態
度
の
形
成
は
自
己
に
と
っ
て
息
を
吸
い
込
む
よ
う
に
外
界
の
価
値
を
経
験
的
に
自
分
の
も
の
と
内
面
化
さ
れ
、
そ
れ
を
理
解
し
態

度
や
行
動
で
息
を
吐
く
よ
う
に
外
面
化
す
る
た
め
の
心
的
な
準
備
状
態
で
あ
る
。
人
間
は
内
面
化
さ
れ
る
媒
体
（
認
知
・
情
緒
・
評
価

な
ど
）
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
自
分
な
り
に
咀
嚼
し
て
、
外
部
に
態
度
と
い
う
形
を
と
っ
て
繰
り
返
し
表
現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
媒
体

と
い
う
分
析
枠
組
み
は
必
ず
し
も
客
観
的
で
も
普
遍
的
で
も
な
く
て
も
よ
く
、
一
種
の
偏
見
・
先
入
観
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
を
先
有
性
と
呼
ぶ
。
人
間
は
そ
れ
ら
を
先
有
し
て
い
な
け
れ
ば
、
あ
る
事
柄
（
刺
激
）
に
つ
い
て
判
断
（
反
応
）
を
下
す
こ
と
が

で
き
な
い
（
刺
激
→
媒
体
→
反
応
）
。
こ
の
事
例
を
選
挙
と
い
う
刺
激
か
ら
投
票
の
選
択
と
い
う
媒
体
を
通
じ
て
、
投
票
や
棄
権
と
い

う
反
応
と
い
う
点
か
ら
、
有
権
者
を
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
考
え
て
お
こ
う
。

　

第
一
グ
ル
ー
プ
は
選
挙
の
公
示
日
に
は
す
で
に
支
持
政
党
を
決
定
す
る
先
有
性
を
持
つ
人
々
か
ら
な
る
。
第
二
グ
ル
ー
プ
は
投
票
日

に
な
っ
て
義
務
感
か
ら
投
票
す
る
が
、
先
有
的
に
支
持
す
る
政
党
が
な
く
投
票
先
を
迷
う
人
々
か
ら
な
る
。
第
三
グ
ル
ー
プ
は
、
当
該

選
挙
に
関
し
て
の
先
有
性
が
な
い
た
め
、
棄
権
す
る
人
々
か
ら
な
る
。
第
三
グ
ル
ー
プ
は
選
挙
と
い
う
政
治
的
刺
激
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
先
有
性
（
こ
の
場
合
、
政
治
意
識
）
が
低
す
ぎ
て
投
票
と
い
う
反
応
が
で
き
な
い
人
々
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
第
一
、

第
二
グ
ル
ー
プ
の
人
々
が
先
有
的
態
度
を
持
つ
と
は
い
え
、
そ
の
内
容
の
相
違
が
あ
れ
ば
支
持
す
る
政
党
と
い
う
反
応
も
異
な
る
こ
と
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で
あ
る
。
政
治
的
先
有
性
は
、
政
治
的
出
来
事
に
対
し
て
、
個
人
の
反
応
を
規
定
す
る
準
備
態
勢
と
し
て
人
々
が
共
有
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ひ
と
つ
と
言
え
る
。

　　

（
二
）
持
続
性

　

政
治
的
態
度
は
い
っ
た
ん
形
成
さ
れ
る
と
、
相
当
長
期
間
に
わ
た
っ
て
持
続
し
て
い
る
。
社
会
に
は
持
続
性
を
支
え
る
背
景
が
存

在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
投
票
に
際
し
て
先
有
的
な
態
度
を
持
ち
、
か
つ
持
続
性
あ
る
有
権
者
の
票
は
固
定
票
と
い
う
形
で
有
権
者
中

六
〇
％
か
ら
八
〇
％
、
浮
動
票
と
い
う
形
で
二
〇
％
か
ら
四
〇
％
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
持
続
性
は
固
定
票
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
る
、
と

説
明
さ
れ
て
き
た
。

　

固
定
票
（
人
々
の
政
治
的
態
度
の
持
続
性
が
明
確
な
場
合
）
に
お
け
る
政
党
間
の
得
票
差
が
選
挙
で
の
勝
敗
に
関
係
す
る
。
逆
に
、

固
定
票
が
伯
仲
す
る
と
き
に
持
続
性
の
な
い
浮
動
票
の
動
き
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
固
定
票
の
推
移
に
注
目
す

れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
で
の
支
持
傾
向
は
一
八
六
〇
年
か
ら
一
九
三
二
年
ま
で
は
共
和
党
、
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
五
二
年

ま
で
は
民
主
党
の
全
盛
期
と
変
化
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
五
二
年
以
降
、
両
政
党
の
伯
仲
状
態
が
続
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
有

権
者
で
も
大
統
領
と
議
員
の
選
択
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
で
は
、
衆
参
議
院
選
挙
に
際
し
て
、
選

挙
区
と
比
例
区
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
候
補
者
や
政
党
に
投
票
す
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
政
党
分
裂
投
票
と
呼
ば
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
政
治
的
態
度
の
持
続
性
は
変
化
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　　

（
三
）
体
系
性
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日
常
生
活
の
中
で
の
社
会
的
態
度
は
政
治
へ
の
考
え
方
に
影
響
を
与
え
る
。
例
え
ば
、
自
己
の
生
活
に
満
足
す
る
人
間
は
現
状
維
持

を
目
指
す
政
党
を
、
反
対
に
自
己
の
生
活
に
不
満
足
な
人
間
は
変
革
を
目
指
す
政
党
を
支
持
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
親
の
権
威
に
従

順
な
子
供
は
、
成
人
後
に
も
政
治
的
権
威
主
義
を
身
に
つ
け
や
す
い
と
い
っ
た
傾
向
が
あ
る
。
一
見
す
る
と
政
治
と
は
無
関
係
な
社
会

的
態
度
が
政
治
的
態
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
示
す
も
の
だ
が
、
政
治
的
態
度
の
形
成
は
社
会
的
態
度
の
そ
れ
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
社
会
的
態
度
は
政
治
的
態
度
と
と
も
に
現
実
を
反
映
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
の
方
向
に
向
か
う
よ
う
に
体
系
化
さ

れ
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、
道
徳
を
強
調
す
る
人
間
は
政
治
的
に
保
守
主
義
的
な
態
度
を
示
す
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
、
社
会
的
態
度

は
政
治
的
態
度
に
密
接
に
関
係
す
る
。　
　

　

政
治
的
態
度
の
体
系
性
の
確
立
は
、
選
挙
に
お
い
て
あ
る
政
党
の
固
定
票
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
体
系
は
現
実

と
の
ズ
レ
に
よ
っ
て
崩
壊
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
れ
は
社
会
的
移
動
や
世
代
間
断
絶
な
ど
と
い
っ
た
今
日
的
な
特
徴
に
起
因
し

て
、
浮
動
票
、
支
持
政
党
な
し
、
棄
権
と
い
う
政
治
的
な
ア
ノ
ミ
ー
現
象
と
な
っ
て
表
面
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ

る
［
デ
・
グ
ル
ー
ジ
ア
、
一
九
六
六
年
、
第
三
章,cf,D

eLuca,1995

］
。

　　

（
四
）
社
会
性

　

政
治
的
態
度
や
そ
の
体
系
性
は
、
個
人
間
の
無
数
の
差
異
を
孕
み
つ
つ
も
多
数
の
人
間
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
ま
っ
た
く
ひ

と
り
だ
け
の
体
系
性
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
む
し
ろ
個
人
は
他
者
の
態
度
と
の
類
似
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
。
バ
ッ
フ
ァ
ー
・
プ
レ
ー
ヤ
ー
（buffer player

）
の
政
治
的
態
度
が
そ
の
事
例
に
当
た
る
［
蒲
島
、
二
〇
〇
四
年
］
。
彼

ら
彼
女
ら
は
選
挙
の
た
び
に
自
己
の
利
害
に
関
連
し
て
、
自
民
党
、
時
に
は
別
の
政
党
に
投
票
し
、
あ
る
い
は
棄
権
す
る
よ
う
に
、
一

見
し
て
不
定
型
な
政
治
的
態
度
を
取
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
潜
在
的
な
自
民
党
支
持
者
で
あ
る
彼
ら
彼
女
ら
は
、
生
活
保
守
主
義
者
と
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し
て
の
態
度
を
社
会
の
中
で
共
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
共
有
さ
れ
た
体
系
性
の
こ
と
を
社
会
性
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。

　　

二
、
政
治
的
態
度
の
社
会
的
形
成
要
因

　

（
一
）
集
団
の
理
論

　

社
会
的
形
成
と
は
、
「
個
人
が
制
度
化
さ
れ
た
価
値
志
向
形
式
と
し
て
の
文
化
を
受
容
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
政
治
的
態
度
は
個
人

の
所
属
す
る
社
会
の
文
化
を
内
面
化
し
た
結
果
と
も
い
え
る
。

　

社
会
に
一
般
化
し
て
い
る
価
値
を
個
人
に
内
面
化
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
個
人
を
取
り
巻
く
、
様
々
な
環
境
か
ら
の
働
き
か
け
を
考
察

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
的
経
験
は
個
人
の
政
治
的
態
度
に
大
き
な
影
響
を
直
接
与
え
る
が
、
そ
の
個
人
の
持
つ
先
有
的
態
度
に

よ
っ
て
異
な
っ
た
解
釈
を
示
し
、
ま
た
外
部
か
ら
の
解
釈
に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
集
団
は

個
人
が
社
会
現
象
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
に
影
響
す
る
。
だ
か
ら
、
態
度
形
成
に
は
下
位
文
化
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　　

①
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ス
（
「
小
集
団
の
理
論
」
）

　

政
治
的
態
度
は
人
々
の
属
し
て
い
る
小
集
団
に
お
け
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ス
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
マ
ス
コ
ミ

は
人
々
に
直
接
に
影
響
を
与
え
る
（
「
即
効
理
論
」
「
皮
下
注
射
モ
デ
ル
」
）
と
思
わ
れ
て
き
た
が
、
現
在
で
は
送
り
手
よ
り
も
受
け

手
が
い
ろ
い
ろ
な
社
会
集
団
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
条
件
を
考
慮
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
る
（
「
選
択
接
近
の
理

論
」
）
。
そ
の
影
響
力
は
あ
る
小
集
団
で
指
導
的
立
場
に
あ
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
に
あ
り
、
集
団
外
の
情
報
を
そ
の
リ
ー
ダ
ー

に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
、
情
報
の
内
容
が
メ
ン
バ
ー
と
の
反
復
的
、
蓄
積
的
な
日
常
会
話
を
通
じ
て
メ
ン
バ
ー
の
態
度
を
形
成
す
る
。
こ

れ
を
「
マ
ス
コ
ミ
ニ
ケ
―
シ
ョ
ン
の
二
段
階
の
流
れ
」
と
い
う
。
小
集
団
は
家
族
、
親
戚
、
近
所
、
学
校
、
職
場
の
グ
ル
ー
プ
と
い
っ
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た
対
面
集
団
を
意
味
し
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
長
が
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
［
ラ
ザ
ー
ス
フ
ェ
ル

ド
、
一
九
八
七
年,Severin,1988,202-203

］
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ス
を
考
え
る
場
合
、
社
会
あ
る
い
は
集
団
が
持
つ
文
化
と
の
関
連
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
、
差
別
的
態
度
は
あ
る
文
化
の
中
に
存
在
す
る
。
個
人
は
差
別
用
語
を
小
集
団
内
で
使
用
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
次
第
に
そ
の
こ

と
は
そ
の
個
人
の
政
治
的
態
度
の
形
成
要
因
に
な
り
う
る
。
だ
か
ら
、
小
集
団
の
枠
内
だ
け
で
な
く
、
文
化
を
ど
の
よ
う
な
形
で
集
団

に
受
容
さ
れ
る
か
と
い
う
点
が
、
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
受
容
さ
れ
れ
ば
、
マ
ク
ロ

の
国
民
文
化
―
メ
ゾ
の
下
位
文
化
―
ミ
ク
ロ
の
個
人
の
価
値
体
系
と
な
る
。
も
っ
と
も
現
実
に
は
、
そ
の
よ
う
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現

さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

　　

②
社
会
統
制
（
「
大
集
団
の
理
論
」
）

　

社
会
統
制
（social control

）
と
は
、
社
会
を
構
成
す
る
社
会
集
団
が
そ
れ
を
構
成
す
る
単
位
（
個
人
・
下
位
集
団
）
に
自
己
の
期

待
に
そ
っ
た
行
動
を
要
求
す
る
過
程
を
指
し
て
い
る
。
社
会
集
団
は
社
会
統
制
に
よ
っ
て
政
治
的
態
度
の
形
成
と
維
持
に
大
き
く
影
響

す
る
。
そ
の
場
合
、
多
数
の
社
会
集
団
は
協
力
し
て
相
互
に
社
会
統
制
を
行
う
の
が
通
常
で
あ
り
、
こ
の
社
会
統
制
の
体
系
が
末
端
に

お
け
る
小
集
団
と
と
も
に
完
備
さ
れ
る
と
き
、
政
治
的
な
下
位
文
化
が
成
立
す
る
。
小
集
団
内
で
の
政
治
的
態
度
の
形
成
と
並
行
し
、

類
似
す
る
小
集
団
や
上
位
に
あ
る
大
集
団
（
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
）
→
小
集
団
（
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
）
→
個
人
と
い

う
パ
タ
ー
ン
が
垂
直
的
、
水
平
的
に
あ
る
政
治
的
態
度
の
維
持
・
拡
大
を
目
的
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
社
会
統
制
は
左
翼
政
党
・

右
翼
政
党
の
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
組
織
の
中
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
系
政
党
に
そ
の
例
を
見
て
お
こ
う
。
従
来
の
伝
統
的
形
態
で
は
、
教
区
で
の
司
祭
と
信
者
と
の
関
係
に
お
い
て
、
カ
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ト
リ
ッ
ク
系
政
党
は
、
そ
の
信
仰
の
擁
護
を
目
的
と
す
る
意
味
に
お
い
て
、
政
治
的
な
機
能
を
果
た
し
て
き
た
。
司
祭
個
人
の
精
神

的
影
響
を
受
け
た
信
者
が
保
守
的
な
政
党
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
両
者
の
関
係
は
様
々
な
局
面
で
見
ら
れ
、
例
え
ば

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
近
代
的
な
社
会
事
業
（
キ
リ
ス
ト
教
労
働
組
合
、
農
民
協
会
、
中
小
企
業
団
体
、
文
化
サ
ー
ク
ル
、
レ
ジ
ャ
ー
施

設
、
病
院
、
学
校
、
新
聞
社
、
放
送
局
な
ど
）
の
中
に
組
織
化
さ
れ
、
各
種
の
団
体
と
の
つ
な
が
り
を
バ
ネ
に
信
仰
を
維
持
し
、
カ
ト

リ
ッ
ク
系
政
党
を
支
持
す
る
。
こ
れ
ら
の
個
人
を
取
り
巻
く
大
小
の
集
団
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
社
会
統
制
の
形
で
個
々
人
の
政
治
的
態

度
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
な
社
会
統
制
は
左
翼
系
政
党
で
も
見
ら
れ
る
。
日
本
の
場
合
、
大
規
模
に
組
織
化
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は

少
な
い
。
自
民
党
の
後
援
会
組
織
が
そ
れ
に
該
当
し
そ
う
だ
が
、
こ
れ
は
議
員
個
人
の
組
織
に
限
定
さ
れ
る
［
阿
倍
、
新
藤
、
川
人
、

一
九
九
〇
年
］
。

　

（
二
）
政
治
的
社
会
化

　

政
治
行
動
（political behavior

）
は
、
政
治
制
度
の
研
究
と
は
対
照
的
に
、
人
々
の
政
治
に
対
す
る
態
度
や
人
々
が
そ
の
態
度

を
表
明
す
る
方
法
を
研
究
す
る
政
治
学
の
一
部
門
で
あ
る
。
「
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（behavioural approach

）
」
（
心
理
学

の
行
動
論
と
は
別
）
は
、
統
治
や
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ル
ー
ル
の
制
度
に
ウ
ェ
イ
ト
が
置
か
れ
た
、
静
態
的
に
な
り
が
ち
な
政
治
研
究
に

対
し
て
、
人
々
の
行
動
を
実
態
的
に
研
究
す
る
分
野
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
発
展
し
て
き
た
。
政
治
行
動
論
は
当
為
よ

り
も
事
実
に
重
点
を
置
き
、
質
的
な
検
証
よ
り
も
量
的
な
証
拠
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
技
術
的
な
革
新
が
こ
の
分
野
の
成
長

を
促
し
て
き
た
。
政
治
行
動
の
研
究
者
は
サ
ン
プ
ル
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
を
通
じ
て
市
民
の
意
見
と
行
動
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
き
た

［cf,Sears,H
uddy,Jervis,2003

］
。

　

何
を
も
っ
て
政
治
シ
ス
テ
ム
の
存
続
（
そ
し
て
崩
壊
）
が
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
政
治
的
態
度
が
ど
の
よ
う
に
続
行
す
る
の
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か
。
子
供
が
社
会
の
制
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
学
習
す
る
の
か
。
政
治
的
社
会
化
は
ひ
と
つ
だ
け
の
事
情
で
説
明
さ
れ
る
よ
り
も
よ

り
も
様
々
な
機
関
を
通
し
て
成
立
す
る
。
政
治
的
学
習
は
人
間
の
活
動
の
副
産
物
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
教
育
の
普
及

が
人
々
に
政
治
に
よ
り
多
く
参
加
す
る
自
信
と
信
頼
と
い
う
感
情
を
抱
か
せ
る
よ
う
に
な
る
。
政
治
行
動
論
は
政
治
的
社
会
化
研
究
と

と
も
に
発
展
し
て
き
た
。

　

政
治
的
社
会
化
は
子
供
時
代
で
終
了
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
成
人
後
も
職
場
、
労
働
組
合
、
任
意
団
体
、
近
隣
地
域
な
ど
か
ら
の
影

響
を
通
じ
て
生
涯
に
わ
た
り
継
続
す
る
。
様
々
な
社
会
集
団
に
よ
る
政
治
参
加
の
内
容
と
形
態
で
の
相
違
は
、
社
会
化
の
パ
タ
ー
ン
で

の
差
を
反
映
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
中
間
層
は
、
自
己
の
政
治
的
発
言
を
高
め
る
た
め
に
よ
り
多
く
の
機
会
に
参
加
す
る
傾
向
が
あ

る
。

　

人
々
は
、
政
治
的
伝
統
や
政
治
的
役
割
、
そ
れ
ら
と
結
び
つ
い
た
行
動
に
つ
い
て
生
ま
れ
つ
き
知
識
を
所
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
政
治
的
社
会
化
は
こ
れ
ら
の
知
識
を
獲
得
す
る
人
生
の
過
程
を
表
現
す
る
用
語
で
あ
る
。
こ
の
分
野
の
研
究
は
Ｈ
・
ハ
イ
マ
ン
の

『
政
治
的
社
会
化
（Political Socialization
）
』
［1959

］
の
公
刊
後
、
次
第
に
学
問
的
に
承
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
研
究
分
野
は
シ
ス
テ
ム
論
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
二
つ
の
理
論
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
シ
ス
テ
ム
論
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
政
治
文
化
を
人
々
の
自
ら
の
意
思
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
場
合
、
政
治
的
安
定
、
民
主

主
義
や
権
威
主
義
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
あ
る
い
は
他
の
様
々
に
決
定
す
る
要
素
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
次
に
マ
ル
ク
ス
主
義

は
直
接
的
に
は
「
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
、
間
接
的
に
は
Ａ
・
グ
ラ
ム
シ
の
「
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
概
念
」
に
依
拠
し
な
が
ら
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
、
虚
偽
意
識
、
疎
外
の
概
念
に
注
目
し
て
き
た
。

　

こ
の
研
究
は
成
人
後
の
政
治
的
態
度
と
そ
の
行
動
が
成
人
前
に
何
ら
か
の
形
で
獲
得
さ
れ
て
い
る
焦
点
に
合
わ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
視
点
か
ら
、
家
族
・
学
校
・
仲
間
・
性
差
・
構
造
・
思
想
な
ど
、
こ
れ
ら
と
関
連
す
る
階
級
・
所
得
・
投
票
、
そ
れ
に
成
人
後
の
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行
動
に
関
連
す
る
事
項
を
調
査
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
権
威
主
義
的
な
思
想
と
態
度
は
世
代
間
に
伝
達
す
る
こ
と
が
研
究
対

象
と
な
っ
た
。
か
つ
て
政
治
的
社
会
化
の
研
究
は
、
成
人
に
お
け
る
成
果
、
そ
し
て
変
化
す
る
成
人
の
生
活
環
境
が
人
生
の
長
い
過
程

（life-long process

）
の
中
で
獲
得
す
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
た
。
多
く
の
要
因
の
中
で
あ
る
人
間
の
人
生
で
の
重
要
な
出
来
事
（
例
、

進
学
・
就
職
・
結
婚
・
離
婚
・
死
別
な
ど
）
で
の
諸
変
化
へ
の
適
応
が
分
析
さ
れ
て
い
た
。
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
刺
激
に
対
す

る
反
応
（reaction

）
は
そ
の
対
象
と
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
具
体
的
な
測
定
方
法
は
面
接
と
ア
ン
ケ
ー
ト
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
将

来
の
態
度
と
行
動
に
つ
い
て
の
推
論
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
成
人
後
に
ど
の
よ
う
な
態
度
と
行
動
を
実
際
に
取
る
か
に
つ
い
て
は
疑

問
視
さ
れ
て
い
た
。

　

理
由
は
二
つ
あ
る
。
ま
ず
多
く
の
若
者
に
は
政
治
的
な
内
容
で
あ
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
や
質
問
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。
第
二
に
環
境
が
子
供
か
ら
成
人
へ
の
過
程
で
は
変
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
子
供
の
こ
ろ
の
政
治
的
な
考
え
方
が
成
人
後
に
も
適

切
な
も
の
か
ど
う
か
。
こ
の
疑
問
へ
の
回
答
は
長
期
的
な
調
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
々
は
考
え
行
動
す
る
こ
と
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
人
々
は
保
守
的
な
政
党
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
社
会
主
義

政
党
に
投
票
す
る
こ
と
も
あ
る
。
人
々
は
人
種
差
別
主
義
的
な
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
の
立
場
を
考
え
た
う
え
で
中
立
的
に
行
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
人
々
は
性
差
別
的
な
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
反
差
別
法
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
的

行
動
は
そ
の
人
物
が
も
つ
固
有
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
態
度
や
行
動
を
表
現
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

第
二
の
困
難
さ
は
人
々
を
誘
導
す
る
政
治
文
化
が
階
級
間
に
性
差
、
地
域
差
な
ど
お
い
て
あ
た
か
も
中
立
的
で
あ
る
か
の
ご
と
く
扱

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
明
確
な
仮
説
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
意
味
は
人
々
が
現
状
維
持
（status quo

）
の
行

動
に
動
機
づ
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
で
あ
る
。

　

政
治
的
社
会
化
は
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
質
問
、
歴
史
的
な
再
構
築
の
手
段
で
常
に
研
究
さ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
手
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段
は
政
治
生
活
を
構
成
す
る
複
雑
な
現
象
を
理
解
す
る
の
は
不
十
分
で
あ
る
。
政
治
の
意
味
す
る
シ
ス
テ
ム
（political m

eaning 

system

）
は
行
動
や
思
想
が
配
置
さ
れ
る
幅
広
い
文
脈
に
お
い
て
し
か
理
解
さ
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
は
、
支
配
階
級
が
多
く
の
人
々
に
そ
の
思
想
を
普
及
さ
せ
る
手
法
に
注
目
し
て
き
た
。
各
時
代
の
支
配
的
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
は
支
配
階
級
の
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
々
の
（
上
部
構
造
の
一
部
で
あ
る
）
政
治
行
動
が
資
本
主
義
の
論
理
に
条
件
づ

け
ら
れ
、
そ
れ
自
身
を
再
生
産
の
必
要
性
を
論
じ
ら
れ
る
。

　　

（
三
）
政
治
的
社
会
化
機
関

　

政
治
的
社
会
化
は
、
個
人
が
政
治
シ
ス
テ
ム
に
適
合
し
て
い
く
た
め
に
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
制
度
化
さ
れ
た
価
値
志
向
形
式
と
し

て
の
文
化
を
媒
介
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
関
係
を
維
持
す
る
重
要
な
人
格
形
成
過
程
で
あ
る
。
ま
た
、
政
治
的
社
会
化
は
あ
る
社
会

の
世
代
が
次
世
代
に
政
治
的
な
価
値
や
信
念
を
伝
達
す
る
過
程
で
も
あ
る
。
政
治
的
態
度
は
幼
少
・
青
年
期
に
お
け
る
家
族
、
仲
間
集

団
、
学
校
、
職
場
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
よ
る
顕
在
的
、
潜
在
的
な
政
治
的
社
会
化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
そ
れ
は
あ
る
個
人
に
と
っ

て
は
成
人
後
の
政
治
的
態
度
の
形
成
に
際
し
て
先
有
的
傾
向
と
な
る
。

　

政
治
的
社
会
化
に
は
、
顕
在
的
な
も
の
と
潜
在
的
な
も
の
の
二
種
類
が
あ
る
。
顕
在
的
な
政
治
的
社
会
化
は
、
直
接
個
人
に
政
治
的

な
価
値
（
観
）
を
教
え
込
む
こ
と
で
あ
る
。
潜
在
的
な
政
治
的
社
会
化
に
は
次
の
よ
う
な
内
容
が
列
挙
さ
れ
る
。
第
一
は
権
威
で
あ

る
。
年
少
段
階
に
権
威
を
教
え
込
ま
れ
る
と
、
そ
れ
を
受
容
し
た
個
人
は
権
威
に
従
順
に
な
り
や
す
く
な
る
。
第
二
は
帰
属
意
識
で
あ

る
。
共
同
体
・
階
級
な
ど
へ
の
一
体
感
を
身
に
つ
け
る
と
、
個
人
の
生
活
意
識
を
そ
の
帰
属
集
団
が
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
。
第
三
は

役
割
で
あ
る
。
自
己
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
さ
せ
る
か
に
よ
っ
て
、
将
来
の
政
治
参
加
へ
の
志
向
が
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
な

る
。
第
四
は
抽
象
能
力
で
あ
る
。
難
し
い
言
葉
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
政
治
的
な
知
識
へ
の
関
心
が
生
ま
れ
る
。
第
五
は
規
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範
で
あ
る
。
物
事
へ
の
道
徳
的
な
規
範
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
と
、
そ
れ
が
態
度
に
影
響
し
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
そ
の
仲
介
す
る

機
関
（agency

）
に
よ
っ
て
個
人
の
政
治
的
態
度
の
形
成
に
左
右
す
る
。
そ
の
代
表
的
な
機
関
を
列
挙
し
て
お
こ
う
。

　

①
家
族　

家
族
は
子
供
に
と
っ
て
基
本
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
社
会
の
一
員
と
し
て
の
資
格
・
価
値
観
を
体
得
す
る
最
初
の
社
会
化

機
関
で
あ
り
、
政
治
的
志
向
を
形
成
す
る
働
き
が
あ
り
、
特
に
子
供
が
成
人
後
に
持
つ
政
党
と
の
一
体
感
は
親
か
ら
の
影
響
に
よ
る
と

指
摘
さ
れ
続
け
て
き
た
。

　

し
か
し
現
在
、
家
族
に
よ
る
社
会
の
影
響
力
は
衰
退
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
社
会
的
移
動
が
も
た
ら
す
家
族
の
社

会
化
能
力
の
低
下
、
他
の
社
会
化
機
関
の
影
響
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

②
学
校　

教
育
機
関
は
政
治
シ
ス
テ
ム
へ
の
愛
着
を
強
化
・
補
強
し
、
子
供
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
発
達
を
左
右
す
る
と
同
時
に
、

社
会
の
価
値
、
政
治
の
世
界
に
つ
い
て
の
知
識
を
体
系
的
に
伝
え
て
い
る
。
日
本
の
子
供
の
特
徴
は
「
国
民
一
人
ひ
と
り
が
政
治
を
動

か
す
」
と
い
う
抽
象
概
念
を
建
前
と
し
て
受
け
入
れ
る
が
、
政
治
家
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
小
学
生
段
階
の
プ
ラ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
か
ら
中
学

生
段
階
に
移
る
に
つ
れ
て
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
へ
と
次
第
に
変
化
す
る
。
そ
れ
は
選
挙
に
代
表
さ
れ
る
政
治
へ
の
有
効
感
の
低
さ
に

関
連
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
小
中
高
校
生
と
年
齢
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
、
大
統
領
へ
の
好
意
的
イ
メ
ー
ジ
が
上
昇
す
る
。
ア

メ
リ
カ
で
の
市
民
教
育
は
、
民
主
主
義
的
人
間
像
と
体
制
の
無
批
判
的
受
容
を
徹
底
す
る
。
日
本
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
教
師
が
反
政
府

的
態
度
を
示
す
の
が
通
常
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
そ
の
態
度
が
子
供
に
間
接
的
に
伝
わ
っ
て
き
た
、
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
日
米
の
政

治
観
の
差
は
教
育
内
容
と
そ
れ
を
教
え
る
教
師
の
姿
勢
に
基
づ
く
と
言
わ
れ
て
い
る
［
岡
村
、
一
九
六
八
年
］
。

　

③
仲
間
集
団　

家
族
、
学
校
に
は
子
供
の
政
治
的
価
値
を
伝
達
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
現
代
で
は
、
子
供
の
活
動
範
囲
も
広
が

り
、
多
様
な
人
間
関
係
が
成
立
す
る
。
「
ギ
ャ
ン
グ
・
エ
イ
ジ
」
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
時
代
」
と
か
と
言
わ
れ
る
年
少
期
に
仲
間
集
団
に
お
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い
て
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
類
似
性
と
情
緒
性
に
よ
っ
て
結
び
付
き
を
深
め
、
そ
の
個
人
に
後
年
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
政
治
的
な
価
値
や

信
念
を
伝
達
、
交
換
す
る
。
近
代
的
な
大
衆
社
会
ほ
ど
同
年
代
の
仲
間
か
ら
の
影
響
力
は
多
大
だ
と
言
わ
れ
る
。

　

④
職
場　

労
働
経
験
は
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
発
達
に
も
作
用
し
、
個
々
人
の
持
つ
規
範
的
構
造
を
形
成
す
る
。
個
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の

労
働
環
境
は
、
全
社
会
的
な
脈
絡
に
お
い
て
各
自
の
政
治
意
識
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
（
例
、
階
級
意
識
）
。
日
本
人
の
政
党
支

持
は
、
特
に
成
人
の
場
合
、
職
業
・
職
場
に
強
く
作
用
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
、
例
え
ば
階
級
意
識
は
家
族
、
仲
間
、
地
域
な
ど
に
年
少
期
か
ら
影
響
さ
れ
る
点
で
異
な
る
。

　

⑤
マ
ス
コ
ミ　

マ
ス
コ
ミ
は
成
人
の
政
治
的
態
度
を
強
化
す
る
効
果
し
か
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
子
供
に
と
っ
て
政
治
的
知
識

を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
情
報
を
求
め
る
態
度
を
促
進
さ
せ
る
。
特
に
、
子
供
用
の
マ
ス
コ
ミ
は
子
供
の
政
治
的
態
度
の
形
成
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
（
例
、
漫
画
）
。
近
年
、
マ
ス
コ
ミ
は
若
者
文
化
に
大
き
な
位
置
を
占
め
、
文
化
の
媒
体
に
備
わ
る
特
質
か
ら
政
治
的

内
容
を
拡
大
す
る
。
例
え
ば
、
有
名
人
の
政
治
的
発
言
が
若
者
に
与
え
る
影
響
が
あ
る
。

　　

政
治
的
社
会
化
は
次
の
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
政
治
的
社
会
化
の
研
究
は
安
定
＝
「
善
」
ま
た
「
肯
定
的
」
と
い
っ
た
シ
ス
テ

ム
維
持
機
能
だ
け
に
な
り
や
す
く
、
政
治
文
化
か
ら
遊
離
し
た
人
々
を
社
会
化
が
不
適
切
と
考
え
が
ち
に
な
る
。
政
治
的
社
会
化
の
研

究
は
社
会
化
→
人
格
→
政
治
的
態
度
と
い
っ
た
仮
説
を
デ
ー
タ
か
ら
推
論
す
る
け
れ
ど
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
決
定
的
な
結
論
を
導
く
と

は
限
ら
な
い
こ
と
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　　

（
四
）
政
治
宣
伝

　

政
治
宣
伝
は
、
現
代
に
お
け
る
政
治
的
態
度
の
形
成
の
た
め
の
重
要
な
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
効
果
は
各
人
が
先
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有
的
な
態
度
を
持
ち
、
そ
の
所
属
す
る
社
会
集
団
の
社
会
統
制
下
に
あ
り
、
さ
ら
に
対
抗
宣
伝
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
さ
せ

て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

個
人
は
先
有
的
な
政
治
的
態
度
を
持
ち
、
ま
た
自
ら
の
集
団
に
社
会
統
制
を
受
け
る
た
め
、
補
強
効
果
（
政
治
的
態
度
を
同
方
向
に

強
化
さ
せ
る
こ
と
）
や
活
性
化
効
果
（
政
治
的
態
度
を
同
方
向
に
活
発
に
す
る
こ
と
）
に
比
べ
て
、
改
宗
効
果
（
政
治
的
態
度
を
ま
っ

た
く
変
え
て
し
ま
う
こ
と
）
が
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　

政
治
宣
伝
の
効
果
的
方
法
は
単
純
化
と
反
復
を
二
大
原
則
と
す
る
。
テ
レ
ビ
選
挙
の
最
初
と
言
わ
れ
た
一
九
六
〇
年
ア
メ
リ
カ
大
統

領
選
挙
が
そ
の
事
例
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ケ
ネ
デ
ィ
陣
営
は
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
短
く
、
単
純
に
、
繰
り
返
し
て
ケ
ネ
デ
ィ
の

名
前
を
連
呼
す
る
手
法
を
採
用
し
効
果
を
上
げ
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
単
純
化
と
反
復
は
重
要
な
政
治
宣
伝
の
要
素
で

あ
る
。

　

あ
る
思
想
体
系
を
個
人
に
習
得
さ
せ
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
思
想
体
系
は
綱
領
・
公
約
（
例
、
政
党
綱
領
、
選
挙

公
約
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
→
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
例
、
ナ
チ
ス
の
「
血
と
土
」
、
レ
ー
ニ
ン
の
「
土
と
平
和
」
）
→
シ
ン
ボ
ル
（
例
、
国

歌
、
国
旗
、
政
党
の
シ
ン
ボ
ル
）
と
い
っ
た
形
で
単
純
化
、
反
復
さ
れ
、
そ
の
結
果
人
々
は
あ
る
思
想
体
系
を
体
得
す
る
。
さ
ら
に
宣

伝
効
果
を
高
め
る
に
は
、
威
光
効
果
（
例
、
有
名
人
な
ど
の
威
光
を
借
り
て
効
果
を
高
め
る
）
、
多
数
効
果
（
例
、
デ
モ
や
集
会
な
ど

の
よ
う
に
多
数
が
同
意
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
）
、
感
覚
効
果
（
例
、
色
彩
や
光
な
ど
人
間
の
感
覚
に
訴
え
て
効
果
を
高
め
る
）
を
使

用
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

問
題
は
い
か
に
宣
伝
を
巧
妙
に
行
っ
て
も
、
個
人
に
そ
の
効
果
を
永
続
さ
せ
、
思
想
体
系
に
ま
で
高
め
な
け
れ
ば
、
徐
々
に
先
有
性

を
維
持
し
が
た
く
な
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
地
方
か
ら
都
会
に
移
転
し
て
き
た
人
々
や
遠
方
の
住
居
か
ら
都
市
に
勤
務
す
る
人
々

は
、
二
つ
の
社
会
化
を
受
け
た
結
果
、
精
神
的
な
混
乱
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
、
一
種
の
ア
ノ
ミ
ー
状
態
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
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を
日
本
の
場
合
で
説
明
す
る
と
、
大
都
市
に
あ
る
職
場
に
勤
務
す
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
衛
星
都
市
に
住
居
を
構
え
る
た
め
に
地
元
の

情
報
に
疎
く
な
り
、
地
方
自
治
体
選
挙
の
棄
権
率
の
高
さ
に
な
っ
て
表
れ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
る
（
例
、
「
千
葉
都
民
」
「
奈
良
府

民
」
）
。

　

先
有
的
な
政
治
的
態
度
が
崩
れ
、
社
会
集
団
が
社
会
統
制
の
機
能
を
失
っ
て
、
文
化
的
逸
脱
が
生
じ
て
き
た
と
き
に
は
他
集
団
か
ら

補
足
効
果
が
機
能
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

社
会
統
制
が
崩
壊
す
る
と
、
政
治
宣
伝
が
直
接
、
個
人
に
伝
わ
り
、
人
々
の
政
治
的
態
度
に
変
更
が
生
じ
、
他
の
社
会
集
団
に
移
行

す
る
。
通
常
、
そ
れ
が
崩
壊
か
ら
再
形
成
の
過
程
は
人
為
的
に
は
で
き
な
い
が
、
現
代
の
独
裁
は
既
存
の
社
会
集
団
に
人
為
的
な
解
体

と
再
組
織
化
と
い
う
過
程
を
意
図
的
に
行
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
典
型
例
は
ナ
チ
ス
の
強
制
的
同
質
化
で
あ
る
［
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
、

一
九
八
九
年
参
照
］
。

　　

三
、
政
治
的
態
度
の
個
人
的
機
能

　

（
一
）
社
会
的
・
政
治
的
態
度

　

あ
る
人
間
が
政
治
的
な
態
度
を
表
明
す
る
こ
と
は
、
自
分
と
他
人
を
区
別
す
る
人
格
的
な
特
性
を
社
会
に
表
現
す
る
こ
と
で
も
あ

る
。
た
だ
、
行
動
の
あ
り
方
は
人
間
の
理
性
的
判
断
に
基
づ
く
と
は
限
ら
な
い
。
あ
る
意
味
で
、
そ
の
個
人
の
非
理
性
的
な
自
我
を
社

会
に
対
し
て
外
面
化
し
た
も
の
が
政
治
的
態
度
に
な
る
と
も
言
え
る
。
精
神
分
析
学
の
用
語
を
使
用
す
れ
ば
、
あ
る
個
人
の
自
覚
で
き

な
い
無
意
識
の
世
界
が
行
動
を
駆
り
立
て
た
り
、
規
制
し
た
り
す
る
［
河
合
、
一
九
七
七
年
、
西
川
、
一
九
八
九
年
］
。
そ
れ
は
Ｓ
・

フ
ロ
イ
ト
の
「
無
意
識
の
心
的
過
程
」
の
存
在
で
あ
る
（
例
、
「
ミ
ル
ク
の
飲
め
な
い
女
性
」
）
。

　

政
治
的
態
度
は
人
々
が
観
察
で
き
る
活
動
に
移
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
つ
ま
り
外
面
化
さ
れ
な
い
と
当
該
人
物
の
意
図
は
理
解
さ
れ
に
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く
い
。
特
に
思
想
や
信
念
だ
け
だ
と
、
政
治
的
な
傾
向
だ
け
し
か
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
政
治
的
態
度
は
一
般
的
な
意
味
で
の
価
値

よ
り
も
っ
と
特
定
的
（specific

）
で
あ
る
が
、
行
動
（behavior

）
よ
り
も
あ
い
ま
い
で
あ
る
、
と
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
政
治
研
究
者

は
、
相
互
交
換
的
な
概
念
と
し
て
価
値
と
態
度
を
取
り
扱
う
の
で
、
こ
の
二
つ
の
概
念
の
区
別
を
あ
ま
り
考
慮
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

態
度
と
行
動
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
実
験
が
あ
る
。
あ
る
ア
メ
リ
カ
人
が
中
国
人
夫
妻
と
ア
メ
リ
カ
を
旅
行
し
、
様
々
な
ホ
テ
ル

で
彼
ら
と
滞
在
し
た
。
数
カ
月
後
、
彼
は
彼
の
友
人
と
過
ご
し
た
ホ
テ
ル
に
常
客
と
し
て
中
国
人
夫
妻
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
を
訊

ね
る
手
紙
を
送
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
返
事
は
否
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
そ
の
態
度
か
ら
人
の
外
面
化
し
た
行
動
の
真
意
ま
で

を
推
論
で
き
な
い
、
と
そ
の
実
験
を
結
論
づ
け
た
。

　

そ
の
実
験
は
別
の
角
度
か
ら
再
解
釈
さ
れ
、
個
人
は
状
況
次
第
で
態
度
を
変
更
し
、
事
情
に
応
じ
て
行
動
も
変
更
し
う
る
と
い
う
批

判
さ
れ
た
。
例
え
ば
ホ
テ
ル
の
従
業
員
が
自
分
の
事
務
室
に
お
い
て
一
人
で
手
紙
を
書
い
て
い
た
の
か
、
他
の
客
の
見
て
い
る
中
で
返

信
文
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
な
ど
で
事
情
は
異
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
「
言
葉
の
行
動
（verbal behaviour

）
」
、
「
期
待
さ
れ
る
行
動
（anticipated behavior

）
」
そ
れ
に
「
意
見

（opinion

）
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
た
り
し
、
政
治
的
態
度
と
一
般
に
呼
ば
れ
る
心
的
な
構
築
物
の
セ
ッ
ト
と
扱
っ
て
き
た
。
特
に

一
九
六
〇
年
代
前
半
以
降
、
サ
ー
ヴ
ェ
イ
・
リ
サ
ー
チ
の
技
術
は
大
規
模
な
人
口
に
関
す
る
情
報
を
集
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
き

た
。

　

た
だ
、
言
葉
の
刺
激
に
よ
る
反
応
は
態
度
に
重
大
な
誤
解
を
与
え
る
の
で
、
現
実
の
行
動
を
研
究
で
き
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

サ
ー
ヴ
ェ
イ
・
リ
サ
ー
チ
は
一
見
客
観
的
な
よ
う
だ
が
、
調
査
側
の
質
問
な
ど
の
設
定
の
仕
方
次
第
で
、
政
治
研
究
の
実
態
を
誤
解
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
あ
な
た
は
政
府
が
Ｘ
国
か
ら
移
民
を
止
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
か
」
の
よ
う
な
質
問
は
、
移
民
に
関
す

る
応
答
者
の
意
見
を
検
査
す
る
と
同
時
に
、
言
及
さ
れ
た
国
に
つ
い
て
の
応
答
者
の
態
度
を
調
査
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
は
調
査
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側
の
意
図
が
潜
ん
で
い
る
。
肯
定
し
た
応
答
者
は
否
定
し
た
応
答
者
よ
り
も
自
民
族
中
心
主
義
的
（ethnocentric

）
と
結
論
づ
け
て

よ
い
か
ど
う
か
と
は
一
概
に
述
べ
ら
れ
な
く
な
る
。
一
般
化
し
た
態
度
を
確
認
す
る
に
は
特
定
化
し
な
い
質
問
（
例
、
国
名
を
述
べ
な

い
質
問
）
か
、
あ
る
態
度
を
引
き
起
こ
さ
な
い
質
問
か
で
調
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

政
治
的
態
度
の
測
定
方
法
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類
あ
る
。
ひ
と
つ
は
調
査
側
が
決
め
た
測
定
基
準
（reseacher-determ

ined 

scale

）
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
応
答
者
に
よ
る
測
定
基
準
（subject-determ

ined scale

）
で
あ
る
。
前
者
は
調
査
者
が
質
問
に
予

め
方
向
づ
け
る
価
値
を
備
え
て
い
る
（
例
、
ア
ド
ル
ノ
の
測
定
基
準
）
。
後
者
は
ど
の
よ
う
な
質
問
へ
の
回
答
か
ら
測
定
す
る
も
の
で

あ
る
。
測
定
方
法
は
調
査
者
の
判
断
基
準
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
後
者
の
場
合
で
は
、
質
問
す
べ
て
が
同
じ
態
度
を
測
定
す
る
と
は

仮
定
し
な
い
。
測
定
基
準
は
質
問
が
回
答
者
の
心
的
構
造
を
方
向
づ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
方
向
づ
け
が
質
問
や

回
答
者
の
変
更
を
調
査
後
に
発
見
さ
れ
た
な
ら
、
回
答
者
が
Ｘ
と
実
際
は
反
応
し
て
も
、
質
問
の
意
図
が
理
解
で
き
れ
ば
、
Ｘ
で
な
く

Ｙ
か
Ｚ
か
と
反
応
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　　

（
二
）
欲
求　

　

欲
求
は
行
動
を
起
こ
す
生
活
体
内
部
に
起
因
す
る
。
人
間
は
あ
る
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
で
欲
求
を
解
消
し
、
逆
に
不
達
成
の
場
合

は
欲
求
不
満
に
陥
っ
て
、
そ
の
対
策
と
し
て
対
象
そ
の
も
の
へ
「
攻
撃
」
を
加
え
る
か
、
こ
の
心
理
的
な
危
機
状
況
を
「
防
衛
」
と
い

う
形
で
緊
張
の
緩
和
を
図
ろ
う
と
す
る
。
「
防
衛
」
の
根
底
に
は
「
防
衛
機
制
」
と
い
う
無
意
識
の
心
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て
い

る
。
政
治
的
態
度
に
関
係
す
る
「
防
衛
機
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
お
こ
う
［
サ
イ
モ
ン
ズ
、
一
九
七
九
年
］
。

　

①
転
置　

対
象
に
向
け
ら
れ
た
態
度
や
感
情
を
他
の
対
象
に
移
し
替
え
る
こ
と
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
南
部
の
中
間
層
、
下
層
の
白

人
が
自
ら
の
不
満
を
ア
フ
リ
カ
系
、
ユ
ダ
ヤ
系
、
ア
ジ
ア
系
の
人
々
に
攻
撃
す
る
こ
と
に
置
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
。
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②
補
償
（
代
償
）　

弱
点
を
埋
め
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
政
治
家
に
な
っ
て
自
ら
の
社
会
的
地
位
の
な
さ
や
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
カ
バ
ー
す
る
。

　

③
同
一
化　

自
己
以
外
の
対
象
（
人
・
状
況
・
事
物
）
と
情
緒
的
な
紐
帯
を
結
び
、
同
一
化
し
た
も
の
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
。
例

え
ば
、
個
人
が
民
族
意
識
、
階
級
意
識
な
ど
と
一
体
感
を
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
よ
う
に
個
人
の
敵
を
集
団
の
敵

と
同
一
化
す
る
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
。

　

④
投
射　

不
安
の
原
因
を
外
界
の
せ
い
に
し
て
、
不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
。
例
え
ば
、
「
あ
る
人
が
自
分
を
憎
ん
で
い
る
」
と
い
う

表
現
は
そ
の
人
へ
の
自
己
の
憎
悪
の
投
射
で
あ
る
。

　

⑤
抑
圧　

不
安
を
意
識
か
ら
排
除
す
る
無
意
識
の
過
程
。
抑
圧
行
動
を
と
り
や
す
い
人
間
は
厳
し
い
抑
圧
を
他
人
に
課
し
政
治
的
に

は
指
導
者
の
み
に
従
お
う
と
す
る
。
例
え
ば
、
性
的
に
抑
圧
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
が
他
人
の
命
令
に
服
従
し
、
そ
れ
が
ナ
チ
ス
支
持
の
基

盤
と
な
っ
た
［
ラ
イ
ヒ
、
一
九
七
〇
年
］
。

　

⑥
逃
避　

う
ま
く
適
応
で
き
な
い
状
況
か
ら
逃
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
葛
藤
を
避
け
、
不
安
を
起
こ
さ
せ
な
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
。
例
え

ば
、
農
村
と
い
う
、
古
い
共
同
体
（
第
一
次
紐
帯
）
か
ら
都
会
に
出
て
き
た
個
人
は
共
同
体
の
桎
梏
か
ら
逃
れ
自
由
を
確
保
す
る
。
そ

の
自
由
は
共
同
体
か
ら
の
保
護
の
喪
失
を
意
味
す
る
た
め
に
、
そ
の
不
安
に
耐
え
切
れ
ず
に
自
由
を
捨
て
権
威
に
す
が
る
よ
う
に
な

る
。
個
人
は
次
第
に
独
裁
者
に
服
従
す
る
こ
と
で
、
無
力
・
不
安
・
疎
外
感
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
［
フ
ロ
ム
、
一
九
五
一
年
］
。

　

⑦
退
行　

適
応
困
難
な
と
き
昔
の
世
界
に
退
却
し
て
、
現
在
の
不
満
の
解
決
を
回
避
す
る
こ
と
。
例
え
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、

第
二
帝
政
期
へ
の
回
帰
を
願
望
し
た
ド
イ
ツ
人
の
大
衆
心
理
が
そ
の
場
合
で
あ
る
［
ラ
イ
ヒ
、
一
九
七
〇
年
］
。

　

⑧
固
着　

あ
る
段
階
で
停
滞
し
て
し
ま
う
こ
と
。
昔
の
対
象
に
対
す
る
無
意
識
の
願
望
を
依
然
と
し
て
持
つ
こ
と
。
例
え
ば
、
日
系

移
民
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
意
識
か
ら
捨
て
去
る
場
合
は
抑
圧
で
あ
る
が
、
日
本
の
こ
と
を
常
に
念
頭
に
お
く
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
場
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合
は
固
着
で
あ
る
。

　

⑨
反
動
形
成　

心
理
的
緊
張
を
作
り
出
す
も
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ
れ
と
ま
っ
た
く
反
対
の
も
の
に
置
き
換
え
る
こ
と
。
例
え
ば
、

日
系
ア
メ
リ
カ
人
が
ア
メ
リ
カ
人
以
上
に
ア
メ
リ
カ
人
に
な
り
き
ろ
う
と
す
る
（
二
〇
〇
％
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
。

　

自
我
の
機
能
の
ひ
と
つ
は
、
人
間
に
付
き
ま
と
う
不
安
を
い
か
に
克
服
す
る
か
、
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
防
衛
機
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

は
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
態
度
を
説
明
す
る
重
要
な
変
数
で
あ
る
［cf,Lassw

ell,1930,XII

］
。

　　

（
三
）
態
度
体
系

　

政
治
的
態
度
は
組
織
さ
れ
た
持
続
的
な
実
態
と
し
て
の
自
我
の
表
現
で
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
自
我
の
内
容
は
、
①
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
（
自
己
同
一
性
）
、
②
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
③
欲
求
の
体
系
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

①
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
社
会
生
活
に
個
人
が
変
化
、
成
長
し
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
同
一
姿
勢
を
維
持
、
連
続
す
る
感
覚
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
大
人
に
な
る
た
め
青
年
期
に
課
せ
ら
れ
た
自
我
も
し
く
は
自
己
同
一
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
様
々
な
経
験
を
「
自
分
」
と
い
う

も
の
に
統
合
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
他
者
と
の
共
有
性
を
通
じ
て
学
習
す
る
。
政
治
的
態
度
と
の
関
係
で
重
要
な
の
は
、
こ

れ
が
態
度
の
体
系
の
中
核
と
し
て
そ
の
他
の
体
系
を
構
成
す
る
も
の
を
動
か
す
こ
と
に
あ
る
。
特
に
青
年
期
に
お
い
て
、
性
的
役
割
の

分
化
、
指
導
と
服
従
の
学
習
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
信
奉
と
い
う
課
題
が
芽
生
え
て
く
る
。

　

た
だ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
時
間
的
連
続
と
社
会
関
係
に
お
い
て
、
自
己
の
位
置
づ
け
を
行
う
も
の

で
あ
り
、
将
来
へ
の
可
能
性
と
と
も
に
、
混
乱
、
自
己
喪
失
、
麻
痺
、
転
落
へ
の
危
険
性
も
は
ら
む
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
現

代
は
自
我
形
成
の
諸
条
件
に
は
不
安
定
な
時
代
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
崩
壊
し
や
す
い
（
ア
ノ
ミ
ー
状
態
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の
）
時
代
で
も
あ
る
［V

gl., Schneew
ind,1987

］
。

　

②
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ　

　

政
治
心
理
学
研
究
に
と
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
係
は
注
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
［
ア
イ
ゼ
ン
ク
、

一
九
八
六
年
］
。
こ
こ
で
は
次
の
点
に
注
目
し
て
お
こ
う
。

　

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
民
主
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
（
反
権
威
主
義
的
性
格
）
に
分
け
ら
れ
、
前

者
を
中
心
に
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
代
表
的
研
究
が
Ｔ
ｈ
・
ア
ド
ル
ノ
の
『
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
［
一
九
八
〇
年
］
で
あ

る
。
こ
の
研
究
は
、
人
間
が
非
理
性
的
存
在
で
あ
り
、
権
威
主
義
的
性
格
を
持
っ
た
人
間
が
フ
ァ
シ
ス
ト
・
タ
イ
プ
の
人
間
に
な
り
う

る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
人
で
実
証
し
た
。
そ
の
特
徴
は
次
の
よ
う
な
点
に
あ
る
。

　
ａ
．
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
へ
の
志
向
（
人
間
を
上
下
関
係
の
序
列
で
優
劣
を
決
定
）
、
ｂ
．
サ
ド
ー
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
（
弱
者
に
対
す
る
権
威

主
義
的
な
攻
撃
、
強
者
へ
の
権
威
主
義
的
服
従
：
抑
圧
委
譲
の
原
理
）
、
ｃ
．
優
劣
の
一
般
化
（
「
よ
り
強
い
」
こ
と
を
す
べ
て
に
優

れ
て
い
る
も
の
に
す
り
替
え
）
、
ｄ
．
力
に
対
す
る
信
頼
（
力
へ
の
欲
求
を
利
己
的
、
冷
酷
に
行
使
）
、
ｅ
．
外
的
標
識
に
よ
る
判
断

（
肩
書
き
、
財
産
、
門
地
、
学
歴
な
ど
の
外
面
的
特
徴
で
人
間
を
判
断
し
）
、
ｆ
．
ス
テ
レ
オ
・
タ
イ
プ
的
見
方
（
す
べ
て
を
世
俗
的

な
善
悪
・
強
弱
・
優
劣
の
両
極
で
判
断
し
、
白
黒
を
決
め
な
け
れ
ば
不
満
足
）
、
ｇ
．
敵
意
と
憎
し
み
、
ｈ
．
人
間
の
道
具
視
。

　

こ
の
タ
イ
プ
の
特
徴
は
、
自
我
が
う
ま
く
形
成
さ
れ
ず
、
そ
の
背
景
に
不
安
、
罪
悪
感
、
葛
藤
が
存
在
し
、
そ
の
精
神
的
な
弱
さ
を

外
的
な
権
威
と
同
一
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
原
因
は
高
度
に
発
達
し
た
社
会
に
あ
る
典
型
的
な
不
安
感
、
無
力
感
、
疎
外
感
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
持
つ
人
々
は
自
民
族
中
心
主
義
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
、
政
治
経
済
的
保
守
主
義
と
い
っ
た
社
会
的
態

度
を
身
に
つ
け
る
と
説
明
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
人
々
が
、
な
ぜ
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
「
自
発
的
」
に
支
持
す

る
に
至
っ
た
か
を
そ
の
時
代
に
生
き
る
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
構
造
と
の
関
連
で
分
析
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
の
典
型
例
は
第
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二
次
世
界
大
戦
前
ナ
チ
ス
を
支
持
し
た
ド
イ
ツ
中
産
階
級
に
見
ら
れ
た
権
威
主
義
的
性
格
で
あ
っ
た
［
フ
ロ
ム
、
一
九
五
一
年
］
。

　

③
欲
求
の
体
系

　

人
間
の
欲
求
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
レ
ベ
ル
、
タ
イ
プ
、
内
容
ご
と
に
体
系
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
欲
求
は
個
人
生
活
を
中
心

と
す
る
個
体
保
存
の
欲
求
、
世
代
間
を
つ
な
ぐ
種
の
欲
求
、
個
人
間
の
集
団
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の
社
会
活
動
の
欲
求
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
社
会
生
活
の
な
い
生
物
学
的
な
個
体
保
存
か
ら
社
会
構
造
を
土
台
に
個
人
と
個
人
と
が
手
を
つ
な
ぎ
合
う
社
会
生
活
の
あ
る
社

会
活
動
へ
と
発
展
し
て
い
く
過
程
を
示
し
て
い
る
。

　

Ａ
・
マ
ズ
ロ
ー
は
欲
求
を
五
段
階
に
分
類
し
、
各
段
階
の
相
対
的
充
足
と
と
も
に
、
低
次
か
ら
高
次
へ
と
次
の
よ
う
な
順
次
移
り
ゆ

く
欲
求
へ
の
関
心
を
説
明
し
た
。
ａ
．
生
物
学
的
欲
求
（
個
体
と
し
て
の
人
間
の
生
存
の
最
低
限
の
欲
求
：
生
存
の
欲
求
）
、
ｂ
．
安

全
保
障
の
欲
求
（
人
生
の
安
全
を
求
め
る
欲
求
：
安
全
の
欲
求
）
、
ｃ
．
愛
情
の
欲
求
（
人
か
ら
愛
さ
れ
た
い
、
人
を
愛
し
た
い
と
い

う
人
間
的
結
合
の
欲
求
：
帰
属
の
欲
求
）
、
ｄ
．
自
己
評
価
の
欲
求
（
自
分
に
対
し
て
自
信
を
持
ち
、
他
人
か
ら
評
価
さ
れ
た
い
自

尊
心
・
尊
敬
：
尊
敬
の
欲
求
）
、
ｅ
．
自
己
実
現
の
欲
求
（
自
己
の
目
的
を
社
会
で
実
現
し
た
い
欲
求
）
［
マ
ズ
ロ
ー
、
一
九
七
一

年
］
。

　
ａ
の
低
次
か
ら
ｅ
の
高
次
ま
で
の
各
段
階
の
欲
求
は
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
構
造
に
よ
っ
て
統
合
さ
れ
て
い
て
、
人
は
自
己
の
生
物
学
的
欲

求
や
安
全
保
障
の
欲
求
が
充
足
す
れ
ば
、
次
の
愛
情
の
欲
求
は
重
要
な
関
心
事
に
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
ｄ
と
ｅ

の
社
会
生
活
を
営
む
段
階
、
高
次
の
欲
求
に
対
す
る
不
満
が
現
わ
れ
る
（
欲
求
の
変
動
論
）
。
マ
ズ
ロ
ー
の
理
論
は
個
人
の
欲
求
変
動

を
段
階
的
に
説
明
し
て
い
る
け
れ
ど
、
欲
求
は
自
然
発
生
的
に
は
出
現
せ
ず
、
文
化
に
規
定
さ
れ
て
い
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
欲
求
は
政
治
的
態
度
の
形
成
要
因
に
関
連
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
高
次
の
欲
求
は
「
新
し
い
政
治
」
や
脱
物
質
主
義
的

価
値
観
に
関
係
す
る
と
い
う
仮
説
が
そ
れ
で
あ
る
。
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マ
ズ
ロ
ー
の
理
論
は
、
経
験
的
検
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
、
低
次
か
ら
高
次
ま
で
の
順
位
が
理
論
的
に
正
し
い
か
、
ま
た
社
会
に

よ
っ
て
は
順
位
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
疑
問
が
あ
り
、
推
測
上
で
は
あ
る
程
度
納
得
で
き
る
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も

仮
説
の
ま
ま
で
あ
る
。

　　

自
我
は
歴
史
的
、
文
化
的
な
産
物
で
あ
っ
て
、
人
間
が
「
所
与
」
の
文
化
を
社
会
で
の
学
習
に
よ
っ
て
内
面
化
、
習
得
し
た
も
の
と

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
欲
求
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
無
意
識
の
う
ち
に
社
会
か
ら
吸
収
し
た
も
の
と
言
え

る
。
だ
か
ら
、
異
常
な
心
理
状
況
（
心
理
的
緊
張
で
あ
る
欲
求
不
満
、
疎
外
、
不
安
、
葛
藤
、
ア
ノ
ミ
ー
な
ど
）
は
社
会
学
習
に
よ
っ

て
獲
得
さ
れ
た
政
治
的
態
度
や
態
度
の
体
系
、
あ
る
い
は
実
態
と
し
て
の
自
我
が
現
実
の
世
界
と
の
ズ
レ
を
生
じ
た
場
合
に
生
ま
れ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
南
部
の
プ
ア
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
の
黒
人
差
別
の
激
し
さ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
化
が
個
人
に
差
別
的

態
度
を
取
ら
せ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
あ
る
種
の
心
理
的
緊
張
の
解
決
策
で
あ
る
「
攻
撃
」
も
文
化
自
身
に
起
因
す
る
。
政
治
的
態
度

は
異
常
な
心
理
状
況
の
外
界
へ
の
表
現
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
既
存
文
化
か
ら
離
れ
て
異
質
な
心
理
的
緊
張
関
係
が
出

現
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
以
上
か
ら
、
三
つ
の
態
度
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　　

一
、
文
化
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
実
体
と
し
て
の
自
我
が
形
成
さ
れ
た
態
度
。

　

二
、
社
会
と
実
態
と
の
ズ
レ
か
ら
の
心
理
的
緊
張
か
ら
出
現
し
た
既
存
文
化
の
中
か
ら
の
態
度
。

　

三
、
二
と
同
様
ズ
レ
は
あ
る
が
、
既
存
文
化
の
中
か
ら
で
な
く
、
別
の
も
の
（
例
、
私
的
動
機
）
か
ら
例
外
的
と
も
い
え
る
態
度
。

　

社
会
構
造
は
一
つ
秩
序
と
し
て
構
成
員
の
行
動
を
規
定
し
、
そ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
も
影
響
す
る
。
す
な
わ
ち
一
定
の
社
会
構
造
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の
下
に
生
活
す
る
人
間
は
、
一
方
に
お
い
て
、
そ
の
占
め
る
地
位
と
役
割
に
も
と
づ
く
行
動
を
要
求
さ
れ
る

と
と
も
に
、
他
方
、
習
俗
や
モ
ー
レ
ス
な
い
し
信
仰
な
ど
か
ら
な
る
文
化
の
複
合
体
に
よ
っ
て
行
動
が
規
定

さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
諸
条
件
は
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
形
成
に
も
反
映
す
る
。
社
会
構
造
は
そ
れ
が
規

定
す
る
人
間
の
社
会
的
行
為
に
よ
っ
て
も
規
制
さ
れ
、
絶
え
ず
変
化
す
る
が
、
人
間
の
創
造
し
た
諸
制
度
に

よ
っ
て
そ
の
維
持
・
存
続
が
図
ら
れ
る
。

　

政
治
的
態
度
は
心
的
状
況
の
表
現
で
あ
り
、
正
常
な
場
合
、
文
化
的
な
適
応
は
そ
の
文
化
の
領
域
内
で
表

現
さ
れ
る
が
、
「
所
与
」
の
文
化
が
そ
の
心
理
状
況
を
吸
収
で
き
な
い
場
合
に
、
そ
の
状
況
は
「
所
与
」

の
文
化
に
対
し
て
逸
脱
と
い
う
形
と
な
り
、
そ
の
政
治
的
態
度
は
社
会
構
造
─
文
化
構
造
─
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
構
造
が
対
応
し
た
結
果
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
い
つ
も
こ
の
対
応
関
係
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
出
現
す
る

と
は
必
ず
し
も
述
べ
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
［
西
川
、
一
九
八
六
年
］
。

　　

第
七
章　

現
代
の
政
治
文
化

　

一
、
新
中
間
層
社
会

　

（
一
）
脱
産
業
社
会
の
政
治

　

近
代
社
会
は
そ
れ
に
応
じ
た
自
由
主
義
的
、
民
主
主
義
的
な
文
化
と
そ
れ
に
対
応
す
る
自
我
の
強
さ
を

持
っ
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
形
成
す
る
。
た
だ
、
近
代
社
会
は
前
近
代
社
会
の
要
素
を
残
し
な
が
ら
も
、
し

か
も
そ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
で
成
立
し
、
そ
こ
で
は
伝
統
的
文
化
が
伝
統
的
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
残
存

し
、
そ
こ
か
ら
近
代
社
会
と
の
矛
盾
に
よ
っ
て
た
え
ず
無
秩
序
（
ア
ノ
ミ
ー
）
を
成
立
さ
せ
る
。
ま
た
、
現

国 （西）ドイツ イギリス フランス 日本 アメリカ
年 1982 1992 1982 1989 1982 1989 1982 1993 1982 1992
第1次産業 5.5 3.5 2.7 2.1 8.4 2.7 9.7 5.9 3.6 2.7
第2次産業 42.7 39.2 34.7 29.1 34.6 27.6 34.6 27.6 28.4 24.4
第3次産業 51.8 57.3 62.6 65.2 57.0 67.4 55.4 59.3 68.0 72.9

図表９：主要先進国の就業人口の推移（％）
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代
社
会
は
そ
の
中
の
階
級
対
立
に
お
い
て
、
労
働
者
の
間
に
社
会
主
義
的
な
下
位
文
化
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
い
わ
ば
現
代
社
会
は
過

去
か
ら
の
諸
文
化
の
共
存
、
蓄
積
し
た
状
態
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
現
代
社
会
は
そ
の
組
織
化
・
複
雑
化
に
よ
っ
て
、
強
い
自
我
を
持

つ
人
間
の
存
在
を
次
第
に
不
可
能
に
し
て
い
る
。

　

資
本
主
義
の
発
達
は
第
一
次
産
業
（
農
林
漁
職
種
）
の
衰
退
、
第
二
次
産
業
（
工
業
職
種
）
の
発
展
を
も
た
ら
し
、
労
働
者
の
増
加

は
社
会
主
義
文
化
の
定
着
や
左
翼
政
党
に
有
利
に
作
用
し
た
。
し
か
し
、
第
三
次
産
業
（
サ
ー
ビ
ス
職
種
）
、
第
四
次
産
業
（
情
報
職

種
）
の
近
年
の
飛
躍
的
増
大
に
よ
る
新
中
間
層
（
＝
新
中
産
階
級
）
の
登
場
や
「
豊
か
な
社
会
」
の
実
現
、
ま
た
社
会
移
動
、
教
育
・

マ
ス
コ
ミ
の
普
及
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
政
治
・
経
済
・
文
化
の
状
況
で
の
「
平
準
化
」
の
実
現
に
よ
っ
て
、
社
会
主
義
的
な
下
位
文
化

が
そ
の
維
持
を
次
第
に
困
難
に
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
工
業
地
帯
の
著
し
い
流
動
性
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
従
来
の
社
会
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
例
、
労
働
者
文
化
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン
、
「
村
社
会
」
な

ど
）
の
崩
壊
と
、
既
存
の
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
喪
失
、
つ
ま
り
共
同
体

維
持
の
困
難
さ
を
意
味
し
て
い
る
。

　

従
来
の
下
位
文
化
が
衰
退
し
た
と
い
っ
て
も
、
先
進
国
の
保
守
主
義
政
党
や
社
会

民
主
主
義
政
党
が
選
挙
に
お
い
て
極
端
に
衰
退
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
政
党
自
ら
も

社
会
構
造
の
変
化
に
応
じ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
政
策
で
は
自
ら
の
立
場
を
左
翼
と
右

翼
か
ら
中
央
・
中
道
の
立
場
に
接
近
し
、
肥
大
化
し
た
新
中
間
層
を
取
り
込
も
う

と
し
、
中
道
よ
り
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
、
政
策
的
に
シ
フ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
当
然
、
左
翼
政
党
も
保
守
主
義
政
党
も
、
本
来
の
中
核
と
な
る
支
持
層
以
外
の

図表 10：日本の職業別変化
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多
様
な
社
会
階
層
の
要
求
に
取
り
込
む
必
要
が
出
て
き
た
。
こ
の
実
現
に
は
各
政
党
は
本
来
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
弱
め

つ
つ
、
階
級
政
党
か
ら
国
民
政
党
と
い
う
包
括
政
党
に
組
織
替
え
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
例
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
党
、
保
守
党
、
ド

イ
ツ
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
、
社
会
民
主
党
、
フ
ラ
ン
ス
の
保
守
政
党
、
社
会
党
、
日
本
の
自
民
党
、
民
主
党
な
ど
）
。
社
会
変
動

が
著
し
い
現
代
の
価
値
や
意
識
を
理
解
す
る
に
は
、
そ
の
対
象
を
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
現
在
の
社
会
に

お
い
て
中
心
的
担
い
手
で
あ
る
新
中
間
層
の
考
察
へ
と
議
論
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　　

（
二
）
新
中
間
層
の
政
治
体
質

　

先
進
産
業
国
で
は
第
三
・
四
次
産
業
へ
の
就
業
人
口
は
す
で
に
半
数
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
人
び
と
の
政
治
動
向
が
政
治
を
大
き
く

左
右
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
で
は
現
在
、
新
中
間
層
が
ど
の
よ
う
な
政
治
的
体
質
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
く
つ

か
の
仮
説
か
ら
説
明
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図
表
11
参
照
）
。

　

こ
れ
ら
の
仮
説
は
国
ご
と
に
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
新
し
い
労
働
者
階
級
」
論
は

フ
ラ
ン
ス
で
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
急
進
的
な
特
徴
は
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
根
ざ
し
た
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
他
国

の
新
中
間
層
は
そ
の
よ
う
な
体
質
を
持
つ
と
は
簡
単
に
述
べ
ら
れ
な
い
。

　

同
時
に
、
労
働
者
像
の
変
化
に
も
注
意
を
向
け
る
必
要
も
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
の
「
豊
か
な
労
働
者
」
の
議
論
に
お
い
て
、
労
働
者

の
中
で
も
持
ち
家
の
あ
る
比
較
的
豊
か
な
層
、
い
わ
ゆ
る
「
新
労
働
者
階
級
（new

 w
orking class

）
」
は
自
己
の
資
本
蓄
積
が
可
能

な
ゆ
え
に
、
図
表
11
の
仮
説
１
の
新
中
間
層
と
共
通
す
る
観
点
で
、
社
会
主
義
的
文
化
に
影
響
さ
れ
た
階
級
投
票
（class voting

）
を

低
下
さ
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
労
働
者
に
は
保
守
党
に
投
票
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ト
ー
リ
ー
ズ
（W

orking Tories

）
が

存
在
す
る
。
各
国
の
社
会
構
造
の
視
点
か
ら
、
変
化
す
る
投
票
行
動
を
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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図表 11：新中間層に関する４つの仮説

仮説１ 新中間層は労働者階級よりも優越した意識があるので、保守的
な政治姿勢を取る。そのため、先進国の新中間層は労働者と比
べて保守主義政党への支持が高く、左翼政党への支持は低い。
例えば、1980 年代アメリカのレーガン政権を支えたサンベル
ト地帯の有権者が東部から移住しハイテク産業に従事する高
学歴の人々であった。1980 年代の日本の保守回帰現象では、
戦後生まれの第３・４次産業に勤務する都市周辺住宅街に住む
高学歴者が自民党を支持したことがある。

仮説２ 新中間層は左翼的傾向がある。この仮説はイデオロギー、出身
階層、所属組織といった点から説明できる。新中間層は自己の
労働力によって自己の所得を得るのだから、ある条件が整えば
労働者階級と同じように左翼的な姿勢をとる。新中間層は両親
が労働者、新・旧中間層からの出身者で多数を占める。このこ
とは両親の社会主義的文化を受け継いだ人びとが多数存在す
ることを意味し、新中間層の左翼的傾向を拡大再生産する。さ
らに、新中間層が現在の労働組合の中心を担っている。新中間
層の「プロレタリアート化」はその左翼的傾向を助長する。当
然、労働組合内での新中間層の加入率は左翼政党支持に比例し
ている。例えば、西ドイツ社民党は 1959 年バート・ゴーデス
ベルク綱領においてマルクス主義を放棄した。結果、1960 年
代から西ドイツ社民党への新中間層からの支持が増した。

仮説３ 新中間層は「新しい労働者階級」である。1950、60 年代以降
の経済成長は豊かな労働者を輩出した（「労働者のブルジョア
化」）。このことは労働者の社会主義文化からの離脱を意味し、
その結果、労働者階級は革命の担い手でなくなる。だが、仮説 1、
2 のようにならない。新中間層は自己の能力・技術を生計手段
とする点で労働者と同じなのだが、自己を社会に生かそうとす
る。管理体制はそれを阻止するが、彼ら彼女らの「生き甲斐」
を求める要求・運動が社会のいろいろな場で反映する。これは
フランスにおける 1968 年「五月革命」への新中間層の参加に
表現されている。

仮説４ 新中間層をもっと細分化して政治動向を考えるべきである。各
国の経験的研究によれば、新中間層の中でも管理職・マネー
ジャーに属する人びとは保守的な傾向を示し、社会文化、公的
部門、サービス業の専門職、技術者は「新しい価値観」を持っ
た左翼政党支持の傾向が強くある。例えば、新しい社会運動へ
の参加者の多くが旧世代とは異なった価値観で行動する。
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で
は
、
具
体
的
な
政
治
的
態
度
と
し
て
の
投
票
行
動
は
、
脱
産
業
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

個
人
が
自
ら
の
社
会
的
な
所
属
・
属
性
に
よ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
は
、
社
会
の
文
化
を
内
面
化
し
た
社
会
的
形
成
か
ら
そ
の
政
治
意

識
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
外
面
化
（
例
、
投
票
）
に
出
た
も
の
、
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
社
会
主
義
的
文
化
に
あ
る
労
働
者
が
左
翼

政
党
に
投
票
す
る
こ
と
（
「
階
級
投
票
」
）
は
、
い
わ
ば
個
々
人
の
連
帯
主
義
的
な
立
場
か
ら
の
政
党
投
票
（party voting

）
で
あ

る
［Evans,1999
］
。

　

と
こ
ろ
が
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
、
先
進
国
に
お
い
て
、
自
己
の
環
境
（
下
位
文
化
）
に
基
づ
く
連
帯
的
な
投
票
か
ら
自
己
の

「
意
見
に
よ
っ
て
」
投
票
す
る
事
例
が
増
し
て
き
た
。
例
え
ば
あ
る
選
挙
に
お
い
て
、
あ
る
労
働
者
が
左
翼
政
党
を
支
持
す
る
と
い
っ

て
も
所
属
す
る
階
級
か
ら
で
な
く
、
自
分
自
身
に
有
益
な
政
策
を
採
用
す
る
政
党
と
し
て
選
択
す
る
。
争
点
投
票
、
ま
た
は
価
値
投

票
（value voting

）
の
よ
う
な
事
例
が
次
第
に
確
認
さ
れ
て
き
た
、
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
投
票
を
個
人
の
利
益
を
手
段
化

（
あ
る
い
は
道
具
化instrum

entalism
）
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
さ
き
に
述
べ
た
変
動
票
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
か
つ
て
は

多
く
の
有
権
者
は
特
定
の
政
党
と
の
一
体
感
（party identification

）
を
も
っ
て
同
一
政
党
を
支
持
し
続
け
て
き
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
政
党
へ
の
一
体
感
が
崩
壊
し
、
無
党
派
層
が
次
第
に
伸
長
し
て
き
た
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

で
は
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
政
党
支
持
の
安
定
が
疑
問
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
述
べ
ら
れ
る
。
日
本
で
も
一
九
七
〇
年
代
以

降
、
投
票
行
動
が
従
来
の
保
守
─
革
新
と
い
う
基
準
か
ら
人
び
と
の
欲
求
と
い
う
基
準
に
変
化
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
「
支
持
政
党

な
し
」
の
増
加
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　　

二
、
脱
物
質
主
義
・
新
し
い
価
値
観

　

（
一
）
政
治
秩
序
へ
の
挑
戦
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近
年
、
価
値
変
動
か
ら
政
治
意
識
の
変
化
を
説
明
す
る
研
究
が
多
数
あ
る
。
こ
の
「
価
値
亀
裂
」
「
文
化

政
治
」
と
い
っ
た
概
念
は
そ
れ
自
体
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
最
近
の
価
値
変
動
と
政
党
支
持
の
変
動

性
（volatility

）
の
関
係
を
説
明
す
る
有
力
な
分
析
手
法
と
な
っ
て
い
る
。
人
間
の
行
動
は
社
会
に
お
い
て

自
ら
が
有
効
と
思
う
価
値
か
ら
派
生
し
た
動
機
に
よ
っ
て
方
向
づ
け
ら
れ
る
。
価
値
は
財
、
他
者
、
社
会
集

団
な
ど
と
い
っ
た
自
己
以
外
の
存
在
の
優
遇
順
位
の
選
別
に
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、
個
人
の
生
活
目
標
・
行
動

様
式
も
形
成
す
る
［Lau,Redlaw

sk,2006

］
。

　

Ｒ
・
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
人
々
（
特
に
若
者
）
の
価
値
観
が
大
き
く
変
化

し
、
政
治
変
動
を
招
来
す
る
こ
と
を
、
物
質
主
義
（m

aterialism

）
的
な
価
値
と
脱
物
質
主
義
（post-

m
aterialism

）
的
な
価
値
と
い
う
基
準
を
も
と
に
脱
産
業
社
会
の
価
値
変
動
論
を
展
開
し
た
［
イ
ン
グ
ル

ハ
ー
ト
、
一
九
七
八
年
、
武
重
、
一
九
八
六
年
］
。
単
純
化
す
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
お
い
て
、
物

質
主
義
は
戦
前
・
戦
中
・
戦
争
直
後
を
経
験
し
た
旧
世
代
の
価
値
志
向
で
あ
り
、
自
己
の
窮
乏
化
時
代
の
生

活
体
験
か
ら
、
物
質
的
な
豊
富
さ
、
経
済
的
利
益
、
実
体
的
な
形
と
し
て
「
生
活
の
量
」
を
求
め
る
。
す
な

わ
ち
、
物
質
的
、
経
済
的
、
宗
教
的
な
安
定
を
求
め
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
脱
物
質
主
義
は
戦

後
の
経
済
成
長
を
当
然
視
す
る
戦
後
生
ま
れ
の
若
い
世
代
の
価
値
志
向
で
あ
り
、
物
質
的
、
経
済
的
な
豊
か

さ
よ
り
も
、
あ
る
程
度
の
豊
か
さ
が
あ
れ
ば
、
人
間
ら
し
い
環
境
や
空
間
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
「
生
活
の

質
」
を
追
求
す
る
。

　

イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
は
、
Ｈ
・
マ
ズ
ロ
ー
の
欲
求
の
変
動
理
論
［
マ
ズ
ロ
ー
、
一
九
七
九
年
］
に
依
拠
し
な

が
ら
、
次
の
四
つ
の
質
問
か
ら
人
び
と
の
価
値
変
動
内
容
を
検
証
し
た
。
「
あ
な
た
が
以
下
の
四
つ
の
中
か

イギリス 西ドイツ フランス イタリア ベルギー オランダ

物質主義者 37 41 41 41 30 32

混合型 55 48 47 47 56 54

脱物質主義者 8 11 12 11 14 14

図表 12：1974 年西ヨーロッパ諸国における価値配分（％）
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ら
も
っ
と
も
好
ま
し
い
二
つ
の
も
の
を
選
ぶ
と
す
れ
ば
、
ど
れ
で
す
か
」
、
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
に
お
い
て
一
九
七
〇
年
代
初
め
に

調
査
し
た
［
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
、
一
九
七
八
年
］
。

　

四
つ
の
質
問
と
は
、
①
国
内
秩
序
の
維
持
（
安
全
の
欲
求
）
、
②
政
治
参
加
の
機
会
増
（
帰
属
・
尊
敬
の
欲
求
）
、
③
物
価
上
昇

と
の
戦
い
（
生
存
の
欲
求
）
、
④
言
論
の
自
由
の
保
証
（
表
現
の
欲
求
）
、
で
あ
る

（
カ
ッ
コ
内
の
用
語
は
マ
ズ
ロ
ー
に
置
き
換
え
た
用
語
）
。
②
と
④
の
選
択
は
脱
物
質

主
義
者
、
①
と
③
の
選
択
は
物
質
主
義
者
、
①
と
④
、
②
と
③
の
選
択
は
混
合
型
に
な

る
。
調
査
結
果
は
図
表
12
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

戦
後
の
社
会
変
動
は
、
経
済
的
豊
か
さ
の
普
及
、
全
体
戦
争
の
不
在
、
教
育
水
準
の

上
昇
、
職
業
構
造
の
変
化
、
マ
ス
コ
ミ
の
発
達
に
見
ら
れ
る
。
彼
は
欠
乏
仮
説
（
マ
ズ

ロ
ー
の
欲
求
変
動
論
）
と
社
会
化
仮
説
を
根
拠
に
説
明
す
る
。

　

ま
ず
欠
乏
仮
説
か
ら
す
れ
ば
、
物
質
主
義
的
な
低
次
元
の
価
値
が
充
足
さ
れ
れ

ば
、
人
び
と
の
欲
求
は
高
次
元
の
欲
求
、
つ
ま
り
脱
物
質
主
義
的
価
値
へ
と
移
行
す

る
。
さ
ら
に
社
会
化
仮
説
に
よ
れ
ば
、
成
長
期
に
形
成
さ
れ
た
基
本
的
態
度
は
そ
の
生

涯
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
優
先
原
理
で
あ
る
価
値
志
向
は
、
成

人
後
も
相
対
的
に
安
定
す
る
と
言
わ
れ
る
。
両
仮
説
か
ら
経
済
的
豊
か
さ
や
安
全
保
障

を
当
然
と
す
る
戦
後
生
ま
れ
の
若
い
世
代
（
例
、
「
六
八
年
世
代
」
）
を
中
心
に
脱
物

質
主
義
的
価
値
が
一
九
九
〇
年
代
に
は
先
進
国
の
国
民
に
定
着
す
る
こ
と
を
イ
ン
グ
ル

ハ
ー
ト
は
予
測
し
た
。

図表 13：西ヨーロッパ６カ国の世代ごとの
　　脱物質主義者の伸び率（％）
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「
脱
産
業
化
に
と
も
な
っ
て
、
欠
乏
仮
説
か
ら
価
値
変
動
が
生
じ
、
こ
の
変
動
は
社
会
化
仮
説
に
よ
っ
て
維
持
」
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
問
題
は
価
値
変
動
と
政
治
変
動
と
が
ど
の
よ
う
な
形
で
関
連
す
る
か
で
あ
る
。
若
者
は
脱
物
質
主
義
志
向
、
年
配
者
は
物
質
主
義

志
向
に
な
り
や
す
い
、
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
た
。
脱
物
質
主
義
は
政
治
的
、
社
会
的
な
権
威
や
伝
統
的
な
義
務
感
に
対
し
て
否
定
的

で
あ
り
、
自
己
実
現
に
積
極
的
な
非
因
習
的
な
社
会
参
加
を
選
択
す
る
。
新
し
い
価
値
志
向
が
国
民
間
で
主
流
を
な
し
、
そ
こ
か
ら
新

し
い
社
会
運
動
（
Ｎ
Ｓ
Ｍ
）
」
が
今
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
社
会
変
動
を
生
み
出
す
。

　

（
二
）
社
会
的
効
果

　

脱
物
質
主
義
の
効
果
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
第
一
に
争
点
が
変
化
す
る
。
物
質
的
価
値
の
問
題
解
決
は
経
済
や
宗
教
な
ど
を

い
か
に
調
整
す
る
の
か
で
あ
る
の
に
対
し
、
脱
物
質
的
価
値
に
基
づ
く
争
点
は
環
境
、
公
平
・
公
正
、
少
数
派
保
護
、
反
原
発
な
ど
、

こ
れ
ま
で
放
置
し
て
き
た
非
経
済
的
な
内
容
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の
提
示
や
解
決
は
自
己
実
現
型
の
政
策
決
定
が
要
求
さ
れ
る
。
第
二

に
社
会
的
亀
裂
が
変
化
す
る
。
新
し
い
争
点
は
対
立
軸
を
複
雑
に
す
る
。
そ
れ
は
価
値
を
め
ぐ
る
世
代
間
の
対
立
で
も
あ
る
。
従
来
の

亀
裂
を
横
断
し
て
政
党
編
成
に
ま
で
衝
撃
を
与
え
、
階
級
投
票
や
政
党
へ
の
一
体
感
の
弱
体
化
を
引
き
起
こ
す
。
さ
ら
に
、
脱
物
質
主

義
者
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
左
翼
政
党
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
第
三
に
国
家
へ
の
忠
誠
心
が
変
化
す
る
。
政
治
は
価
値

変
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
旧
態
依
然
の
ま
ま
な
の
で
、
脱
物
質
主
義
者
の
不
満
は
政
府
へ
の
不
信
や
懐
疑
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
彼
ら
彼

女
ら
は
国
籍
を
超
え
た
共
通
目
標
を
遂
行
す
る
同
志
と
し
て
、
国
境
を
超
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
も
あ
る
。

第
四
に
直
接
民
主
主
義
の
議
論
が
活
発
に
な
る
。
脱
物
質
主
義
者
は
、
例
え
ば
請
願
、
デ
モ
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
、
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
の
非

因
習
的
な
参
加
方
法
を
採
用
す
る
。
こ
の
新
し
い
政
治
参
加
の
形
態
は
古
典
的
議
会
制
民
主
主
義
に
対
す
る
挑
戦
で
も
あ
る
［
イ
ン
グ

ル
ハ
ー
ト
、
一
九
七
八
年
、
武
重
、
一
九
八
六
年
、
中
谷
、
二
〇
〇
四
年
、
古
田
、
二
〇
〇
八
年
］
。
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一
九
七
〇
年
代
か
ら
先
進
諸
国
で
は
、
環
境
保
護
、
自
助
組
織
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
反
核
・
反
原
発
、
平
和
運
動
な
ど
の
多
様
な
形

で
草
の
根
タ
イ
プ
の
社
会
運
動
が
発
展
し
た
。
こ
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
社
会
運
動
は
従
来
の
労
働
組
合
や
経
営
者
団
体
に
代
表
さ
れ
る

古
い
タ
イ
プ
の
社
会
運
動
に
対
抗
し
、
非
因
習
的
な
政
治
ス
タ
イ
ル
を
直
接
的
な
行
動
に
結
び
つ
け
、
こ
れ
ま
で
同
意
の
あ
っ
た
目

標
・
組
織
・
構
造
・
様
式
を
拒
否
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
人
類
共
通
の
、
普
遍
的
な
事
柄
が
含
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
環
境
保
護
、

男
女
平
等
、
平
和
・
反
戦
、
少
数
派
保
護
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

「
新
し
い
社
会
運
動
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
物
質
的
な
財
と
福
祉
を
基
調
と
す
る
戦
後
目
標
と
対
立
す
る
、
新
し
い
社
会
的
枠

組
み
を
特
徴
と
す
る
。
環
境
保
護
団
体
は
実
業
界
、
労
働
界
に
支
援
さ
れ
る
無
制
限
の
経
済
成
長
に
反
対
し
、
女
性
解
放
団
体
は
数

世
紀
、
支
配
す
る
性
差
別
の
解
消
な
ど
を
試
み
て
お
り
、
平
和
運
動
団
体
は
防
衛
政
策
の
戦
略
思
考
を
拒
否
す
る
、
と
い
っ
た
内
容

が
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
、
ま
た
目
標
で
も
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
「
新
し
い
社
会
運
動
」
の
メ
ン
バ
ー
は
脱
物
質
主
義
的
な
生

活
に
関
わ
る
争
点
、
そ
れ
に
物
質
主
義
的
な
「
生
活
の
量
」
を
問
い
直
す
姿
勢
が
あ
り
、
当
然
様
々
な
決
定
へ
の
直
接
参
加
を
要
求

す
る
。
彼
ら
彼
女
ら
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
（libertarian

）
価
値
は
、
従
来
の
利
益
集
団
の
官
僚
的
、
階
統
制
的
、
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ

テ
ィ
ズ
ム
的
な
考
え
方
と
対
立
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
、
平
等
主
義
的
な
直
接
（
参
加
）
民
主
主
義
的
な
価
値
を
志
向
す
る
［
中
谷
、

二
〇
〇
五
年
］
。

　

Ｋ
・
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
と
Ｒ
・
Ｊ
・
ダ
ー
ル
ト
ン
［H

ildebrand and D
alton,1978

］
は
、
新
し
い
価
値
志
向
か
ら
政
治
的
態
度

の
変
化
を
分
析
し
、
二
分
類
を
提
案
す
る
。
二
つ
の
価
値
志
向
の
う
ち
、
ひ
と
つ
は
、
伝
統
的
、
物
質
的
に
規
定
さ
れ
た
政
治
対
立
で

あ
る
。
こ
れ
は
経
済
・
宗
教
・
人
種
問
題
な
ど
を
め
ぐ
る
「
古
い
政
治
」
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
例
え
ば
環
境
保
護
・
女
性
解

放
・
平
和
・
反
原
発
な
ど
と
い
っ
た
非
物
質
的
、
非
経
済
的
な
視
点
を
扱
う
「
新
し
い
政
治
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
さ
き
に
説
明
し
た
イ

ン
グ
ル
ハ
ー
ト
の
二
分
法
と
類
似
す
る
。
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こ
れ
ら
の
価
値
志
向
の
選
択
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
、
個
人
に
選
挙
行
動
で
の
争
点
に
つ
い
て
重
要

な
も
の
か
ら
順
位
を
つ
け
さ
せ
、
有
権
者
が
「
古
い
政
治
」
と
「
新
し
い
政
治
」
と
の
ど
ち
ら
を
志
向
す
る
か
を
基
準
と
す
る
。
イ
ン

グ
ル
ハ
ー
ト
の
結
論
と
同
様
、
一
般
に
若
者
は
「
新
し
い
政
治
」
志
向
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
「
新
し
い
政
治
」
志
向
の
人
間

は
、
政
治
的
、
社
会
的
権
威
や
伝
統
的
な
義
務
感
に
対
し
て
否
定
的
で
、
自
己
実
現
に
積
極
的
な
、
非
因
習
的
な
政
治
参
加
を
選
択
す

る
。
世
代
交
代
に
よ
っ
て
、
新
し
い
価
値
志
向
が
国
民
の
間
で
主
流
を
な
し
、
そ
こ
か
ら
出
現
し
た
新
し
い
社
会
運
動
が
今
ま
で
見
ら

れ
な
か
っ
た
政
治
変
動
を
創
造
す
る
、
と
彼
ら
は
予
測
す
る
。

　

脱
物
質
主
義
理
論
や
「
新
し
い
政
治
」
論
の
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
第
一
に
概
念
レ
ベ
ル
の
問
題
点
が
あ
る
。

価
値
変
動
は
、
物
質
主
義
か
ら
脱
物
質
主
義
へ
、
あ
る
い
は
「
古
い
政
治
」
か
ら
「
新
し
い
政
治
」
へ
と
一
元
的
視
点
で
説
明
で
き
る

ほ
ど
単
純
な
も
の
で
は
あ
り
え
ず
、
個
人
の
価
値
選
択
は
も
っ
と
複
雑
な
構
造
で
概
念
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
い
は
ず
で
あ
る
。
脱
物
質

主
義
的
価
値
は
従
来
の
価
値
観
に
と
っ
て
代
わ
る
よ
り
も
補
足
的
な
意
味
で
使
用
さ
れ
た
ほ
う
が
よ
い
と
す
る
批
判
が
あ
る
。

　

第
二
に
操
作
レ
ベ
ル
の
問
題
が
あ
る
。
イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
の
四
つ
の
質
問
項
目
は
脱
物
質
的
価
値
を
浮
き
彫
り
に
す
る
た
め
に
使
用

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
市
民
を
被
統
治
者
で
な
く
積
極
的
な
参
加
者
と
見
立
て
た
予
見
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
反
論
が
あ
る
。

　

第
三
に
デ
ー
タ
・
レ
ベ
ル
の
問
題
が
あ
る
。
価
値
変
動
は
彼
の
主
張
す
る
社
会
化
仮
説
で
説
明
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
脱
物
質
主

義
者
の
出
身
が
、
本
来
対
立
す
る
は
ず
の
中
間
層
で
あ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
ま
た
、
一
九
六
七
年
の
日
本
の
調
査
デ
ー
タ
で
は
、
脱

物
質
主
義
者
が
そ
の
一
〇
年
後
に
は
物
質
主
義
者
に
な
っ
た
事
実
も
あ
り
、
個
人
の
そ
の
時
々
の
経
済
状
態
や
社
会
的
地
位
と
い
っ
た

短
期
的
要
因
が
作
用
す
る
の
で
、
欠
乏
仮
説
も
適
用
で
き
な
く
な
る
。
だ
か
ら
、
価
値
変
動
は
世
代
共
通
と
い
う
の
で
な
く
、
個
人
が

人
生
の
そ
の
時
々
に
お
い
て
望
ま
し
い
と
思
う
も
の
を
選
択
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て
変
化
す
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。

　　

（
三
）
機
能
的
価
値
変
動
理
論

　

上
記
に
述
べ
た
脱
物
質
主
義
理
論
へ
の
疑
問
か
ら
、
Ｓ
・
Ｃ
・
フ
ラ
ナ
ガ
ン
は
別
の
価
値
変
動
理
論
を
提
示
す
る
。
彼
は
、
①
質
素

─
放
縦
、
②
敬
虔
─
世
俗
志
向
、
③
従
順
─
自
立
、
④
権
威
へ
の
献
身
─
自
己
主
張
と
い
っ
た
四
つ
の
次
元
で
価
値
変
動
を
説
明
し
よ

う
と
し
た
。
①
と
②
は
個
人
主
義
的
な
問
題
に
対
し
て
の
道
徳
的
強
制

へ
の
態
度
（
厳
格
な
一
元
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
対
非
抑
圧
的
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
）
、
③
と
④
は
社
会
的
相
互
作
用
に
つ
い
て
の
社
会
的
強
制
へ

の
態
度
（
権
威
主
義
的
、
集
団
的
社
会
生
活
対
個
人
主
義
的
、
開
放
的

社
会
生
活
）
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
基
準
で
あ
る
。
各
項
目
の
前
者

に
あ
る
伝
統
的
価
値
は
宗
教
的
、
自
己
抑
制
的
、
集
団
的
、
従
属
的
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
に
あ
る
伝
統
的
価
値
は
古
い
精
神
的
な
拘

束
か
ら
の
解
放
を
求
め
る
自
由
な
非
抑
制
的
志
向
を
表
現
し
て
い
る

［Flanagan,1987

、
武
重
、
一
九
八
六
年
］
。

　

つ
ま
り
、
価
値
変
動
の
内
容
は
物
質
主
義
か
ら
脱
物
質
主
義
で
は
な

く
、
伝
統
的
な
価
値
変
動
志
向
か
ら
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
な
価
値
志
向
へ

と
移
行
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
フ
ラ
ナ
ガ
ン
は
主
張
す
る
。
彼

は
日
本
の
場
合
を
検
証
し
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
な
価
値
の
増
加
、
伝
統

国名 1981年 1990年 1996年 差

（西）ドイツ 45 30 23 －23

イタリア 63 44 － －19

スイス － 46 31 －15

カナダ 77 64 － －13

アメリカ 85 77 76 －9

スウェーデン 30 22 21 －9

スペイン 77 68 72 －5

日本 54 51 － －3

イギリス 74 72 － －2

フランス 60 59 － －1

デンマーク 29 35 － ＋6

図表 14：権威への尊厳（1981 － 1997）の低下傾向（％）
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的
な
価
値
の
減
少
、
物
質
主
義
的
な
価
値
志
向
の
わ
ず
か
な
減
少
と
い
う
結
論
を
下
し
た
。
フ
ラ
ナ

ガ
ン
は
デ
ー
タ
か
ら
判
断
す
る
か
ぎ
り
、
図
表
14
に
あ
る
対
照
的
な
数
字
で
示
さ
れ
る
権
威
主
義
的

価
値
か
ら
解
放
を
求
め
る
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
価
値
へ
の
変
動
モ
デ
ル
の
ほ
う
が
、
日
本
人
の
価
値
志

向
の
転
向
を
う
ま
く
説
明
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
る
。
結
局
、
日
本
人
の
価
値
志
向
の
変
動

を
考
え
る
際
に
は
、
長
期
的
に
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
価
値
志
向
、
短
期
的
に
脱
物
質
主
義
的
価
値
へ
の

変
動
の
説
明
の
方
が
有
益
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

戦
後
日
本
の
経
済
発
展
と
社
会
変
動
は
、
世
代
間
の
相
違
と
学
歴
の
有
無
を
基
準
と
す
る
伝
統

的
価
値
と
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
価
値
の
亀
裂
を
拡
大
し
た
。
こ
の
亀
裂
の
拡
大
が
政
治
的
な
争
点
に

な
る
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
新
中
間
層
の
「
左
傾
化
」
を
促
進
す
る
。
も
っ
と
も
日
本
の
場
合
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
の
「
新
し
い
左
翼
」
の
政
党
は
本
格
的
に
は
登
場
し
て
い
な
い
。
フ
ラ
ナ
ガ

ン
は
従
来
の
左
翼
政
党
が
伝
統
的
な
支
持
層
の
経
済
利
益
を
代
表
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
新
し
い
価

値
観
の
「
生
活
の
質
」
を
向
上
さ
せ
る
努
力
も
払
っ
て
き
た
、
と
説
明
す
る
。
一
九
六
七
年
衆
議
院

選
挙
に
基
づ
い
た
デ
ー
タ
を
根
拠
と
し
た
。
伝
統
的
価
値
を
持
つ
人
び
と
の
七
二
％
が
自
民
党
を
支

持
し
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
価
値
を
持
つ
人
々
の
五
六
％
が
左
翼
政
党
（
社
会
党
、
共
産
党
）
を
支
持

し
た
。

　

確
か
に
、
図
表
15
に
あ
る
日
本
人
の
価
値
志
向
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
価
値
へ
の
変
動
は
各
種
の
調

査
か
ら
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ナ
ガ
ン
の
モ
デ
ル
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
保
革
伯
仲
時
代
で
は

価
値
変
動
が
自
民
党
の
凋
落
を
促
進
し
た
点
を
説
明
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的

価値タイプ 1930年 1953年 1958年 1963年 1973年 1978年

権威主義的価値 53 39 29 23 16 18

獲得的価値 35 21 20 21 17 16

自由人的価値 14 32 45 49 62 61

ＤＫ－ＮＡ 8 8 6 7 5 5

計 100 100 100 100 100 100

図表 15：日本人の価値優先順位（％）
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価
値
は
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
も
拡
大
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
政
治
志
向
は
フ
ラ
ナ
ガ
ン
が
強
調
す
る
左
翼
志
向
に
な
っ
て
い

な
い
。
つ
ま
り
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
価
値
の
中
心
を
な
す
（
と
み
な
さ
れ
る
）
新
中
間
層
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
「
保
守
回
帰
」
時
代

に
お
い
て
必
ず
し
も
左
翼
政
党
の
支
持
と
は
な
ら
ず
、
「
保
守
化
し
た
層
」
「
支
持
な
し
層
」
「
無
党
派
層
」
に
な
っ
て
い
る
、
と
も

考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
場
合
、
伝
統
的
価
値
＝
保
守
政
党
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
価
値
＝
左
翼
政
党
と
い
っ
た
価
値
志
向
＝
政
党
支
持
の

連
結
パ
タ
ー
ン
は
、
一
定
の
考
慮
の
も
と
で
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
政
党
か
ら
の
対
応
策
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ

る
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
価
値
変
動
か
ら
生
じ
た
日
本
人
の
政
党
選
好
の
変
易
性
は
、
伝
統
的
価
値
か
ら
解
放
さ
れ
た
人
々
が
政
党
支
持

を
自
分
の
「
意
見
」
に
応
じ
て
投
票
を
「
手
段
化
（
道
具
化
）
」
し
て
い
る
証
明
か
も
し
れ
な
い
。

　

 

現
代
人
の
価
値
志
向
が
、
そ
の
政
治
的
結
果
を
別
に
し
て
も
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
よ
う
が
な
い
。
そ
の
点

は
、
フ
ラ
ナ
ガ
ン
の
日
本
を
事
例
と
し
た
説
明
だ
け
で
な
く
、
欧
米
諸
国
で
も
適
用
で
き
る
こ
と
は
同
意
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
な

例
は
、
Ｈ
・
ク
ラ
ー
ゲ
ス
ら
の
（
西
）
ド
イ
ツ
国
民
の
価
値
変
動
研
究
で
あ
る
［Klages,1998 

］
。
彼
の
世
論
調
査
に
基
づ
く
時
系

列
的
考
察
は
、
義
務
・
受
動
的
な
伝
統
的
価
値
志
向
か
ら
個
人
主
義
的
価
値
志
向
へ
の
変
動
を
提
示
す
る
。
一
九
五
〇
年
か
ら
（
西
）

ド
イ
ツ
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
「
規
律
・
従
順
・
業
績
・
秩
序
・
義
務
履
行
・
徳
・
従
属
・
勤
勉
・
謙
虚
・
克
己
」
と
い
っ
た
言
葉

に
代
表
さ
れ
る
義
務
・
受
動
的
な
価
値
観
か
ら
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
「
個
人
主
義
（
創
造
性
・
自
立
性
・
自
己
実
現
・
放
縦
・
自

立
）
、
快
楽
主
義
（
享
楽
・
冒
険
・
緊
張
・
多
様
性
・
情
緒
的
欲
求
）
、
理
想
主
義
的
な
立
場
か
ら
の
社
会
批
判
が
あ
る
。
そ
れ
は
権

威
か
ら
の
解
放
を
求
め
る
価
値
へ
と
個
人
の
社
会
的
行
為
の
方
針
が
転
換
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
価
値
変
動
の

志
向
、
い
わ
ゆ
る
「
意
識
構
造
の
近
代
化
」
と
い
う
問
題
は
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
欧
米
人
に
も
見
受
け
ら
れ
る
価
値
変
動
の
中
心

テ
ー
マ
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
新
し
い
価
値
観
」
か
ら
の
社
会
意
識
は
先
進
西
側
諸
国
の
場
合
、
「
新
し
い
社
会
運
動
」
や
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「
新
し
い
左
翼
政
党
」
へ
の
支
持
構
造
に
お
い
て
観
察
で
き
る
。

　　

三
、
政
治
秩
序
へ
の
挑
戦

　

（
一
）
新
し
い
社
会
運
動
か
ら
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
党
へ

　

「
新
し
い
価
値
観
」
は
一
九
六
〇
年
代
ま
で
の
政
党
の
衰
退
と
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
党
の
登
場
を
含
む
政
党
シ
ス
テ
ム
の
再
編
の
可

能
性
を
促
進
し
つ
つ
あ
る
［V

gl,W
estle/G

abriel,2009

］
。

　

「
新
し
い
社
会
運
動
」
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
党
を
生
み
だ
し
た
［M

atheu,1995

］
。
こ
の
新
種
の
政
党
は
平
等
主
義
的
な
分
配

を
主
張
す
る
意
味
で
は
伝
統
的
な
左
翼
政
党
と
同
じ
だ
が
、
個
人
と
集
団
の
行
為
へ
の
官
僚
的
規
制
を
拒
否
す
る
意
味
で
は
、
リ
バ
タ

リ
ア
ン
的
価
値
観
を
含
む
の
で
、
「
左
翼
─
リ
バ
タ
リ
ア
ン
政
党
（Left-libertarian Party

）
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は

「
新
し
い
社
会
運
動
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
新
し
い
価
値
志
向
か
ら
派
生
し
た
環
境
保
護
政
党
（
グ
リ
ー
ン
政
党
、
ニ
ュ
ー
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
政
党
）
で
あ
る
。

　

環
境
保
護
政
党
と
い
う
存
在
は
、
選
挙
で
の
成
功
で
は
限
定
的
で
あ
る
が
、
既
成
政
党
の
政
策
変
更
、
政
治
的
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
再
考

を
促
す
契
機
を
秘
め
て
い
る
。
ま
た
、
国
民
各
層
に
訴
え
る
効
果
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
例
え
ば
、
環
境
保
護
を
め
ぐ
る
関
心
は

現
在
、
国
民
間
に
定
着
し
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
で
政
党
・
政
治
家
の
能
力
を
判
断
す
る
傾
向
が
す
で
に
国
民
の
意
識
に
定

着
し
て
い
る
。
そ
れ
が
伝
統
的
な
左
翼
政
党
か
ら
保
守
主
義
政
党
ま
で
共
通
し
た
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
環
境
保
護
・
反
公
害
・
平

和
・
反
核
・
少
数
派
保
護
・
女
性
の
地
位
向
上
と
い
っ
た
、
そ
れ
ま
で
真
剣
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
課
題
へ
の
取
り
組
み
は
、
新
し
い

社
会
運
動
や
環
境
保
護
政
党
の
提
起
し
た
成
果
と
言
え
る
。

　

環
境
保
護
政
党
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
脱
物
質
主
義
や
「
新
し
い
価
値
観
」
、
つ
ま
り
「
生
活
の
質
」
の
向
上
を
看
板
に
登
場
し
、
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急
速
に
世
界
各
国
に
広
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
タ
イ
プ
の
政
党
は
、
新
し
い
価
値
観
へ
の
関
心
が
国
民
間
に
醸
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
九
八
〇
年
代
に
も
継
続
的
に
成
長
し
て
き
た
。
こ
う
い
っ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
党
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
社
会
民
主
主
義

政
党
が
中
道
化
す
る
中
で
「
新
左
翼
（new

 left

）
」
と
し
て
体
制
を
批
判
し
続
け
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
代
表
例
は
ド
イ
ツ

の
緑
の
党
（D

ie G
rüne

）
で
あ
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
ま
で
（
西
）
ド
イ
ツ
で
は
、
社
民
党
を
支
持
す
る
脱
物
質
主
義
者
は
ブ
ラ
ン
ト
政
権
を
支
持
し
た
が
、
そ
の
後
継

で
あ
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
政
権
の
穏
健
な
統
治
ス
タ
イ
ル
と
現
実
主
義
的
な
政
策
に
は
不
満
を
持
ち
出
し
た
。
社
民
党
内
で
脱
物
質
主
義

グ
ル
ー
プ
と
穏
健
な
リ
ー
ダ
ー
と
の
対
立
が
目
立
ち
始
め
た
。
あ
る
意
味
で
世
代
間
の
意
識
の
対
立
の
現
わ
れ
と
も
み
な
さ
れ
る
。

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
脱
物
質
主
義
者
は
州
レ
ベ
ル
で
「
緑
の
候
補
者
リ
ス
ト
」
「
多
色
リ
ス
ト
」
を
結
成
し
、
州
議
会
で
議
席
を

獲
得
し
、
そ
の
後
、
緑
の
党
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
運
動
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
、
社
会
的
自
助
グ
ル
ー
プ
運
動
、
反
核
・
平
和
運
動
、
第
三

世
界
と
の
連
帯
な
ど
新
し
い
社
会
運
動
の
結
集
体
と
し
て
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
一
九
八
〇
年
に
結
成
さ
れ
た
。
新
し
い
社
会
運
動
と
そ

の
価
値
観
は
権
威
主
義
的
な
構
造
を
弱
め
、
異
論
を
容
認
す
る
市
民
社
会
が
ド
イ
ツ
で
本
格
的
に
定
着
し
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

政
治
ス
タ
イ
ル
は
分
権
的
で
、
複
数
代
表
制
、
女
性
割
当
制
・
議
員
の
交
代
制
な
ど
新
し
い
試
み
を
実
験
し
、
州
ご
と
に
多
彩
な
特
徴

を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
を
よ
り
民
主
主
義
的
な
国
家
に
変
え
て
き
て
い
る
。
実
際
に
「
新
し
い
政
治
」
は
こ
れ
ま
で
の
「
古

い
政
治
」
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
た
。
社
民
党
も
一
九
八
九
年
に
エ
コ
社
会
的
市
場
経
済
、
男
女
平
等
、
社
会
的
公
正
、
子
ど
も
へ
の

配
慮
な
ど
を
基
調
と
し
た
、
新
し
い
「
ベ
ル
リ
ン
綱
領
」
を
採
択
し
た
。

　

ド
イ
ツ
統
一
後
、
緑
の
党
は
旧
東
ド
イ
ツ
の
市
民
グ
ル
ー
プ
の
結
集
組
織
で
あ
る
九
〇
年
同
盟
と
合
体
し
、
一
九
九
三
年
に
名
称
を

九
〇
年
同
盟
・
緑
の
党
（Bündnis 90/D

ie G
rüne

）
と
し
、
基
本
綱
領
と
し
て
「
人
権
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
底
辺
民
主
主
義
、
社
会
的

公
正
、
男
女
の
社
会
的
平
等
、
非
暴
力
」
を
掲
げ
て
い
る
。
結
党
以
来
、
現
実
派
と
原
理
派
の
間
で
党
内
論
争
が
続
く
が
、
州
レ
ベ
ル
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で
の
連
立
政
権
へ
の
参
加
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
緑
の
党
は
次
第
に
現
実
的
な
対
応
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

一
九
九
八
年
の
総
選
挙
結
果
に
よ
っ
て
、
社
民
党
と
緑
の
党
は
連
立
政
権
を
組
み
、
環
境
問
題
、
と
り
わ
け
脱
原
子
力
発
電
で
は
主

導
権
を
取
っ
た
。
連
立
協
定
で
も
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の
脱
却
が
明
記
さ
れ
、
段
階
的
な
解
消
に
取
り
組
む
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。

「
新
し
い
政
治
」
は
着
実
に
社
会
に
浸
透
し
て
い
る
。

　　

（
二
）
価
値
変
動
の
政
治
的
文
脈

　

選
挙
社
会
学
は
社
会
的
亀
裂
の
安
定
を
説
明
し
て
き
た
が
、
現
在
の
価
値
変
動
と
投
票
行
動
の
関
係
を
説
明
す
る
に
は
必
ず
し
も
適

切
と
は
言
え
な
く
な
っ
た
、
と
現
在
で
は
述
べ
ら
れ
る
。
Ｆ
・
Ｕ
・
パ
ピ
［Pappi,1972

］
は
選
挙
社
会
学
に
不
足
す
る
社
会
的
価
値

志
向
を
変
数
の
複
合
体
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
社
会
的
価
値
志
向
は
直
接
的
な
政
治
的
態
度
を
形
成
す
る
要
因
と
す
る

の
で
な
く
、
政
治
的
な
争
点
に
対
す
る
社
会
構
造
と
政
治
的
態
度
の
媒
介
変
数
の
複
合
体
と
し
て
説
明
す
る
働
き
を
す
る
。
社
会
的
価

値
志
向
は
相
当
長
期
間
に
安
定
す
る
も
の
、
と
彼
は
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
概
念
の
導
入
は
選
挙
社
会
学
の
よ
う
な
マ
ク
ロ
社
会
学
モ

デ
ル
や
政
党
一
体
感
モ
デ
ル
の
よ
う
な
個
人
の
心
理
学
モ
デ
ル
に
対
し
て
価
値
志
向
概
念
の
立
場
か
ら
第
三
の
説
明
を
目
指
す
モ
デ
ル

で
あ
る
。
彼
は
次
の
七
つ
の
変
数
で
あ
る
政
治
的
価
値
か
ら
（
西
）
ド
イ
ツ
の
投
票
行
動
を
説
明
し
た
。

　

そ
れ
ら
は
、
①
労
働
組
合
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
②
非
官
僚
的
職
業
志
向
、
③
宗
教
的
伝
統
主
義
、
④
社
会
的
不
平
等
の
正
当
化
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
、
⑤
上
昇
志
向
、
⑥
地
方
主
義
、
⑦
家
族
内
で
の
伝
統
価
値
志
向
、
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
研
究
対
象
は
ド
イ
ツ
に
限
定

さ
れ
て
い
る
が
、
同
様
の
こ
と
は
先
進
西
側
諸
国
に
共
通
す
る
事
柄
で
も
あ
る
。

　

戦
後
ド
イ
ツ
で
は
、
宗
教
的
伝
統
主
義
は
左
翼
の
経
済
政
策
と
対
立
し
て
も
、
保
守
主
義
の
経
済
政
策
と
は
対
立
し
な
か
っ
た
。
キ

リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
に
は
、
宗
教
的
伝
統
が
労
働
組
合
を
拒
否
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
自
由
民
主
党
へ
の
投
票
は
労
働
組
合
を
拒
否
す
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る
傾
向
は
あ
る
が
、
反
教
権
と
い
う
立
場
で
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
） 

の
そ
れ
と
は
区
別
さ
れ
る
。
保
守
的
な
人
々
の
支

配
的
な
価
値
は
宗
教
と
伝
統
へ
の
価
値
志
向
で
あ
っ
た
。
左
翼
的
な
人
々
の
間
で
は
労
働
組
合
へ
の
支
持
と
自
ら
の
上
昇
志
向
が
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
世
代
交
代
に
よ
っ
て
官
僚
的
志
向
や
地
元
共
同
体
主
義
へ
の
拒
否
と
い
う
価
値
志
向
は
、
集
団
主
義
か
ら
個
人
主
義

へ
と
変
貌
し
、
そ
の
結
果
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
形
で
あ
る
が
、
保
守
と
左
翼
の
価
値
観
の
均
衡
が
保
た
れ
て
い
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
後
半
、
若
者
の
投
票
行
動
は
社
民
党
に
動
員
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
社
民
党
支
持
者
の
平
均
年
齢

は
低
下
し
、
逆
に
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
の
そ
れ
は
上
昇
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
以
降
、
若
者
は
伝
統
的
な
価
値

志
向
を
拒
否
し
、
個
人
主
義
的
な
自
己
実
現
を
要
求
し
始
め
た
。
新
し
い
価
値
に
好
意
的
な
有
権
者
は
、
従
来
の
社
民
党
の
政
治
ス

タ
ン
ス
か
ら
移
動
し
始
め
、
前
述
し
た
新
中
間
層
の
政
治
的
体
質
の
図
表
11
仮
説
３
に
近
い
状
況
が
生
ま
れ
た
。
一
九
七
四
年
ま
で
の

社
民
党
支
持
で
は
、
こ
の
新
し
い
個
人
主
義
的
価
値
志
向
が
古
い
伝
統
的
な
労
働
組
合
至
上
主
義
と
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

一
九
七
〇
年
代
の
二
回
の
石
油
危
機
は
「
社
民
党
に
社
会
を
改
革
す
る
と
い
う
旗
印
」
を
放
棄
さ
せ
る
結
果
と
な
り
、
そ
の
こ
と
は
社

民
党
支
持
層
の
中
に
あ
っ
た
潜
在
的
な
矛
盾
・
対
立
を
表
面
化
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
九
七
三
年
選
挙
で
は
一
八
歳
か
ら
三
一
歳
ま
で
の
脱
物
質
主
義
者
の
七
〇
％
以
上
が
社
民
党
を
支
持
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
七
〇
年
代
後
半
に
価
値
変
動
志
向
は
強
ま
り
、
「
新
し
い
社
会
運
動
（
反
原
発
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
平
和
な
ど
）
」
を
具
体
化
さ
せ

る
（
「
新
し
い
左
翼
」
の
出
発
）
。
こ
の
価
値
観
は
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
志
向
」
を
中
核
に
位
置
づ
け
、
既
成
政
党
へ
の
不
満
を
表
明
す

る
。
こ
の
新
し
い
価
値
志
向
を
代
表
す
る
政
党
が
緑
の
党
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
選
挙
で
は
、
若
い
脱
物
質
主
義
者
の
二
四
％
が
社
民

党
、
一
六
％
が
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
、
四
八
％
が
緑
の
党
を
支
持
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
重
要
な
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら

新
し
い
価
値
志
向
の
政
治
的
代
表
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
緑
の
党
と
い
う
存
在
で
あ
る
。
緑
の
党
支
持
層
は
脱
物
質
主
義
的
な
、
若
く

て
高
学
齢
の
都
市
住
民
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
新
し
い
志
向
の
担
い
手
は
社
会
と
の
結
合
が
比
較
的
弱
い
集
団
や
社
会
層
で
あ
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る
か
ら
、
社
会
構
造
的
な
要
因
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
直
接
的
で
は
な
く
、
新
し
い
価
値
志
向
を
媒
介
に
し
て
、
緑
の
党
を

支
持
す
る
。
た
だ
、
一
九
八
〇
年
代
に
こ
の
価
値
志
向
が
環
境
保
護
に
お
い
て
相
当
程
度
社
会
全
般
に
浸
透
し
、
緑
の
党
の
存
続
の
可

能
性
が
増
加
し
て
き
た
。
新
し
い
価
値
志
向
を
受
け
入
れ
る
層
が
緑
の
党
と
の
関
係
を
受
容
し
て
き
た
の
で
、
緑
の
党
の
安
定
性
は
増

大
し
つ
つ
あ
る
。
一
九
八
七
年
選
挙
に
脱
物
質
主
義
者
の
六
一
％
が
緑
の
党
を
支
持
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
物
質
主
義
者
の
中

で
す
ら
一
八
％
も
支
持
す
る
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

価
値
志
向
は
政
党
や
現
実
の
政
治
か
ら
独
立
し
て
社
会
的
な
事
実
の
評
価
基
準
の
働
き
を
し
て
、
政
治
的
行
為
に
は
重
要
な
貢
献
を

果
た
し
て
き
た
。
現
在
の
政
治
を
考
察
す
れ
ば
、
既
成
政
党
シ
ス
テ
ム
は
新
た
な
価
値
志
向
と
の
間
で
齟
齬
を
生
じ
て
い
る
。
政
党
は

社
会
の
価
値
志
向
に
適
合
し
た
対
応
が
取
れ
な
け
れ
ば
、
支
持
者
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
現
代
の
価
値
変
動
と
政
党
支
持
の
関
係
へ
の

有
効
な
説
明
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
政
治
文
化
論
的
な
要
望
か
ら
す
れ
ば
、
価
値
変
動
と
変
容
し
た
投
票
行
動
と
の

関
係
は
社
会
科
学
的
な
法
則
性
と
し
て
ま
だ
概
念
化
さ
れ
て
い
な
い
。

　　

四
、
価
値
変
動
の
政
治
的
文
脈
か
ら
の
展
望

　

一
九
七
〇
年
代
か
ら
先
進
国
で
は
、
環
境
保
護
、
自
助
組
織
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
反
核
・
反
原
発
、
平
和
運
動
な
ど
の
多
様
な
形
態

を
採
用
し
た
市
民
行
動
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
「
新
し
い
社
会
運
動
」
は
、
従
来
の
労
働
組
合
や
実
業
界
に
代
表
さ
れ
る

「
古
い
社
会
運
動
」
に
対
し
て
、
非
因
習
的
な
政
治
様
式
と
直
接
行
動
に
基
づ
い
て
、
民
主
主
義
国
に
お
い
て
戦
後
に
合
意
の
あ
っ
た

目
標
・
構
造
・
組
織
・
様
式
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
新
し
さ
」
を
疑
問
視
す
る
見
解
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
環
境
保
護
、
女
性
の
社
会
的
解
放
、
新
し

い
人
権
、
少
数
者
保
護
な
ど
と
い
う
争
点
で
は
、
一
九
世
紀
に
自
然
保
護
協
会
と
い
う
団
体
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
存
在
し
た
し
、
フ
ェ
ミ
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ニ
ズ
ム
運
動
も
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
新
し
い
社
会
運
動
が
提
起
す
る
の
は
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
核

の
灰
、
原
子
力
発
電
、
環
境
破
壊
、
資
源
の
枯
渇
と
い
っ
た
問
題
が
人
類
共
通
の
、
普
遍
的
な
事
柄
を
含
ん
で
い
る
し
、
そ
の
中
核
メ

ン
バ
ー
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
典
型
的
な
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
新
し
い
社
会
運
動
の
本
質
で
あ
り
、
付
随
的
な
点
に
見

ら
れ
る
形
態
的
に
類
似
す
る
、
歴
史
上
、
限
定
的
な
先
例
と
は
区
別
す
べ
き
「
新
し
さ
」
を
備
え
て
い
る
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
理
論
的
観
点
か
ら
、
従
来
の
社
会
運
動
を
説
明
す
る
剥
奪
モ
デ
ル
、
合
理
的
選
択
モ
デ
ル
、
資
源
動
員
モ
デ
ル
と
い
っ
た
理
論

で
は
、
「
新
し
い
社
会
運
動
」
を
理
解
し
き
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
従
来
の
運
動
と
の
相
違
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
「
新
し
さ
」

と
は
何
か
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
支
持
基
盤
、
社
会
組
織
、
政
治
ス
タ
イ
ル
か
ら
特
徴
づ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

「
古
い
社
会
運
動
」
は
経
済
利
益
や
労
働
、
農
業
、
人
種
な
ど
の
個
々
の
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
派
生
す
る
。
こ

れ
に
対
し
、
「
新
し
い
社
会
運
動
」
で
の
環
境
・
人
権
・
平
和
運
動
は
社
会
的
に
異
な
る
個
人
を
基
盤
と
す
る
し
、
女
性
解
放
運
動
も

性
差
を
超
え
た
支
持
を
根
拠
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
核
ミ
サ
イ
ル
抗
議
集
会
へ
の
参
加
者
は
現
場
で
核
配
置
に
反
対
す
る
農
民
、
核

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
抗
議
す
る
学
生
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
っ
た
人
々
か
ら
な
る
（
「
防
水
ウ
ー
ル
と
パ
ー
カ
」
の
連
合
）
。
つ
ま
り
、

「
新
し
い
社
会
運
動
」
は
あ
る
特
定
集
団
、
階
級
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
争
点
に
お
い
て
同
じ
価
値
・
意
見
を
持
っ
た
人
々

の
自
主
的
な
集
ま
り
と
言
え
る
。
従
来
か
ら
の
思
考
か
ら
す
れ
ば
、
「
新
し
い
社
会
運
動
」
メ
ン
バ
ー
は
流
動
的
で
あ
り
、
そ
の
点
で

社
会
的
基
盤
が
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
基
盤
の
欠
如
が
運
動
へ
の
参
加
を
容
易
に
す

る
。
「
古
い
社
会
運
動
」
は
集
団
メ
ン
バ
ー
の
私
益
を
追
求
す
る
が
、
「
新
し
い
社
会
運
動
」
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
「
公
共
善
」
を
求

め
る
議
論
が
あ
り
、
必
ず
し
も
集
団
利
益
と
合
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
点
で
は
、
参
加
の
動
機
は
私
益
を
追
求
す
る
よ
り
も
、

運
動
本
来
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
目
標
と
公
共
性
を
優
先
す
る
。

　

労
働
組
合
や
経
済
団
体
の
よ
う
な
古
い
タ
イ
プ
の
社
会
運
動
は
、
そ
の
支
持
者
や
そ
の
資
源
の
動
員
を
直
接
的
、
効
率
的
に
組
織
す
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る
中
央
集
権
化
し
た
階
統
制
構
造
を
構
成
す
る
。
そ
れ
は
労
働
運
動
、
ま
た
は
宗
教
運
動
と
結
び
つ
く
閉
鎖
社
会
を
生
み
だ
す
。
そ
の

組
織
論
理
は
「
官
僚
合
理
主
義
的
権
威
」
と
「
寡
頭
制
の
鉄
則
」
と
い
う
用
語
で
表
現
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
新
し
い
社
会
運
動

は
小
規
模
な
、
流
動
的
な
組
織
構
造
を
特
徴
と
し
、
ひ
と
つ
に
統
制
さ
れ
た
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
統
合
さ
れ
た
り
し
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
新
し
い
社
会
運
動
は
オ
ー
プ
ン
な
文
化
環
境
を
創
造
す
る
。

　

労
働
組
合
や
実
業
界
と
い
う
利
益
集
団
は
、
国
家
か
ら
公
式
、
非
公
式
に
承
認
さ
れ
た
参
加
者
と
し
て
、
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ヴ

な
傾
向
に
あ
る
統
治
過
程
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
「
新
し
い
社
会
運
動
」
は
政
府
の
制
度
的
枠
外
に
あ
る
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
、
例
え
ば
環
境
保
護
グ
ル
ー
プ
は
目
標
へ
の
妥
協
を
強
い
ら
れ
る
と
感
じ
、
意
識
的
に
政
府
委
員
な
ど
既
成
の
枠
組
み
へ
の
参
加

を
拒
否
す
る
こ
と
も
あ
る
。
「
新
し
い
社
会
運
動
」
は
因
習
的
な
参
加
回
路
に
巻
き
込
ま
れ
る
よ
り
、
世
論
の
政
治
的
圧
力
を
通
じ
て

政
策
に
影
響
す
る
こ
と
を
好
ん
で
採
用
す
る
。
世
論
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
特
に
新
し
い
こ
と
と
は
言
え
な
い
が
、
メ
デ
ィ
ア
媒
体
を

活
用
し
、
そ
の
独
特
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
っ
て
全
国
民
に
そ
の
運
動
の
意
義
を
知
ら
せ
る
方
法
は
従
来
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
、
ラ
イ
ン
川
汚
染
を
劇
的
に
表
現
す
る
「
人
間
の
橋
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
「
新
し
い
社
会
運
動
」
は
政
治
秩
序

と
の
取
引
に
も
応
じ
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
に
提
供
す
る
資
源
も
な
い
、
自
立
し
た
存
在
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今
ま
で
利
益
集
団

の
政
治
論
理
で
は
通
用
し
な
い
事
柄
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
特
徴
が
発
展
し
て
影
響
力
を
行
使
す
る
な
ら
、
西
側
民
主
主
義
国

で
安
定
し
た
利
益
集
団
活
動
や
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ヴ
な
政
策
決
定
を
根
本
か
ら
変
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

新
し
い
社
会
運
動
の
出
現
は
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
政
党
を
創
造
し
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
新
し
い
政
党
は
、
Ｈ
・
キ
ッ
チ
ェ
ル
ト

［Kitschelt,1994

］
に
よ
れ
ば
、
平
等
主
義
的
分
配
を
主
張
す
る
意
味
で
伝
統
的
左
翼
と
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
個
人
と
集
団
の
行

為
へ
の
官
僚
的
規
制
を
拒
否
す
る
意
味
で
は
リ
バ
タ
リ
ア
ン
的
価
値
観
を
有
す
る
二
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
共
存
さ
せ
る
「
左
翼
‐
リ

バ
タ
リ
ア
ン
的
政
党
（Left-libertarian party

）
」
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
政
党
は
、
綱
領
や
政
策
な
ど
に
お
い
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て
、
新
し
い
社
会
運
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
反
映
し
た
「
環
境
保
護
政
党
」
（
あ
る
い
は
「
ニ
ュ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
政
党
」
）
で
あ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
運
動
と
政
党
の
関
係
が
緊
密
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
緊
張
関
係
も
あ
っ
て
、
政
党
が
運
動
に

支
配
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
関
係
を
、
選
挙
で
の
成
功
、
「
環
境
保
護
政
党
」
の
イ
ン
パ
ク
ト
、

運
動
の
ジ
レ
ン
マ
と
運
動
政
党
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
お
こ
う
。

　

現
在
ま
で
の
西
側
先
進
諸
国
に
お
い
て
、
「
環
境
保
護
政
党
」
が
顕
著
に
成
功
し
た
国
は
、
（
西
）
ド
イ
ツ
だ
け
で
あ
り
、
比
較
的

成
功
し
た
国
々
は
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
っ
た
中
小
国
で
は
、
消
極
的
な
説
明
し
か
で
き
な
い

が
、
「
環
境
保
護
政
党
」
が
成
功
し
た
国
々
の
制
度
的
条
件
を
示
し
て
お
こ
う
。

　

そ
の
議
席
の
確
保
に
は
選
挙
制
度
に
比
例
代
表
制
を
採
用
し
、
伝
統
的
に
民
主
主
義
制
度
が
定
着
し
て
い
る
国
々
に
集
中
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
主
主
義
的
伝
統
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
国
で
も
単
純
多
数
選
挙
制
度
の
た
め
、
「
環
境
保
護
政
党
」
は
政
治

の
表
舞
台
に
進
出
し
に
く
い
状
況
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
選
挙
制
度
は
自
己
の
一
票
を
「
浪
費
」
し
た
く
な
い
投
票
者
に
制
約
を
課
し
、

ま
た
選
挙
制
度
が
比
例
代
表
制
で
あ
っ
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
よ
う
な
民
主
主
義
制
度
の
伝
統
の
弱
い
国
々
は
そ
の
よ
う

な
運
動
や
政
党
の
出
現
を
阻
止
し
て
い
る
。

　

ま
だ
選
挙
で
の
成
功
は
限
定
的
と
は
い
え
、
「
環
境
保
護
政
党
」
は
既
成
政
党
の
政
策
変
更
、
政
治
的
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
再
定
義
を
も

た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
持
つ
影
響
力
は
、
世
論
調
査
に
お
い
て
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
得
票
以
上
に
そ
の
争
点
を
国

民
に
浸
透
さ
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
環
境
を
め
ぐ
る
関
心
は
現
在
、
国
民
全
般
に
定
着
し
、
そ
れ
に
対
応
で
き
る
か
ど
う
か
で
政
党
能

力
を
測
る
国
民
の
投
票
選
択
の
基
準
と
な
り
、
左
翼
政
党
か
ら
保
守
政
党
ま
で
共
通
し
た
争
点
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
国

民
が
環
境
問
題
に
関
心
を
持
つ
か
ら
と
い
っ
て
、
緑
の
党
の
見
解
に
好
意
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
環
境
保
護
政
党
」
の
統
治
能
力

に
つ
い
て
懐
疑
的
で
あ
り
、
簡
単
に
立
法
へ
の
委
託
を
託
そ
う
と
し
そ
う
に
な
い
。
そ
れ
を
別
に
す
れ
ば
、
環
境
、
平
和
、
核
、
原
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発
、
女
性
の
地
位
な
ど
と
い
っ
た
問
題
は
、
新
し
い
社
会
運
動
、
運
動
政
党
の
提
起
し
た
結
果
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
近
年
、
「
新
し
い
社
会
運
動
」
は
新
た
な
状
況
に
直
面
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
運
動
が
大
衆
基
盤
の
拡
大
、
政
策
目
標
の
達

成
と
い
っ
た
現
実
的
問
題
と
基
本
的
な
信
念
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
こ
と
と
の
間
の
選
択
で
一
種
の
ジ
レ
ン
マ
状
態
に
あ
る
。
世
俗

的
な
意
味
で
、
運
動
が
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
喪
失
し
て
、
性
格
、
組
織
、
参
加
の
形
態
に
お
い
て
効

果
と
能
率
を
優
先
す
る
従
来
の
運
動
（
労
働
組
合
、
実
業
界
な
ど
）
の
論
理
に
陥
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
新
し
い
社

会
運
動
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
「
環
境
保
護
政
党
」
内
で
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
（
現
実
派
）
と
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
（
原
理

派
）
と
の
対
立
で
も
あ
る
。

　

一
九
八
八
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
緑
の
党
は
既
成
政
党
と
同
じ
組
織
形
態
を
採
用
し
た
。
ま
た
同
年
、
（
西
）
ド
イ
ツ
の
緑
の
党
の

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
が
ベ
ル
リ
ン
市
議
会
に
お
い
て
社
民
党
と
の
連
立
与
党
と
い
う
政
治
的
妥
協
を
図
る
ま
で
に
な
っ
た
。
現
実

派
と
原
理
派
の
論
争
は
運
動
そ
の
も
の
の
存
立
に
関
わ
る
問
題
な
の
で
、
今
後
も
継
続
す
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
一
般
の
有
権
者
の

視
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
「
新
し
い
社
会
運
動
」
や
「
環
境
保
護
政
党
」
の
主
張
は
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
的
で
あ
り
、
そ
れ
が
簡
単
に
実

現
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
将
来
、
「
新
し
い
社
会
運
動
」
が
長
期
間
、
機
能
し
た
い
と
す
る
な
ら
ば
、
よ
り
現
実
と
妥
協

し
て
部
分
的
に
で
も
因
習
的
な
組
織
の
論
理
を
採
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
「
環
境
保
護
政
党
」

は
体
制
内
に
参
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
約
束
を
放
棄
し
て
き
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
現
象
は
組
織
の

発
展
を
実
現
す
る
「
環
境
保
護
政
党
」
の
能
力
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

　

先
進
国
の
有
権
者
と
政
党
に
よ
る
政
治
編
成
で
あ
る
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
ま
だ
根
本
的
に
は
変
化
し
て
い
な
い
が
、
「
新
し
い
運

動
」
の
出
現
に
よ
っ
て
挑
戦
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
意
味
で
、
「
将
来
の
政
党
の
凋
落
」
が
こ
う
い
っ
た
「
環
境
保
護
政
党
」
を
政
治
舞

台
で
活
発
化
さ
せ
る
ほ
ど
、
「
公
共
善
」
的
な
意
味
で
国
民
の
利
益
に
還
元
さ
れ
う
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
新
し
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い
価
値
志
向
の
担
い
手
は
社
会
と
の
結
合
が
比
較
的
弱
い
集
団
や
社
会
層
で
あ
る
か
ら
、
社
会
構
造
要
因
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

人
々
は
直
接
で
な
く
、
新
し
い
価
値
志
向
を
媒
介
に
し
な
け
れ
ば
「
環
境
保
護
政
党
」
を
支
持
し
な
い
の
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以

降
、
こ
の
価
値
志
向
が
相
当
に
普
遍
的
と
な
り
、
実
際
に
（
西
）
ド
イ
ツ
の
場
合
、
一
九
八
七
年
選
挙
で
は
緑
の
党
の
得
票
中
、
脱
物

質
主
義
者
の
六
一
％
、
物
質
主
義
者
の
一
八
％
が
支
持
し
た
こ
と
は
、
「
環
境
保
護
政
党
」
の
存
続
を
保
証
す
る
根
拠
と
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

と
も
か
く
、
新
し
い
価
値
観
か
ら
派
生
す
る
政
治
的
参
加
に
好
意
的
な
感
情
が
有
権
者
に
増
加
す
る
こ
と
は
、
「
政
治
秩
序
へ
の
挑

戦
」
が
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
し
、
ひ
い
て
は
新
し
い
政
治
文
化
が
創
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

む
す
び
：
マ
ク
ロ
・
メ
ゾ
・
ミ
ク
ロ
の
政
治
文
化
概
念
を
統
合
す
る
試
み

　

政
治
文
化
概
念
の
試
み
に
は
、
相
互
に
関
連
す
る
二
つ
の
課
題
が
克
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
あ
る
価
値
が
ど
の

よ
う
に
優
先
す
る
か
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
に
マ
ク
ロ
・
メ
ゾ
・
ミ
ク
ロ
の
観
点
を
全
体
の
政
治
文
化
の
中
で
基
礎
づ
け

ら
れ
る
か
、
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
分
析
枠
組
み
は
、
所
与
の
価
値
・
目
的
を
決
定
に
影
響
し
、
そ
れ
ら
が
各
個
人
か
ら
政
治
シ
ス
テ

ム
ま
で
の
政
治
文
化
に
結
び
つ
い
て
い
る
事
情
を
解
説
す
る
［Reichel,1981

］
。
最
後
に
本
論
で
取
り
上
げ
た
マ
ク
ロ
・
メ
ゾ
・
ミ

ク
ロ
の
分
析
を
統
合
す
る
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
お
こ
う
。

　

本
論
で
示
し
た
経
験
的
特
徴
の
多
面
性
と
多
様
性
を
体
系
化
し
、
現
在
の
未
決
定
や
不
確
実
の
視
点
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
概
念
が

推
移
す
る
中
で
の
変
数
を
取
り
扱
う
場
合
、
そ
の
際
、
個
人
と
政
治
シ
ス
テ
ム
の
間
の
政
治
的
な
隙
間
は
、
社
会
化
と
参
加
の
両
極
間

の
差
を
意
味
し
て
い
る
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
政
治
文
化
概
念
は
、
図
表
16
に
示
す
よ
う
に
、
個
人
と
政
治
シ
ス
テ

ム
と
が
連
続
的
な
つ
な
が
り
を
持
つ
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
の
各
レ
ベ
ル
の
分
析
を
必
要
と
す
る
。
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図
表
17
は
、
図
表
16
を
受
け
て
、
ミ
ク
ロ
・
メ
ゾ
・
マ
ク
ロ
の
連
続
体

を
説
明
す
る
政
治
文
化
概
念
の
全
関
係
を
説
明
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
二
つ
の
視
点
で
政
治
文
化
概
念
に
結
び
つ
い
た
四
つ
の
変
数

（
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
、
社
会
構
造
、
メ
ゾ
・
レ
ベ
ル
、
マ
ク
ロ
・
レ
ベ

ル
）
を
提
示
し
て
い
る
。
第
一
の
視
点
は
年
齢
、
性
、
宗
教
、
学
歴
な
ど

の
よ
う
な
社
会
構
造
的
な
決
定
要
因
に
関
す
る
標
準
モ
デ
ル
で
あ
る
。
第

二
の
視
点
は
政
治
的
指
（
志
）
向
、
政
治
的
態
度
を
採
用
す
る
モ
デ
ル
で

あ
る
。

　

個
人
と
政
治
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
時
々
に
お
い
て
ミ
ク
ロ
・
メ
ゾ
・
マ
ク

ロ
の
連
続
体
と
し
て
理
解
さ
れ
、
四
分
野
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
図
表
17
に

あ
る
2)
の
メ
ゾ
・
レ
ベ
ル
の
下
位
文
化
（
個
人
と
社
会
文
化
的
環
境
、

政
治
的
価
値
志
向
、
社
会
的
亀
裂
と
政
党
シ
ス
テ
ム
、
適
合
と
非
順
応

性
：
脱
集
中
化
と
拡
散
）
と
3)
の
社
会
構
造
（
機
能
分
化
し
た
集
団
、
政

治
的
態
度
・
行
動
、
シ
ス
テ
ム
を
機
能
さ
せ
る
民
主
化
と
政
治
参
加
）
が

政
治
文
化
の
分
析
関
係
枠
組
み
を
定
義
づ
け
る
。
こ
れ
は
図
表
17
で
説
明

で
き
る
。
そ
れ
は
1)
の
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
と
4)
の
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
と
も

関
係
し
な
が
ら
、
同
時
に
政
治
シ
ス
テ
ム
全
体
と
そ
れ
を
構
成
す
る
、
個

図表 16：ミクロからマクロへの連続体としての政治文化
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別
の
「
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
」
と

も
直
結
し
て
い
る
。
こ
の
分
析

枠
組
み
の
1)
か
ら
4)
に
該
当
す

る
四
分
野
に
お
い
て
、
三
つ
の

研
究
戦
略
、
す
な
わ
ち
、
a)
分

析
レ
ベ
ル
・
社
会
シ
ス
テ
ム
段

階
、
b)
研
究
対
象
や
シ
ス
テ
ム

課
題
、
c)
政
治
的
目
的
に
向
け

て
の
価
値
決
定
と
そ
れ
へ
の
対

立
を
明
確
に
で
き
る
。

　

政
治
的
な
態
度
や
行
動

は
、
政
治
へ
の
主
観
性
を
反
映

す
る
も
の
と
し
て
社
会
的
価
値

志
向
を
根
拠
に
し
て
お
り
、
そ

れ
は
客
観
的
な
社
会
構
造
の

価
値
と
強
く
結
び
つ
い
て
い

る
。
こ
れ
は
社
会
的
亀
裂
＝
政

党
支
持
構
造
に
見
ら
れ
る
。
両

図表 17：政治文化概念の分析関係枠組みモデル
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者
の
う
ち
一
方
が
決
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
政
治
・
社
会
的
な
価
値
志
向
は
個
人
の
意
識
に
適
合
し
て
、
態
度
や
行
動
に
「
反
映
」

す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
自
身
が
社
会
構
造
か
ら
発
し
て
い
る
。
制
度
化
し
た
社
会
化
の
機
関
（
例
、
家
族
、
学
校
、
仲
間
集
団
な

ど
）
は
、
そ
の
機
能
が
多
分
に
変
化
し
た
と
は
い
え
、
世
代
を
超
え
て
特
定
の
価
値
観
を
継
承
し
続
け
て
い
る
。

　

個
人
や
集
団
の
政
治
行
動
は
、
単
な
る
政
治
的
態
度
か
ら
特
定
の
政
治
的
な
対
象
で
あ
る
人
物
、
事
件
、
問
題
、
組
織
な
ど
ま
で
を

明
確
に
す
る
。
様
々
な
社
会
構
造
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
年
齢
、
宗
教
、
学
歴
、
社
会
的
地
位
な
ど
）
の
観
点
で
分
化
す
る
価
値
志
向
、

態
度
、
行
動
は
、
個
々
人
の
社
会
化
の
枠
組
み
と
方
向
性
を
規
定
す
る
。

　

政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
の
政
治
文
化
の
各
次
元
と
諸
要
素
が
ど
の
よ
う
に
秩
序
と
結
び
付
い
て
い
る
か
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
こ
と
を
要
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
図
表
17
は
ま
だ
政
治
文
化
概
念
を
完
全
に
ま
と
め
き
っ
て
い
そ
う
に
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
様
々
な
変
数
が
結
び
つ
く
性
質
に
つ
い
て
は
説
明
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
概
念
は
、
政
治
的
社
会
化
、
政
治
的
価
値

志
向
、
政
治
的
態
度
、
政
治
的
利
益
、
政
治
的
知
識
、
政
治
行
動
な
ど
を
も
っ
て
、
こ
の
枠
組
内
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
関
係
を
「
発
見

す
る
モ
デ
ル
」
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
政
治
文
化
概
念
は
諸
概
念
の
変
数
と
そ
の
相
互
依
存
関
係
を
示
し
て
い
る
。

 　

Ｓ
・
ヴ
ァ
ー
バ
と
Ｎ
・
ナ
イ
［1978

］
は
、
政
治
参
加
を
社
会
学
的
、
社
会
心
理
学
的
に
説
明
し
た
。
社
会
経
済
的
な
地
位
を
通

じ
て
、
個
人
の
「
市
民
的
態
度
（civic attitude
）
」
に
間
接
的
に
参
加
行
動
に
影
響
す
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
参

加
に
関
わ
る
主
観
的
指
（
志
）
向
と
し
て
説
明
す
る
行
為
を
明
確
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
為
と
態
度
の
一
致
を
論
じ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
は
問
題
点
も
あ
る
。
例
え
ば
、
政
治
的
関
心
、
政
治
参
加
と
国
民
的
義
務
が
同
一
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
非
因
襲

的
な
政
治
的
行
為
の
た
め
政
党
と
の
一
体
感
か
ら
離
脱
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
す
る
方
法
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
は
、
ひ
と
つ
の
価
値
の
も
と
に
、
個
人
の
動
機
を
定
着
さ
せ
い
る
客
観
性
ま
た
は
社
会
的
属
性
か
ら
解
釈
し
が
ち
と
な
り
や

す
い
。
し
か
し
政
治
文
化
概
念
の
精
緻
化
に
と
っ
て
、
多
種
多
様
な
価
値
と
そ
の
範
囲
が
存
在
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
例
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え
ば
、
そ
れ
ら
は
次
の
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

　

①
生
物
学
的
価
値

　

②
衝
撃
の
展
開
（Triebauslebung

）
ま
た
は
そ
の
抑
制

　

③
内
向
性
（Intraversion

）
、
外
向
性
（Extraversion

）

　

④
相
互
作
用
の
価
値
Ⅰ
：
敵
意
と
攻
撃
の
評
価

　

⑤
相
互
作
用
の
価
値
Ⅱ
：
真
実
性
と
信
頼
性

　

⑥
社
会
的
な
関
連
枠
組
み
と
社
会
形
態
の
評
価

　

⑦
個
人
主
義
、
集
団
主
義

　

⑧
分
配
的
な
価
値
、
特
定
に
偏
っ
た
価
値

　

⑨
普
遍
主
義
、
個
別
主
義

　

⑩
保
守
主
義
、
革
新
主
義

　

政
治
文
化
研
究
は
政
治
シ
ス
テ
ム
を
前
提
に
諸
価
値
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
諸
価
値
の
範
囲
内
で
政
治
的
な
指
（
志
）
向
が
理
解

さ
れ
る
。
確
か
に
政
治
的
指
（
志
）
向
が
理
論
的
基
礎
を
構
成
す
る
で
あ
ろ
う
。
政
治
的
行
為
の
分
析
枠
組
み
内
に
お
い
て
、
な
ん
ら

か
の
価
値
判
断
と
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
。
「
社
会
」
を
構
成
す
る
諸
価
値
は
、
決
定
的
な
承
認
と
い
う
形
式
と

結
合
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
社
会
文
化
的
な
発
展
の
原
因
、
過
程
、
帰
結
と
い
う
社
会
過
程
を
通
じ
て
定
着
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

環
境
の
中
で
作
用
し
た
り
、
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
が
シ
ス
テ
ム
の
た
め
に
作
用
し
た
り
、
そ
れ
を
維
持
す
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
る
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わ
け
で
は
な
い
。
個
々
の
役
割
を
担
う
ア
ク
タ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
認
識
す
る
レ
ベ
ル
次
第
で
、
役
割
の
分
化
は
意
図
せ
ざ
る
結

果
も
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
る
［Luhm

ann,1974,4

］
。

　

地
域
研
究
者
は
、
各
地
域
の
社
会
的
、
文
化
的
な
独
自
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、
時
間
・
空
間
を
超
え
て
独
立
す
る
意
思
決
定
ア
ク

タ
ー
が
所
与
の
条
件
内
で
自
ら
の
効
果
を
最
大
化
し
よ
う
と
す
る
、
普
遍
的
な
「
合
理
的
選
択
」
を
認
め
そ
う
に
な
い
。
で
は
、
何
が

価
値
の
有
効
性
を
も
た
ら
す
の
か
（
政
治
シ
ス
テ
ム
効
果
）
。
そ
し
て
「
価
値
へ
の
姿
勢
」
は
社
会
の
組
織
形
態
、
制
度
、
構
造
的
特

徴
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
の
か
（
帰
納
的
価
値
）
。
シ
ン
ボ
ル
や
承
認
の
シ
ス
テ
ム
、
制
度
化
さ
れ
た
社
会
・
政
治
過
程
、
社
会

構
造
、
主
観
・
客
観
的
な
状
態
、
政
治
的
な
権
力
や
影
響
力
の
機
会
な
ど
を
分
析
せ
ず
に
回
答
で
き
そ
う
に
な
い
。
政
治
シ
ス
テ
ム

は
、
社
会
的
権
力
を
創
造
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
環
境
か
ら
シ
ス
テ
ム
自
身
に

権
力
に
ま
つ
わ
る
作
業
を
移
行
さ
せ
る
の
で
、
政
治
権
力
に
関
係
す
る
、
例
え
ば
紛
争
な
ど
を
規
制
し
、
決
定
機
関
へ
の
影
響
力
を
行

使
す
る
際
に
変
換
で
き
る
能
力
を
具
体
化
す
る
［Luhm

ann,1974

］
。
そ
の
事
情
は
各
政
治
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
政
治
文
化
概
念
の

研
究
を
不
可
欠
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
分
析
関
係
枠
組
み
モ
デ
ル
は
、
政
治
的
価
値
、
社
会
化
、
態
度
、
行
動
の
ミ
ク
ロ
・
メ

ゾ
・
マ
ク
ロ
の
各
研
究
を
ひ
と
つ
の
政
治
文
化
論
に
体
系
的
に
統
合
さ
せ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
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